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取扱説明書 


• お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

•ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

•お読みになった後は、し〇でも見られるところに「保記書」 • 「製品のご相談と修理-サービス窓□のご案内」と 
共に大切に保管して<ださい。 

• この製品は持ち込み修理対象製品でず。 

化お修理をこ‘希望される場合は> 別途化おおをご請求させていただ<ことにな y ますので> あ6かじめご了を願いまず。 
詳しくは J 保障と修理について」（屈=61ぺージ）をご覧ください。 




情ま民編 

r 各部のを前」（屈=4日ぺージ) 
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ごほ用になる前 I 


まを上のごを意 


正しく安をじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよくお読みください。 

この取扱説明書および製品への表示では、製 
品を安全に正しくお使いいただき、あなたや 
化の人々への危害や財産への損害を未然に防 
止ずるためじ、いろいろな絵表示をしていま 
ず。その絵表示と意巧は次のようじなってい 
まず。 

内容をよく理解してから本文をお読みくださ 
い。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
巧かれています。 


A 感電ミ主意 

A 記号はま意〔危険•警告を含む）を 
促ず内容があることを告げるものでず。 



分解禁止 


0記号は禁止の行為であることを 
告げるものでず。 



電源プラグを 
コンセントか6抜< 


• 記号は行為を強制したり指示したりする 
内容を告げるものです。 


A 警告 


この表示をお視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う可能性が想をされる内容を示していまず。 


€ 


万一異常が発生した6、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


く七""ン•落としたり、破損したりしたとき 
からおく •機器巧部に水や金属類、燃えやずいも 
のなどが入ったとき 

そのまま使用すると、义災•感電の原因となりま 
ず。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡ください。 

お客様による修理などは危険ですので鮑対におや 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧 W 外で使巧しないで 
ください。 

义災-感電の原因となります。 


〇 電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
、 力□エしたりしないでください。また、重 

いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりすると電源コードが破損し、乂楽- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
じほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り隙いて<ださい。そのまま 
使用すると义災‘感電の原因となりまず。 


义気禁止 


义やおをおづけない 

本機の上でろうそくをなず-タバコの陕 
皿を使巧するなどの义や炎の発生してい 
るちのを置かないでください。 

义楽の原因じなりまず。 


(S 

禁止 


巧部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义炎•感電の原因となります。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 



かめれ 

禁止 


分解禁止 


接触禁止 


水滴や水しぶきのかかるところ 
に置かない 

雨天-峰雪中-海岸-水辺での使巧は特 
じごま意ください。 

水がかかったり、濡れた状態で使用ずる 
と义災、感電の原因になります。 


ねじをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありまずの 
で、义災•感電の原因となりまず。 
内部の点お-調整-修理は販売店じご依 
頼 < ださい。 


雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグじは触れないでくださ 
し、。 

感電の原因となります。 


接触禁止 

A 


使用中、使用直後に高温となる部 
巧には触6ない 

使用中、使用直後は上面や高温ミ主意マー 
クの付掛こは触れないでください。 

機器の放熱のために高温となっており、触 
れた場含にやけどをずる恐れがありまず。 


局湿まち 





乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れにより、 
の原因となりまず。 


义災-けが 


水場での 
使用禁止 


風呂-シャワー室では 
使用しない 

义災•感電の原因となります。 



水めれ 
禁止 


この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
が入った容器、およびルさな金 
属物を置かない 

こぼれたり，中に入ったりした場合> 义 


巧-感電の原因となります。 
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A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が軽傷を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示してしなず。 


>- 

誰 


A 付属の電源コードを使用する 

他の機器の電源コードを本機に使巧しない 
、_ でくたさい。 

ま t 付属の電源コードは本機 W 外には使 
/ C ^ 用しないでください。 

V \ J 電流容量などの違いじより义楽 • 感電の原 
因となることがありまず。 


〇 電源コードは確実に接続し、 

束ねたまま使用しない 

、 電源コードを接続するときは接続□じ確実 

に差し込んで<ださい。差し込みが不完全 

0 な墙含、义が-感電の原因となることがあ 
ります。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコンセ 
ントじは接続しないでください。その場台、 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を 
依頼してください。 

また、電源〕ードは束ねたまま使用しないでください。 
発熱し、义災の原因となることがあります。 


Q 


禁止 


電源コードを 

熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义災•感電の原 
因となることがあります。 


0 


禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを弓1っ張6ずに必ずプラグを持っ 
て抜いてください。コードが傷つき、义災. 
感電の原因となることがありまず。 


めれ手禁止 


濡れた手で電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


0 レーザー 光源を 
のぞき込まない 

レーザー光が目に当たると視力障害をおこ 
禁止ずことがあ U ます。 


€ 


すぐにコンセントか6電源プラグを 
抜 < ことが'できるよろじ i 曼置する 

_ 電源のスイ'ソチを切ってもコンセントか6は 

■ JPt ブ^を完をに適断されていません。 

から祐^万一の事故防止のため、本機をコンセント 
のおくに置き、すぐにコンセントから電源 
プラグを抜くことができるようにしてくださ 
い。 


〇 機器の接続は説明書をよく読んで 
か6接続する 

テレビ-オーディオ機器-ビデオ機器など 
の機器を接続ずる場含は、電源を切り、各々 
の機器の取扱説明書に従って接続してくだ 
さい。 

また、接続には指をのコードを使巧してください。指 
を W 外のコードを使巧したり、コードを延長したりずる 
と発熱し、やけどの原因となることがあります。 


© 電源を入れる前には 
音量を最小にする 

突然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


Q 


禁止 


長時間音が歪んだが態で 
使用しない 

スピーカーが発熱し、乂災の原因となるこ 
とがありまず。 


© 電池を交換するときは 

• 極性表示に注意し、表示通りに正しく人 
れる 

• 指定じ(外の電池は使用し ない 
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使巧しな 
い 

間違えると電池の破裂•液漏れじより、义災 • 
けがや周囲をミち損ずる原因となることがあ 
U ます。 


(S) 


禁止 


瓜 

手の挟み込 
みを意 

おのけがじ 
ミ主意 


ディスク挿入□に 
手を入れない 

特に幼いお子様にごま意ください。けがの 
原因となることがあります。 

万一手を挟まれた攝合は、すぐに本体の電 
源をスタンパイじして、電源プラグをコンセ 
ントから抜いて販売店【こご速絡ください。 


Q 


禁止 


ヘッドホンを使用するときは 
音量を上げすぎない 

耳を刺激するような大きな音量で長時闇続けて 
闇く已聴力に悪し儒響を与えることがあります。 


S 不安定な場巧に置かない 

くちついた台の上や傾いたところなど不安をな 
攝巧に置かないで < ださい。落ちたり倒れたり 
胃、 A して、けがの原因となることがあります。 


(S 


禁止 


次のような場所には置かない 

义災-感電の原因となることがありまず。 

• 調理台や力日湿器のそばなど油煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりのをいところ 
• 直射日光の当たるところや暖房器具の 
近くなど高温じなるところ 


〇 

必ず実施 


壁や他の機器か6 
少し離して設置する 

放熱をよくずるために、他の機器との間は 
かし離して置いてください。ラックなどに 
入れるときは、機器の天面や背面からかし 
隙間をあけてください。内部に熱がこもり、 
义災の原因となることがあります。 




禁止 


この機器に乗ったり、 

ぶら下がったりしない 

特に幼いお子様のいるご家庭では、ごミ主意 
ください。倒れたり、壊れたりして、けが 
の原因となることがあります。 


Q 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が開 
けてあ y まず。次のような使いかたはし 
ないでください。内部に熱がこわり、义 
災の原因となることがあります。 

• あお向けや横倒し、逆さまにずる 
• 押し入れ•専用のラック]: U 外の本箱など風通しの 
悪い薇い場所に押し込む 

• テーブルク□スをかけたり、じゆうたん-布団の上 
(こ置いたりして使巧する 


0 


禁止 


重いものをのせない 

機器の上に重いわのや外枠からはみ化るよ 
うな大きなものを置かないでください。パラ 
ンスがくずれて倒れたり、落下したりして、 
けか’の原因となることがありまず。 


€ 


移動させるときは 

まず電源を切り，あず電源プラグをコンセン 
_ 卜か6巧き，タト部の接続コードをかしてか6 
電源プラグをおこなってください。コードが傷つき，义が' 
すら彩 感電の原因となることがあります。 


€ 


長期間の外出-旅行のとき、 

またはおま入れのときは 

,_ . ををのため'必ず電源プラグをコンセントか6 
巧いてください。义が-感電の原因となる 
か5あ< ことがあります。 


A 5年に一度は内部の掃除を 

販売店などじご柜該<ださい。内部にほこ 
1りがたまったまま、長い間掃除をしないと义 
'の 災や故障の原因となることがあります。 

特に、湿気のを<なる梅雨期の前におこなうと，よ y 
交力ま的でず。なお，内部の掃除費用じついては販売 
店などじこ相談ください。 


咖 

識 


司 

巧 

m 


输 

巧 

諭 
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安を上のご注意 


A C-t S- 3D ゆ像を視聴ずる際は、 3D ゆ像対応テレビや 3D 対応メガネ 

/1\ /_L /■胃\ の取扱説明書などじ記載のを意事項もあわせてご覧くださしん 

/ C ^ てんかんの可能性があるち、光 
\ \) 過敏の既往症のあるち、む臓に 
禁止 疾患のあるち、体調の悪いちは、 
3 D 映像を見ない 

をが悪化の原因となることがあります。 

3 D 映像を見ているときじ、感覚 
じ異常を感じたり、疲れを感じ 
たり、気ろが悪くなったりしたと 
きは、見るのをやめる 

そのまま見続けると，体調不良の原因と 
なることがありまず。適をな休憩をとって 
ください。 

3 D ①映画などを視聴する場合 
mm it. 1 作品の視聴を目きに適度 
^ に休憩をとる 

長時闇の視聴は、目の疲れの原因となる 
ことがありまず。 

A 周囲の人や物にミ主意する 

/J\ 3D 巧像で距離感を誤って手を伸ばした 
• 、り、 3D 峡像を実際の物と間違えて急 

じ身体を動かしたりすると、周囲の人に 
けがをさせたり、周囲の物を壊してけが 
をしたりする原因となることがあります。 
周囲に壊れやずいものを置かないように 
してください。 

3 D 映像の視聴年齡は、6歳 
mm 上を目きじする 

お子様の場合は> あ労や不陕感などに巧 
ずる反応が分かりにくいため，急に体調 
が悪くなることがありまず。 

お子様が 3D 映像を視聴ずる攝合は、保 
護者のちが目の疲れがないかごま意くだ 
さい。 

お視のち、遠視のち、左ちの視 
mW 力が異なるち、 SL 視のちは、視 
力搞正メガネなどの着用で視力 
を馬正したうえで 3 D メガネを着 
用する 

視力を福正しないで 3D 峽像を視聴する 
と、目の疲れや視力がより低下ずる原因 
となることがあ U ます。 

3 D 映像が二重の映像に見えた 
mm <- j . 立体感が得られなかったりし 
馬たら、見るのをゃめる 

そのまま見続けると，目の疲れの原因と 
なる^とがあります。 

画面か6適正な距離で視聴する 

画面じあついて視聴すると、目の疲れや 
視力低下の馳となることがあります。 
必ず実施使巧ずるテレビの取撒説明書などで推奨 
される距離で視聴ずるようにしてくださ 
い。 

J 
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使用上のごを意 


設置にごいて 


本機内部の放熱をを<ずるために、壁や化の機器との圍は、十 
分に離して設置してください。 



* 10cm_W 上 


携帯電話巧用時のごま意 


本機の近くで携帯電話をご使用じなると、雑音が人る場合があ 
りまず。携帯電話は本機から離れた位置で使用して< ださい。 

お手入れについて 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分のミちれは、柔らかい布で軽< 
拭き取ってください。化学ぞうきんをご使用の際は、そのを 
意書きに従ってください。 

•ベンジンやシンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機 
じが着ずると、変質や変色の原因になりまずので使用しない 
でください。 

結露(ごゆごき)について 


本機をきいところから急に暖かいところに移動させたり、本機 
を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりずると、内部 
(動作部やレンズ)に水滴が付くことがありまず(結露)。結露し 
たまま本機を使用ずると、正常に動作せず、巧障の原因となる 
ことがありまず。結露した場合は、本機の電源を切ったまま1 
〜2屏圍放置してから使用してください。 


>* 

顏 


咖 

節 


罰 

巧 

誦 


巧像現象(画像の点きつま)について 

ディスクメニュ ー や本機のメニュー画面などの静止画を、テレ 
ビ画面に表示したまま長商圍放置しないでください。画面に残 
像現を（画像の焼きつき）を起こずことがありまず。 


ii 

巧 
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巧動について 

ディスクを取り化して電源をスクンバイじし、あず電源プラグ 
をコンセントからあき、機器園の接続ケーブルを外してからお 
こなってください。 

換気について 

本磯をたばこなどの煙が充満している場所に長時園置くと、光 
学まピックアツプの表面がミちれ、正しい信号の読み取りができ 
なくなることがありまず。 


ステレオ音のエチケット 


I 音のエチケット1 


踐近所への配慮（おもいやり）を十分にいたしま 
しょう。 

特に静かな夜聞は、かさな音でも通りやずいも 
のでず。夜圍の音楽鑑賞には、特に気を配りま 
しよう)。 
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付属品を確認ずる 


ご使用の前にご確認 < ださい。 


① 取扱説明書(本書） . 1 

② 保証書(捆包箱に貼り付けていまず） . 1 

③ 製品のご相談と修理•サービス窓□のご案内 . 1 

④ 電源コード【本機専用】（長さ:が] 2.0 m ). 1 

⑥リモコン （ RC -1151). 1 

⑥ 単3お乾電池 . 2 

⑦ 音声•巧像ケーブル(長さ:が] 1.5 m ). 1 



本書について 


□操作説明のボタンについて 

本書の操作説明は、リモコンの操作ボクンをメインに説巧 
していまず。 

□マークについて 

屈=このマークは、関連情報を記載している参照先 
のページをあらわしまず。 

W このマークは、補足説明や操作上のアドバイス 

U をあらわしまず。 


このマークは、操作商し留意していただきたい 
ま意,なや、繼の制おなどをあらわしまず。 

□イラストにごいて 

本書に使用しているイラストは、取り扱いち法を説 S 月ずる 
ためのもので実物と異なる場合がありまず。 

















本機の特長 


スーパーオーディオ CD 、 DVD オーディオの再生をも 
実現したユニバーサルブルーレイディスクプレーヤー 

再生ずる際、を采ミなメディアじ対応していまずので、あな 
たの豊富なディスクライブラリーを高画質/高音質で楽し 
めまず。 

屈=50ぺージ「再をできるメディア」 


ネットワーク対応 

•本機をインクーネットに接続ずることで、 YouTube のサー 
ビスが利用できまず。 

•ネットワーク接続した機器に保存した音楽•写真•動画ファ 
イルを再生ずることができまず。 

•本機をインクーネットに接続し、本機の内蔵メモリーにコ 
ンテンツをダウン □- ドずることで、 BD - LIVE を楽しむこ 
とができまず。 

屈=31ぺージ「ネットワークじ接続する」 


3 D 映像の再生 

3 D 巧像対応のテレビに八イスピード HDMI ケーブルで接 
続ずると、 3 D 巧像を楽しむことができまず。 


峡像信号および音声信号を忠実に再生するための独立し 
たブ□ック構造 

本機内部の様々な電気信号による電気-電磁ノイズの混入 
を防ぐため、を電気回路を分けて本機をレイアウトしてい 
まず。 


操作性と視認性に優れた GUI 搭載 

本機には、メニュー表示や階層ディレクトリーを視覚的に 
わかりやずくした"グラフィカル.ユーザー.インターフェー 
ス" を搭載していまず。 階層を表示させることで、自分が何 
処にいて、何を設走しようとしているのかが分かりやずくな 
り、操作性を向上させていまず。 

屈=38ぺージ [GUI メニュー操作」 


HDMI コント□-ルに対応 

HDMI コント□-ル機能をサポートしているテレビまたは 
AV レシーバーと本機を HDMI ケーブルを使って接続ずる 
ことじより、他の機器を操作ずることができまず。 

屈=26ぺージ 「 HDMI コントロール機能」 


高品位な音質-画質に悪影響を及ぼす振動を抑えるダイ 
レクト-メカニズム-グラウンド-コンストラクシヨン 

振動の元になるディスクメカニズムを本機の中央に函置ず 
ることじより、不要な振動をフットからグラウンドへとタカ 
奉よく逃がずことができ、高画質/高音質の再生をサポー 
卜していまず。 


>* 
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Ill 瞧乂円編(かんたんセツトアップガイド) 


ここでは、お包箱を開けたを、本機とテレビ、または本機と AV レシーパーを HDMI ヶーブルをほって接続し、再生するまでの手順を簡をに 
説明します。 

□接続するとをは、各機器の電源を切ってくだをい。 

□ 接続する各機器の取扱説明書をご覽<だをい。 



声の設定を 
ずる 

(が1ページ） 



再をずる 

(が2ページ） 




3 0 0 0 

1 1 > 1 



igr 


DISPIAY 

REPEAT 

し angle"! 

A-B 

■ - 

HOME 

mm ; 

ク T 

1"/ 

nm 

MENU 、 

、 POPUP 

MENU 



本機とテレビ、または本機と AV レ 
シーバーを HDMI ケーブルを使： 

て接続します。 



MODE を押して音声の設定をおこ ^ 

/ 

ないます。 / 


ブルーレイディスクや DVD を楽し 
めます。 
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ミ )巧続ずる 



ここでは、本機を TV に直接接続ずる方法と、本機と AV レシーバーを経由して TV に接続ずる方法の2つを説明しまず。 

お使いになる機器にあわせて接続してください。接続【こは HDMI ケースレ(別売り）を使いまず。 

因 

•本機と接続ずる機器が HDMI 接続できないときは「基本接続」（屈=14ページ）をご覧じなり、状況じあわせた接続をおこなってください。 

•HDMI ( High-Definition Multimedia Interface ) ケーブルは HDMI □ゴのついたケースレ （ HDMI 認証品）を使用してください 。 HDMI □ゴのないケースレ （ HDMI 非認証品）を使用した場合、 
正常に再生ができない場合がありまず。 

•ディープカラーや108 Op などの巧像信号を化力ずる場合は、より高品質な巧生のために八イスピード HDMI ケーブルのご使用をおずずめしまず。 



本機と TV を直接接続ずるときの接続ちまでず。 

テレビ 




( AV レシー八一とテレビ 


本機を AV レシーバーに接続ずるときの接続方までず C 


テレビ 
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接続する 


C 


電源コード 




付属の電源コードを本機に接続し、プラグをコンセントに差し込んでく 
ださい。 



(付鼠 


•すべての接続が終わってか5、電源コードを接続してください。 

•電源プラグはお実に差し込んで<ださい。不完全な接続は、雑音発生の原因になりまず。 
•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒にまねないでください。八ムや雑音 
の原因となることがありまず。 


電源を入れる 


テレビと AV レシーバーの電源を入れる。 



〇テレビと AV レシーバーのファンクションを本機の入力に設定する。 

〇 POWER ON または ON/STANDBY を押して、本機の電源を入れる。 

•電源表示は緑色に点滅し、電源がオンになりまず。 

•そのあと、電源表示は緑色の点なに変わりまず。 



または 



•ディスプレイじ" LOADING " を表示し、ディスク情報を読み込みまず。 
•ディスクが入っていないときは 、 "NO D に C " を表示しまず。 


因 

リモコンをお使いになる前に、電池を入れてください。「乾電池の入れかた」（屈=49ページ） 
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田音ちの設定 (HD Audio の設定) 


ブルーレイディスクに収録されている音声フォーマットにはドルビー TmeHD 、 
Definition Audio ) フォーマットがありまず。 

HD 音声フォーマットの音声を再生ずるには、本機を接続ずる AV レ 
シーバーが HD 音声の再生に対応している必要がありまず。 

ここでは、接続ずる AV レシーバーにあわせて HD 音声フォーマット 
をそのまま化力ずるか、通常のデジタル音声に変換して化力ずるかの設 
定をおこないまず。 



レーベル面を上じして、ディスクをトレイにのせる。 



ディスクトレイは閉まんディスクの再生を開始します。 



または 



•ディスクトレイは手で押し&まないでください。故障の原因じなりまず。 

•ディスクじよっては、►を押さないと再生しないことがありまず。このとき、►を押して、再 
生を開始させてください。 


4 


ドルビーデジタルプラス、 DTS - HD などの HD 音声 (High 


MODE を押す。 

設定できる項目のメニューを表示しまず。 


HD Audio Output 

B の 

すフ 

A. オフ 

m オフ 


白 

h^e| 

IlMITl.'[ mg 。〕 

audio! 



み 

再生中に音声の設定をしまず。 
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A ▽で " BD 才ーディオモード"を選択し、 ENTER または [> を押す。 


6 


A ▽で "HD Audio Output " または "Mix Audio Output " を選択し、 ENTER 
を押す。 


ブルーレイディスクを高音質で聴をたいとき 

" BD 才ーディオモード"の設走:を " HD Audio 0山 p 山"じ選択してください。 

•本機からはブルーレイディスクの HD 音声を化力しまず。 

夕 

• HD 音黄で収録されているメインの音黄のみを化力しまず。 

•本機を AV レシーバーに接続ずる前に、レシーバーが HD 音黄の再生に対応していることを 
確■認してください。対応していない場合、本機の HDMI 出力端子から LPCM じ変換された 
信号を化力し、 HD 音黄は化力しません。 

ブルーレイディスクのサブ音青【インタラクティブオーディオや第2音青） 

を聴をたいとを 

" BD 才ーディオモード"の設走を " Mix Audio 0山 p 山"じ選択してください。 

•本機からはブルーレイディスクの HD 音声を通常のデジクル音声に変換して化力しまず。 

ク 

インタラクティブオーディオや第2音黄はブルーレイディスクによつて仕様が異なりまず。 
詳しくはスレーレイディスクのノ X 、 ソケージや付属の説日月書をご覧ください。 
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ディスクを再生する 




MENU または MENU を押す。 

スクに収録されたメニューを表示しまず。 


2 


トツプ メニユ ーで再生するタイトルやチャプターを 
選択し、再生する。 


再を 


選が 


山の田 

dD 

•の面面 

IrandI 

ののの 

IclemI 

[+1^ [~0~] [ sii ^ 

画 

を s，wi (repeat) [a-8 I 

MODE 

H 覆 E 

SUBTITU 1" 叫 

AUDIO 

を^"输 

TOP POPUP 

MENU 




ポップアップ 

メニユ — 


回〔 


因 


【例】 

□ ディスクメニュ ー 



□ トップメニュー 




1 Title 1 

Top menu I 


I Chapter 4 

[chapters 

I Chapter 6 


□ ポップアップメニュー 





電源をスタン A イ巧態にするとき 

リモコンの POWER OFF 、 または本機の ON / STANDBY を押す。 

•電源表示は緑色の点滅しまず。そのあと消好し、本機の電源 
はスタンバイ状態になりまず。 

[ スタンバイモード時の 電源 表示】 

•ほ消費電カスタンバイ：消な 
•通常スタンバイ：ホ色に点な 



因 

GUI メニューの"システム"が‘自動パワーモード"を"オン" 
(屈=39ページ)に設をしている場合、次の状態がが] 30分圍続 
くと、自動的に電源をスタンバイじしまず。 

•ディスクを読み込んでいない 
•再生が停止している 
• レジューム機能により停止している 

脚 M 

電源がスクンバイ状態のときは、微量な電力を消費しまず。ず 
ベての電力を完全に遮断ずるときは、電源コードをコンセント 
から抜いてください。 
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基本編 


この章ではディスクの映像、音青を楽しむための操作方法を説明します。 

参甚本巧続屈=14ぺージ 

参再生のしかた(基本操作）屈=18ぺージ 

参甚本設ち屈=26ぺージ 



。それぞれのメディアやが部機器の接続と再をのしかたは、な下のぺ一 

ジをご覽くだをい。 


音青および映像 


接続のしかた 

> 

再生のしかた > 


ブルーレイディスク /DVD ビデオ 


煩=14〜17ぺージ 


屈=19ぺージ 


DVD ォーディォ 


煩=14〜17ぺージ 


屈=21ぺージ 


音青 


接続のしかた 

> 

再生のしかた 〉 


スーパーオーディオ CD 


煩=14〜17ぺージ 


徑=20ぺージ 


CD 


煩=14〜17ぺージ 


徑=21ぺージ 
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■本ち続 

知つておいてほしいこと 


• ご使用じなる前に接続する機器に合わせて、いずれかの接続ち';ちを選んでください。 

•接続ち';去じよっては、本機の設定が必要なものもあります。詳しくは、ち接続項目の説明を 
ご覧ください。 

• ご使用じなる機器に合わせて、別売り①ケーブルをご用意ください。 

•ずべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

•接続ずるときは、接続ずる機器の取扱説明書もあずお読み<ださい。 

•左ちのチヤンネルを確かめてから、正しく L とし R と R を接続してください。 

•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒にまねないでください。八ムや雑音 
の原因となることがありまず。 


AV レシーバーと 接続ず る 


HDMI ケーブルを使って接続にずるときは「接続ずる」（屈=9ページ）をご覧ください。ここで 
は HDMI 接続 W 外の接続を説明しまず。 

アナ□グ2チヤンみ盾声入力端子びある A Vレシーバー 

^^_ 

•本磯に接続ずる AV レシーバーがむ下の仕様のときじこの接続をおずずめしまず。 

• HDMI の人力に対応していない。 

• デジクル音声(同軸)人力に対応していない。 

•接続ずる機器に合わせて端すを逞び、接続してください。 

•コンポーネント巧像ケーブルを接続ずるときは、 Y と Y Pb / Cb と Pb Pr / Cr と Pr を正しく 
接続して < ださい。 

• D 端す対応のテレビをご使巧の場合は D 端す/コンポーネント巧像ケーブルをご使巧ください。 


14 


接続に使用するケーブル 


音声 • 巧像 
ケープル(付属） 


コンポーネント 
峡像ケーブル 
(別売り） 


AV レシーバー 




映像ケーブル 


音青.映像ケーブル 


® ® ® 国®®® 






s 航載 M 敵黃斬 

/IV xlv /IV /IV /IV /IV 










































































































デジタ J 盾青入力端子びある AV レシーバーと巧続ずる 


同軸デジタル 

ケープル 

(別売り） 


音声-峽像 
ケープル(付属) 


コンポーネント 
峽像ケーブル 
(別売り） 


•本磯に接続ずる AV レシーバーが W 下の仕様のときじこの接続をおずずめしまず。 

• HDMI の入力に対応していない。 

• デジタル音声(同軸)入力に対応している。 

•デジタル端子と接続ずることで、 5.1 チャンネルの化力に対応しているディスクの再生信号を 
忠実に再生できまず。 

•接続ずる機器に合わせて端子を選び、接続してください。 

接続に巧用するケーブル 


映像ケーブル 


音声*映像ケーブル 


音声ケーブル 


® ® ® 00 ® ® 






rv rx rv rv rv 


a 


ドルビーデジクルプラス/ドルビー TmeHD / DTS-HD の音声が収録されたブルーレイディス 
クを再生ずるときは、本機のデジクル音声化力端子からドルビーデジタルまたは DTS のビット 
ストリームを化力しまず。 


I この接続ではドルビー TmeHD / ドルビーデジタルプラス/ DTS-HD の音声信号は化力でき 
ません。ドルビー TrueHD / ドルビーデジクルプラス/ DTS-HD の音声信号を出力ずる場合 
は、 HDMI 接続でおこなってください（屈=9 ページ）。 

•スーパーオーディオ CD の DSD 信号は出力できません。また、 CD レイヤー再生商には、 
44.1 kHz /16 bit リニア PCM を化力しまず（屈=54ぺージ）。 

•スーパーオーディオ CD の再生において、マルチエリアまたはステレオエリアで再生ずるとき 
はデジクル音声端子から音声は出力されません。アナ□グ音声の接続をおこなってください。 
你54 ページ）。 

> DVD オーディオ再生のときは、 2 ch リニア PCM を化力しまず0^54ページ）。 

>DTS じ対応していない AV レシーバーじは、 DTS の音声信号を出力しないでください。 DTS 
で収録されたブルーレイディスク/ DVD ディスクを再生ずるとちを轴激ずるような雑音が発 
生し、スピーカーを破損ずる恐れがありまず。 



















































































































コン ホー ネント 
峽像ケーブル 
(別売り） 


HDMI ケーブル 
(別売り） 


音声-唤像 


回 [〇]- 


百 



ケーブル(付属) 



本機とテレビを直接接続ずるち法でず。 

テレビの音声、映像端子を確認してどれかひとつの端子と接続してください。 

接続に使用するケーブル 


TV 


TV 


TV 


一、 


1 一 


# 


TV 


AUDIO 

IN 


戀戀 


- WDEO - 

COMPONENT VIDEO 


©戀® 






映像ケーブル 


音声*映像ケーブル 


テレビと接続ずる 


® ® ® 



® ® ® 
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脚説 

•本機の巧像化力を VTR (ビデオテープレコーダー)経由でテレビに接続しないでください。 
メディアによってはコピー禁止信号が入っているものがあり、その場合画面がき L れることがあ 
りまず。 

•本機は NTSC ディスクまたは PAL ディスクの両方ともに再生ずることができまず。 

•本機は NTSC ディスクおよび PAL ディスクを自動で判別しまず。また、 NTSC を PAL じ蜜 
換ずる機能、および PAL を NTSC に変換ずる機能は搭載しておりません。 

□ コンポーネジト映像端子びあるテレビに接続するとを 


接続したテレビに対応している解像度に合わせて、 



OFF 

ロ ロ 


RESOLUTION を巧す 你27 ぺージ)。 

•本機のコンポーネント映像化力は、 480 i /576 i /480 p / 
576 p /720 p /1080 i 化力に対応していまず。 

•テレビの解像度と本機の化力解像度が一致しないと画像が 
正しく映りません。 

•著作権保護されている DVD は、4801/5761または 480 p 
/己 76 p で止!力しまず。 


_ RESOUTTION _ 

[だ朗い口 1 向…"] 

拉团山陶 



□ DVI - D 端子付をの機器に接続するとを 

HDMI DVI-D 変換ケーブルをご使用ください。 

•この場合、音声信号を出力しません。ご使巧の機器にあった音声接続をおこなってください。 
•巧像信号は RGB おまになりまず。 

•HDCP (著作権保護)非対応の DVI-D 機器には出力できません。 

• 機器のを目み合わせによっては巧像が出力されない場合がありまず。 





























































































































































デジタル録音機器と巧続ずる 


同軸デジタル音黄入力端すがある音声機器を使用し、本機の音声を録音ずるときの接続でず。 


接続に巧用するケーブル 




因 

マルチチャンネル音声を2チャンネルに変換して化力ずる場合、接続した Coaxial デジタル化 
力をビットストリームから PCM じ設走を変更し （1^43 ぺージ " Coaxial ")、 機器に合わせてデ 
ジクル音声化力のサンプリングレートの設走をおこなってください（屈=44ページ"ダウンサンプ 
リング’）。 

脚 M 

正しく設定せずにブルーレイディスク / DVD ディスクなどを再生ずると、ちを刺激ずるような 
雑音が発生し、スピーカーを破損ずる恐れがありまず。 


音声 • 巧像 
ケープル(付属) 


本機の音声をアナ□グ2チャンネル音声入力端子がある機器で再生ずるときの接続でず。 


因 


マルチチヤンネルで収録されているソフトを再生ずると、 2チヤンネルにダウンミックスしたア 
于□グ音声を止!力しまず。 

接続に巧用するケーブル 


>* 

誦 






2ch 

UJDIOOUT 

( f ^ 








暦 

R 
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巧 


丽 

SS 
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音声-映像ケーブル 


チヤンネル音声を再生したし、 


® ® ® 



® ® ® 

s 航載 
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再生のしかた馆本操作) 


ここでは、ちメディアの表示画面と再生するまでのき順を説明しま 
す。 

アイコンはそれぞれの操作に対して対応しているコンテンツの 
カテゴリーを示しまず。 



映像：ブルーレイディスク， DVD ビデオ ， DivX plus HD , 
MPEG , AVI , WMV , AVCHD , AVCREC 

k 期 

画 

音声：ス-パ-才-ディオ CD ， CD ， DVD 才ーディオ， 
MP 3, WMA ， AAC , LPCM 

^1 

写真 ： JPEG 


□ 再生情報の表示について （煩 =18ぺージ） 

□ BD や DVD ビデオを再生する （1^1 9ぺージ） 
ロ ス ー/f— 才ーディオ C 口を再生する （煩 =20ベー 

ジ） 

口 CD を再生する （煩 =21ぺージ） 

□ DVD 才ーディオを再生する （屈 =21ぺージ） 

再生中にでをる操作 （煩 =22ぺージ） 


• 操作中にテレビ画面の左上に "の" （禁止マーク）が表示される 
ことがありまず。禁止されている操作がおこなわれているこ 
とをあらわしまず。 

•ディスクじよっては、本書の説明どおりじ動作しないものが 
ありまず。詳しくは、ディスクの説明書をご覧ください。 

•2 層ディスクの場合、レイヤーの変わり目で一瞬画像が静止 
ずることがありまずが、 S が章ではありません。 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


屈 m 巧像 


巧生情報の表示について 

mSPLAY を押すと、情報バー、メディアプレーヤーの表示を表示します。 

•表示を消ずときは、消えるまでくりあし DISPLAY を押してください。 

•再生中のメディアによって、表示内容は異なりまず。 

再生中と停止中で表示される情報が異なりまず。 

の面面 
(+1^ [~5~1 fs ^ 

idispuy ] Repeat ) 

| mode | 

TclearI 

励 

四 

3 ■ 



情巧パーの表示 國メディアプレーヤーの表示幢 a 圃 

この画面はブルーレイディスク、 DVD ビデオなど、峡像デー女この画面はスーパーオーディオ CD 、 CD など、音楽デークを再 


を再生したときに表示しまず。 


生したときに表示しまず。 



〇再生情報 
•再ち (►) 

•停止 （■) 

•一時停止 （■■) 

•スキップ戻しスキップ送り (►►!) 
.早戻し （イイ）/ 早送り （►►) 

•ス□-戻し （41)/ ス□-送り (■►) 

0映像フォーマツト表示 

©タイトル/グループ表示 

〇チャプター/トラック表示 


©時間表示 

•タイトル経過時間/残り時間 
•チャプター経過時間/残り時間 
• グループ経過時間/残り時間 
• トラック経過時間/残り時間 

©音声フォーマツト表术 

OHDMI 出力信号の表示 
(HDMI デバイス接続時） 



0再生情報 
•再を (►) 

•停止 （■) 

•一時停止 （11) 

• スキップ戻し （ W ^)/ スキップ送り (►►!) 
.早戾し （イイ）/ 早送り （►►) 

• ス□-戻し （41)/ ス□-送り (■►) 


©メディア情報 
•タイプ 
• 合計時間 
• タイトル 
• アーテイスト 
• アルバム 
• ジャンル 
• アートワーク 



音声 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（陣50ぺージ）を参照。 



















































BD や DVD ビデオを再生ずる 


■f POWER ON を押して、本機の 
* 電源を入れる。 


2 


フ□ントパネルの SOURCE を 
押して、 "D に C MODE " を選択 


する。 



〇 mSC LAYER を押して、‘ BD" 
W を選択する。 

• DISC LAYER を2秒圍押ずごとに、次の 
様にメディアが切り替わります。 

r ~ ► Multi ~►- Audio ~ ► BD — i 

Multi スーパーオーディオ CD 
Audio DVD 才ーデイオ 
BD 八ィブリッド BD 

A mSC LAYER を巧して、再をする 

4八イブリツド巳 D ディスクの"巳 D 
レイヤー"または" DVD レイヤー" 

を選択する（煩 =52ぺージ ）。 


OPEN/ POWER 

CLOSE ON 

画 (〇 口 



因因 
囚田田因 


□□□□ 



广 BD-^ DVD —I 


BD 八イブリツド BD ディスクの" BD レイヤー"を再 
生ずる。 

DVD 八イブリツド BD ディスクの" DVD レイヤー"を 


7 DVD ビデオを再生中に 、 TOP MENU または POP 
'UP MENU を巧して、メニュー画面を表示する。 


夕. 

•メニュー画面の続きがある場合、 AV < >を押ずとメニュー 
画面の続きを表示しまず。 

• ブルーレイデイスクではデイスクじよっては、ポップアップ 
メニューか6タイトルやチヤプクーを選ぶことができまず。 


8 ご使用の状況じあわせて、ディスクメニューで下記 
の設定をおこなろ。 

• 字幕の言語 
•音声の言語 
.音声 フォーマツ トなど 


【例】 

□ ディスクメニュ ー 



再生ずる。 


□ トップメニュ ー 


•上記の設定は八イブリ、ソド BD ディスクのみあ要でず。 

ディスクレイヤーの設走はディスクを本機に挿入ずる前にお 
こなってください。 


5 ディスクを挿入する。 

± を巧してディスクトレイを開閉します。 


6 ^を押す。 

再生を開始しまず。 





□ 再生を一時停止する（煩=22ページ） 

□ 再生を停止する（煩=22ぺージ） 

□ 見たいチヤプター/トラック/ファイルにスキップす 
る（@=22ぺージ） 

□ 早を D /早戻しをする（煩=22ぺージ） 

□ヴーチモードをほって、見たい/おをたい場所を探す 
(保23ぺージ） 

□ 再び再生したい箇所を記憶さはる（マーカー機能） 
(が23ぺージ） 

□ く日返し再生をする（リピート再生）（煩=24ぺージ） 
□ 指定した部分をくり返し再生する ( A - B リピート再 
生）（煩=24ぺージ） 

□ 画面をコマを日再生する（徑=24ぺージ） 

□ 画面をスローで再生する（徑=24ぺージ） 

□第1音声を切り替える（煩=24ぺージ） 

□第1字幕を切り替える（煩=25ぺージ） 

□ アングル(角度)を切 D 替える（煩=2已ぺージ） 


アイコンはそれぞれの操作に巧して巧応し 

ているコンテンツのカテゴリーを示します。1 / am . 


巧像 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈 =50 ぺージ）を参照。 
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まま軍お! 


ボーナスビユー巧応の 
BD ビデオを再生ずる 


ボーナスビユ _( ピクチャー-イン-ピクチャー)対応のディスクで 
は，ディスクに収録されたメイン画像ヴライマリービデオ似ホに， 
巧画監督のコメントや同時進行のサブス!'■ーリーの巧生や，別アン 
グルが像などのサブ巧像(セカンダリービデオ)の再生ができます。 



メイン画像 
(プライマリービデオ) 


サブ画像- 

(セカンダリービデオ） 


【例】ボーナスビュー 



2 


3 


MODE を押す（煩=29ぺージ)。 


A 、 ▽を押して、セカンダリー 
ビデオを選択し、 ENTER または 
を押す。 



A . V を巧して、お好みのセカンダリービデオを選択する。 

オフ ►1/ X -.—► 2 /X ► X/X 


オフ 

セカンダリービデオを表示しません。 

1 /X 

一を目のセカンダリービデオを表示しまず。 

2 /X 

二を目のセカンダリービデオを表示しまず。 

X/X 

X 番目のセカンダリービデオを表示しまず。 


• X は収録されているセカンダリービデオの数で、ディスクじよ 
り異なります。 


国 

•ボーナスビューを使用ずる際，ブルーレイディスクによっては、巧 
蔵メモリーまたはか部メモリーが必要な場合があります。 

•本機はメモリーを内蔵しています 。 Bonus View で使用するメ 
モリー容量が本機に内蔵しているメモリーの空き容量を超える場 
合は、 IGBW 上の容量の USB メモリーのご使用をおすすめしま 
す。 

• 再生方法などはディスクによってみめ6れており，ディスクによっ 
て異なります。ディスクじ添付の説巧書をご覧<ださい。 


BD - LIVE ™ を楽しむ 



本機をインターネットに接続し、 BD - LIVET " 対応ディスクを使 
うと、 BD - LIVE ™ を楽しむことができまず。 

BD - LIVE の詳しい機能や動作については、画面上に表示され 
る説明をご覧ください。 


GUI メニュー操作において、 " BD データ管理"- 
" BD-Live メモリー"を"内部"じ設定する（煩=39 
ぺージ）。 


9インターネットを接続し、設定の確認を完了する 
じ (煩=41ぺージ「接続テスト」）。 


〇 本機に BD - LIVE ™ 対応ディスクを挿入する。 


ディスクメニューから" BD - LIVE ™" を選択する。 


因 

• BD - LIVE を使用ずる照ダウン□-ドしたコンテンツは本機 
の内蔵メモリーに保存しまず。 

•本機はメモリーを内蔵していまず。 BD - LIVE で使用ずるメ 
モリー容量が本機に内蔵しているメモリーの空き容量を超え 
る場合は、1 GB W 上の容量の USB メモリーのご使用をおず 
ずめしまず。 

•ご使用のネットワーク環境によっては、ネットワーク接続に 
時圍がかかる、または接続ができない場合がありまず。 

USB メモリーじついて（徑= 31、50ぺージ） 

•USB メモリーを使用する際 、 GUI メニュー設定の" BD デー 
夕管理"- " BD-Live メモリー"を"か部"にしてください（屈=39 
ぺージ）。 

• USB メモリーを使用ずる際 、 USB メモリーのネ刀期化をおこ 
なってください。 （" BD デーク管理"-" BD デーク情報"（屈=39 
ぺージ） 

•本機から USB メモリーを抜き差しずるときは、本機の電源 
がスクンバイ状態のときにおこなってください。電源がオン 
のときに USB メモリーを差し込むと 、 USB メモリーを読み込 
むことができない場合があります。 


スーパーオーデ イオ CD を再生ずる m 


■f POWER ON を押して、本機の 
* 電源を入れる。 


2 


フ□ントパネルの SOURCE を押 
して、 " D に C MODE " を選択し 
ます。 


〇 DISC LAYER を押して、 " Multi " 
W を選択する。 

•DISC LAYER を2秒圍押ずごとに次のよ 
うにメディアが切り替わりまず。 


r ~ ► Multi —►- Audio — ► bD 


Multi 

スーパーオーディオ CD 

Audio 

DVD オーディオ 

BD 

八イブリツド BD 



4 mSC LAYER を巧して、再生するディスクのエリ 
4アおよびレイヤーを選択する（煩=52ぺージ）。 


.Multi—► Stereo . 


-CD- 


Multi HD レイヤーのマルチチャンネルエリアを再生します。 

Stereo HD レイヤーの2チャンネルエリアを再生しまず。 
CD CD レイヤーを巧生しまず。 

ディスクレイヤーの設走はディスクを本機に挿入ずる前にお 
こなってください。 


5 ディスクを挿入する。 

±を巧してディスクトレイを開閉します。 


6 ^を押す。 

選択したエリア/レイヤーの再生を開始しまず。 



•ディスクをマルチチヤンネルで再生ずる隐、 AV レシーバーと 
の接続は HDMI ケーブルをご使用ください。 

•DISC LAYER で違択したエリア/レイヤーは、電源をオフに 
しても本機に記憶していまず。 


踊 


巧像 


音声 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈=50ぺージ）を参照。 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 














































































厕巧 

tu LQ CU 

のの面 
の田面 

1+-10] [ 〇 1 [SRCHI 


□ 再生を 一 B き停止する（煩=22ぺージ） 

□ 再生を停止する（煩=22ぺージ） 

□ 見たいチャプター/トラック/ファイルにスキップする 
(煩=22ページ） 

□ 早送日/早戻しをする（煩=22ぺージ） 

□ヴーチモードをほつて、見たい/聴をたい場所を探す 
(煩=23ぺージ） 

□ くり返し再生をする （ リピート再生）（煩=24ぺージ） 
口指定した部分をくり返し再ちする ( A - B リピート再ち） 
(煩=24ぺージ） 

□第1音声を切 D 替える（徑=24ぺージ） 

□順不同に再生する(ラジダム再ち）（煩=25ぺージ） 

□ おがみの順に再まする(プ□グラム再ち）（屈=2已ページ） 


□ 再生を 一 B き停止ずる（煩=22ぺージ） 

□ 再生を停止する（煩=22ぺージ） 

□ 見たいチヤプター/トラック/ファイルにスキップする 
(煩=22ページ） 

□ 早を日/早戻しをする（煩=22ぺージ） 

□ヴーチモードをほつて、見たい/聴をたが房巧を探ず 
(煩=23ページ） 

□ くり返し再生をする （ リピート再生）（煩=24ぺージ） 
口指定した部分をくり返し再生ずる ( A - B リピート再を） 
(煩=24ぺージ） 

□第1音声を切り替える（屈=24ぺージ） 

□順不同に再生する(ランダム再生）（屈=25ぺージ） 

□ お巧みの順に再まするヴ□グラム再ち）（惕=2已ぺージ） 


■f POWER ON を押して、本機の 
* 電源を入れる。 

勺フ□ントパネルの SOURCE を押 
•-して、" D に C MODE" を選択する。 

3 mSC LAYER を押して、 

"Audio" を選択する。 


•DISC LAYER を 2 秒圍押ずごとに次のよ 
うじメディアが切り替わりまず。 

I—►- Multi — ► Audio — BD — j 

Multi スーパーオーデイオ CD 

Audio DVD 才ーデイオ 

BD 八イブリツド BD 



li ?] f ► 1 fa 

因の因因 

□□as 

〔P 忙 T I ■，•崎 〔D. L| I PUReI 

PI け ipc DISC ■3IHa 

ADJUi' LAYER WmitlXi 


A mSC LAYER を押して、再生するパートを選択す 

4る。（犀がぺ-ジ）. 

1—► Audio—► Video — i 


Audio オーディオパートを再生ずる。 

ビデオパートを再生ずる。 


Video 


ディスクレイヤーの設をはディスクを本機に挿入ずる前にお 
こなってください。 


5 


ディスクを挿入する。 

± を押してディスクトレイを開閉します。 


6 


► を押す。 

選択したパートの再生を開始しまず。 


。ボーナスグループを再をする 

DVD オーディオには、パスワードを 
入力ずると、巧生できるボーナスグ 
ループをもつディスクがありまず。 

パスワードを邸書文て入力したとま 

ボーナスグループを再度違択し、正しい 
パスワードを入力してください。 


。静止画を選択する 

静止画がきの DVD オーディオを再生ずる際、表示ずる画 
像を逞択ずることができまず。 


再ち中に PAGE +を押す。 

収録された静止画の次の静止画を表示し 
まず。 


□ 再生を一時停止する（煩=22ページ） 

□ 再生を停止する（煩=22ぺージ） 

□ 見たいチャプター/トラック/ファイルにスキップする 
(屈=22ぺージ） 

□ 早を D /早戻しをする（屈=22ぺージ） 

□ヴーチモードをほつて、見たい/おをたい場所を探す 
(が23ぺージ） 

□ くり返し再生をする（リピート再生）（屈=24ぺージ） 
口お定した部分をくり返し再ちする （ A - B リピート再ち） 
(傾=24ぺージ） 

□第1音声を切 D 替える（煩=24ぺージ） 

口順不励こ再まする(ランダム再ち）（煩=25ぺージ） 

□ 辦細鼠こ再ちする口□グラム再生）（厮25ページ） 
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□ □□□ 

I PICT) IMGE*1〔D. L 1 I PURE! 

PI。。" ni" terriM 

".'い III しり， j 


それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈 =50 ぺージ）を参照。 


◎ 


■f POWER ON を押して、本機の 
* 電源を入れる。 

〇フ□ントパネルの SOURCE を押し 
た て、" D に C MODE" を選択します。 

3 ディスクを挿入する。 

生を押してディスクトレイを開閉し 
まず。 

4 ►を押す。 

再生を開始しまず。 


SOURCE 

@ 


J'; 


OPEN/ 

CLOSE 

圖 


POWER 

j： ON 

3 口 


>- 




回 r ► I 因 


アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


CD を再生ずる 


DVD オーディオを再生ずる 


スーパーオーデイオ CD を再生ずる 


晒®画画画 





















































































巧生中にでをる操作 


ここでは、各メディアで再生中にできる操作を説明します。 

アイコンはそれぞれの操作に対して対応しているコンテンツの 
カテゴリーを示しまず。 



映像：ブルーレイディスク， DVD ビデオ， DivX plus HD, 
MPEG, AVI, WMV, AVCHD, AVCREC 

W 期 

國 

音声： スーパーオーディオ CD, CD, DVD オーディオ， 
MP3, WMA ， AAC, LPCM 

^1 

写真： JPEG 


再生のしかた(基本操作）（屈=18ぺージ） 


□ 再生を一時停止する（徑=22ぺージ） 

□ 再生を停止する（煩=22ぺージ） 

□ 見たいチヤプター/トラック/ファイルにスキッ 
プする（徑=22ぺージ） 

□ 早を D /早戻しをする（煩=22ぺージ） 

□ヴーチモードを使って、見たい/おをたい場所 
をなす（煩=23ページ） 

□ 再び再生したい箇所を記憶させる （ マーカー機 
能）（煩=23ぺージ） 

□ くり返し再ををする…ピート再生）(煩=24ページ) 
□ 指定した部分をくり返し再生する （ A -已リピー 
偶ち）（屈=24ページ） 

□ 画面をコマを D 再生する（煩=24ぺージ） 

□ 画面をスローで再生する（煩=24ぺージ） 

□第1音青を切 D 替える（煩=24ぺージ） 

□第1字幕を切日替える（屈=25ぺージ） 

□ アングル(角度)を切日替える（煩=25ぺージ） 
□ 順不励こ再まする(ラジダム再生）（煩=25ぺ一 
ジ） 

□ お好みの順に再生する(プログラム再生） (1^25 
ぺージ） 



再をを-時停止ずる 


H] 


再ち中に H を押す。 

ディスプレイの II 表示が点なしまず。 

•►を押ずと、通常の再生に戻りまず。 

〔測り ろ， "饥叫 

问 （ ►) 内 
回のの因 

再をを停止ずる 

&] 

画圏 

再生中に ■ を押す。 

应) 


レジューム機能について 

再生を停止ずると停止した位置を記憶し 
まず。 

•ディスプレイの ► 表示が点滅しまず。 
停止した位置から再生ずるときは、停 
止中に►を押しまず。 

レジューム機能を解除するには 

次のいずれかの操作をしてください。 
•停止中にもう一度■を押ず。 

•ディスクトレイを開ける。 

• HOME で再生メディアモードを切り替 
る。 


的 Ol ) CeJ 凶 


【M 國 



•メニューの再生中や BD-J ( Blu-ray Disc 」 ava ) 却忘のデイ 
スクでは、レジューム機能は動作しません。 

•電源コードを抜いて本機の電源をオフにずる、または本機を 
スクンバイ状態にずると、レジューム機能は解除しまず。 
•ディスクじよっては、レジューム機能が動作しない場合があ 
りまず。 


見たいチヤプター/トラック 
/ファイルにスキップずる B 醒圏] 

再生中にまたはを押す。 


I ィィ再生中のチヤプクー/トラック/ 

ファイルの先頭から再生しまず。 

次のチヤプクー/トラック/ファ 
イルの先頭から再生しまず。 

•ボタンを続けて押ずと、押した回数だけチヤプター/トラ、ソ 
ク/ファイルをスキップしまず。 

漏熱 

ディスクによっては、タイトルやグループをまたぐスキップで 
きない場合がありまず。 




白 I > 1 W 
囚田田囚 


□ □□□ 


因 

•プ□グラム巧生中、ランダム再生中にトラックやファイルを 
またぐ早をり/早戻しはできません。 

• DivX © ファイルによっては、早をり/早戻しができない場合 
が击 U まず。 

• BD 、 DVD の早をり/早戻し中は音声を出力しません。 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


屈 HI 巧像 


音声 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈=50ぺージ）を参照。 































































































再生中にでをる操作 



山の山 
の面面 
ののの 
fio] fol 


ヴーチモードをほつて、見 
たい/巧きたい場所を探す 


I 國 


3 


サーチモード 設定 バーに、サーチ 
条件の入力または設定をおこなろ。 

人力が完了ずると指をした箇所を 
サーチしまず。 


- 9 , +10 


'数字の人力 


AV- 


•選択 




再ひちをしたい箇所を記憶させる 
( マ-力—機能） 


再び見たい場面や聴きたい箇所にマークをがけておくと、そ 
こから再生をはじめることができまず。 


SRCH を押して、 

す"去;蜜巧寸る_ 


‘マーカーサー 


アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


踊 


峡像 


ディスク 
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す。 



…再生 
クリア 


I 心, 




ENTER . 

CLEAR 

ク. 

•数字の入力のしかた 

3の入力 . 3, ENTER * 

26の入力 2, 6, ENTER * または +10, +10, 6 

138 の人力 . 1,3. 8, ENTER * 

本収歸されている曲やチャプターの数じよっては、 ENTER で確をで 
きない場合がありまず。 

•タイムサーチは、タイトルやトラックの再生時闇に対応し 
ます。 

•間違えて入力したとき、 CLEAR を押ずと、一つ前の状態に戻 
りまず。 

【サーチモードじ对応しているメディアやファイル】 


コンテンツ 



サーチモード 



タイトル/グループ/トラックサーチ 

〇 

0* 

チヤプター/トラックサーチ 

〇 

〇 

タイトル/チヤプタータイムサー 子 

〇 

0* 

トラック/ディスクタイムサーチ 

〇 

〇 


因 




画面上部に サーチモー ド設定 バーを 
表71^しまず。 


2 再生中に、 ENTER を押す。 

• J 


>場面を違択した番号に登録しまず。 

• マーカー番号は "or か6 "12" まで順番に登録1 
•ずでじ登録しているを号は白い文字で表示しま- 
• 設定した場面の再生経過商围を表示しまず。 


* DVD オーディオのみ有交力 

•プ□グラム再生やランダム再生中にサーチ操作をずると、プ 
□グラム再生やランダム再生モードを解除しまず。 

•ディスクじよつてはサーチモードが動作しない場合がありま 
ず。 


記憶した場面を再生するには 

< >でマーカー番号を違択し、 ENTER を 
押ず。 

マーカーを 消去す るには 

CLEAR を押ずごとに、登録した最ま斤の 
マーカー番号から順番じ消去しまず。 


のの〔 
四の目 


因 


•操作をおこなわない状態がが]己砂聞続くと、チャプクー/ク 
イトル/トラック/グループサーチの入力は解除しまず。 
•電源をスクンバイにしたり、ディスクを取り化したりずると、 
設定したマーカーは消えまず。 


• 記憶させた場面によっては，字幕が表示されないことが3 
•設定したマーカーは、電源をスクンバイにしたり、- 
を取り化したりずると消去されまず。 

•クイトルやグループをまたぐ マーカー 機能はできま t 
• マーカーサーチは 再生中のみおこなえまず。 

•ディスクによってはマーカーサーチが動作しない場合があ 


音声 


写真 


それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
了’’ (屈=50ぺージ）を参照。 


ののの (jH 
[iTOl fol 

iDiSUH 〔 M,UT) 〔 A.B ) 




SRCH を巧して、サーチモード 
を選択する。 

画面上部に サーチモー ド設走 バーを 
表71^しまず。 


(dISPWV) IREPEATI I A-B I 

IUdeII 陵！ 

ボタンを押ずたびじ、サーチモードが切り替わりまず。 


I / J LBJ LAJira 

po ] 


サーチ 


マーカーサーチー •-オフ- 


2 


画面上部のサーチモード設定バーにおいて、< > 
でサーチしたいモードに青い力ーソルを移動し、 
ENTER を押す。 




〇 


ろ 


@6 


〇タイトル/グルーブ/トラックサーチ表示 
〇チヤプター/トラックサーチ表示 

•数字ボタン、または< ^を押して時圍を入力し、 
ENTER を押しまず。 

•指定した部分から再生を開始しまず。 

0タイトル/チヤプタータイムサーチ表示 
〇トラック/ディスクタイムサーチ表示 

• A ▽を使って、タイトルタイムサーチ、またはチヤ 
プクータイムサーチのどちらかを選択し、 ENTER を 
押しまず。 

•そのあと、数字ボタンまたは< ^を押して時圍を 
入力し、 ENTER を押しまず。 

•指をした部分から再生を開始しまず 


タイトル:〇日チャプター:日日時間： 00:00 
0102 103] 04 05 06 07 08 09 


タイトル:〇日チヤプクー:日日時閣：日日:00 

01 I 02 03 04 05 06 07 08 09 



ノ Wtttt 


@ 8励画画 









































































































































再生中にでをる操作 


< 0返し再ををずる 
(リピート再を） 


/ATiTm 


國醒 


再生中に REPEAT を押す。 

画面上部にリピートモードのアイコンを表示しまず。 



[ po ] の阿 J 画 

iqispuy ] IREPEA ^ [ a-B I 



•ボクンを押ずたびにリピートモードが切り替わりまず。 
^1 _ -- し - ■-オ フー! 


•通常の再生に戻ずときは、 REPEAT を押して、"リピートオフ 
を達んでください。 


【リピートモードじついて】 

再生ずるディスクやファイルじよって、設をできるリピート 
モードが異なりまず。 


\\ メディア/ファイル 

モード 

k 进 

極 

国‘ 

デイス 
プレイ 

タイトルリピート 

〇 



C 

才ールリピート 


〇 

〇 

チャプターリピート 

〇 



C 1 

トラックリピート 


〇 

〇 


因 

•ディスクによっては、リピート再生ができないものがありま 
ず。 

•ディスクじよっては、リピートモードを設定しても、タイト 
ルやチャプターの先頭に戻らず、次の場面に移るものがあり 
まず。 

• A - B リピート再生中は、上記のリピート再生ができません。 


指定した部分をくり返し再 
をする （ A * リピート再生) 

■ f 再生中に A-B を押して、開始 
' 点 (A) を指定する。 

ディスプレイの" A -" 表示が点巧し 
まず。 

•開始点 ( A ) をキャンセルする場合、 CLEAR 
を押します。 


【Ml 國 


[の 

应) 

面 

题 

狂] 

应) 

の 

( randI 

m 

の 

田] 

fCLEAR *! 

哑 

の 

fSIIC 0 

阿 

し"""り 


(， E 崎 

间 

口 

励 


9もう一度、 A-B を押して、終了点 (B} を指定する。 

ムディ スプレイの" B " 表示が点なし、 A - B 圍をくりあし再生 


しまず。 


• A - B リピートのアイコンは画面上部に 
表71^します。 

•通常の再生に戻ずときは 、 A - B を押し 
て、"リピートオフ"を違んでください。 

因 


A-B 


• A - B リピート再生中にタイトル/ファイルのスキップはでき 


ません。 


• A - B リピート再生中にサーチ動作をおこなうと A - B リピー 
卜再生を解除しまず。 

•場面によっては、 A - B リピート巧生ができないものがありま 


ず。 

• DivX ® ファイルによっては、 A - B リピート再生ができない場 
合がありまず。 

• BD - J ( Blu-ray Disc 」 a \/ a ) じ対応ずるディスクでは A - B リ 
ピート再生ができません。 


画面をコ7を0再をずる 



一時停止中に H を押す。 

ボタンを押ずごとに1コマずつ再生しま 
ず。 

•►を押ずと、通常の再生に戻りまず。 


r > I b 

因囚因囚 

r aL| r b L| ピ c Lj f-p - つ 


因 

本磯ではコマ戻し再生はできません。 


画面をス□—で再をずる 


IS 

一時停止中に ►► を巧す。 

心/ 4^ 

1 nricnii 

ボクンを押ずごとにスピードは1/16、 


形"‘ 1 

1/8、1/4、1/2、古して通常のスピー 


1' [/ [retuhnj 

ドの順をじ切り替わりまず。 

•►を押ずと、通常の再生に戻りまず。 

因 。 

")IH 

回 W 山 


因 

ス□-巧生(をり/戻り）中は音声は化力しません。 


第1音青を切り替える 


[ mIM 


複数の音声が収録されているディスクやファイルでは、再生中 
じ音声を切り替えることができまず。 


再生中に AUDIO を押す。 

•現在再生中の音黄番号を表示しまず。 
•AUDIO を押ずごとにデイスクがサポー 
卜している音声言語が切り替わりまず。 


& 1/2 English DTS-HD MA7.1 



因 I > I 因 


•複数の音声が収録されている場合は、"現在の音声番号/収 
録されている音声数"を表示しまず。 


因 

•ディスクによっては音声の切り替えをディスクメニュー操作 
のみに限定しているものがありまず。その場合はディスクメ 
ニューで音声を切 り替えてください。 

• DivX ® ファイルの場合は、音声フォーマット「 MP 3」または 
[Dolby Di 呂帖1」と収録音声モード数が表示されまず。それ 
W 外の音声の場合は、「——」と表示されまず。 

•二力国語(二重音声）で記録された DVD - R /- RW では、ソイ 
ン"（主音声)、"サブ"（副音声）または"メイン/サブ"（主音声 
十副音声）に切り替えることができまず。 

• DTS-CD (5.1 か音声ディスク）では、才ーディオモードを 
切り替えることができません。 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


屈 HI 巧像 


音声 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈=50ぺージ）を参照。 







































































































再生中にでをる操作 


のの面 
の面面 
の面面 
ptil の网 


順不同に再をずる 


>* 

顏 



プログラム内容を確認するとき 

停止中に CALL を押ず。 

•ボクンを押ずごとに本機のディスプレ 
イじプ□グラムしたトラックを表示し 
まず。 


因 



•本機のディスプレイ表示でプ□グラム 
内容をお認ずることができまず。 

•プ□グラム再生しているとき、本機は 
リピート巧生が可能でず。 

通常再生に戻すとを 

プ□グラム再生中に、 PROG / DIRECT を押ず。 

プ□グラム設定画面を表示し、さらに PROG / DIRECT を押ず。 
•ディスプレイの" PROG " 表示が消なしまず。 

プ□グラムしたトラックを1つずつ取日消すとを 

プ□グラム設走画面を表示しているときに CLEAR を押ず。 

•本機をスタンバイずる、またはディスクトレイをオープン/ 
ク□ーズさせても、プ□グラムした内容は取り消されまず。 


罰 

巧 

m 


痛 

巧 

m 


のの面 
の图面 
ののの 
@0] [5D 


音声 


写真 


それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
了’’ (屈=50ぺージ）を参照。 
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因 I > I H 


m 


〇フ□グラム 設定 画面でフ□グラ 
た ムするトラック香号を入力する。 

0-9. +10 . 数字の人力 

AV . 選択 

ENTER . 入力を確定 

CLEAR . クリア 

3 ^ を押す。 

プ□グラムした順番に再生をはじめます。 


通常の再生に戻すとき 

ランダム再生中に RAND を押ず。 
•ディスプレイの" RAND " 表示が消巧しまず。 


因 

ディスクじよって、 


ランダム再生ぜできない場合がありまず。 


お巧みの順に再をずる 
(プ□グラム再を） 


最大15巧までプ□グラムできまず。 


7 


再生中に PROG/DIRECT を巧す。 

ディスプレイの" PROG " 表示が点巧し、プ□グラム設走 
画面を表示しまず。 



ま1字夏を切り替える 


字幕が収録されているディスクやファイルの再生中に、字幕の 
表示/非表示や、字幕言語の切り替えができまず。 


再ち中に SUBTITLE を押す。 

•現在再生中の字幕を号を表示しまず。 


MOM 

hWe 

お UBTITlf, 1" 叫 

AUDIO 


(ランダム再を） 

晒 

停止中に RAND を押す。 

dD 凹 

IHiHMEIll 

ディスプレイの" RAND " 表示が点なし、 

f の四吗 

( S ) 

画励こ"ランダムモード"を表示しまず。 

の面の 

(randI 


のの田 

[CLEAR' 


|(+1 〇 1 m [sii^ 

画 


IDliPLAfl (rEPEAi) [a-B ) 


- SUBTITLE を押ずごとにディスクがサ 
ポートしているサブタイトル言語が切 
り替わりまず。 


の乂人、晒 

，が POPUP 

( W ) 

(snuTl T 虹 uw ) 


因 


〕因 


因のの回 


因 


•ディスクに字幕が含まれない場合は、禁止マークを表示しま 
ず。 

•ディスクじよっては字幕の切り替えをディスクメニュー操作 
のみに限をしているものがありまず。その場合はディスクメ 
ニューで字幕を切り替えてください。 

• DivX ® ファイルでは、現在巧生中の字幕番号と収録されて 
いる字幕数を表示し、言語オプションは表示しません。 


アングル(ち風を切り替える 


园 


複数のアングルが収録されている BD または DVD ビデオでは 
再生中にアングルを切り替えることができまず。 


再生中に ANGLE を押す。 

•現在のアングルを号が表示されまず。 
• ANGLE を押ずごとにディスクがサポー 
卜しているアングルが切り替わりまず。 


アングル： 



MODE 

■ 1 帖 Tl 叫 

(aiugl^ 

IihWe 

B 1 

探 

(:冊 1 ， 

lii 

^(menu) 

D 

r (retuhn) 

问 f ►1 IH 
，回のの因 


ディスクによっては、 
あります。 


アングル切り替えを制限しているものが 


アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


踊 


巧像 




画！！画画画面 
吗面面画一画 
菌のののの 
U 0のの脚励 































































































































基本設定 


のの面 
の面面 
のの面 
[+! 〇 1[~0~] [s^ 


DIMMER を押す。 

•ボクンを押すたびに、ディスプレイの 
B 月るさが切り替わります。 

P ►通常 一 ► 薄暗い 一 ► 暗い 一 ► ミ肖の 一! 


本機器のディスプレイの S 月るさを変えることができまず。 


巧像信号などの止!力を止め、アナ□グ音声信号のみを化力ずる 
ことで高音質な音声を再生できまず。 


停止中に PURE DIRECT を押す。 

•ボタンを押ずたびに、ピュアダイレク 
トモードが切り替わりまず。 
r-^Pure Directi—► Pure Di 「 ect2 —► Off — ： 


曰己己曰 

广 PICT 〕 I MSE+) 〔 D. L I I PURE I 
PICTURE DISC BTHm 

ADJUST レ ， liffJMil 


Pure Direct 1 

Pure Direct 2 
Off 


デジクル信号の出力、巧像信号の化力および 
ディスプレイの表示をオフにしまず。 

デジタル信号の化力、巧像信号の化力の表示 
をオフにしまず。 

ピュアダイレクトモード機能をオフにしまず。 


因 


2 

3 


HDMI ヶーフルで接続しているすべての機器の電源 
を入れる。 

HDMI ヶーブルで接続しているすべての機器の 
HDMI コント□-ル機能を有効じする。 


•接続機器の設をじついては、各機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 

• いずれかの機器の電源コンセントを抜いた場合は、手順2、 
3をおこなってください。 

A 本機の HDMI 映像出力がテレビ画面に映るようじ、 
W テレビと AV レシーバーの入カ フアン クシ ヨンを 切 
り替える。 
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•GUI メニュー表示中は PURE DIRECT を使用できません。 

•本機をスタンバイ状態じずると、ピュアダイレクトの設定は 
" Off " に戻りまず。 


本磯と HDMI コント□-ル機能に対応しているテレビや AV 
レシーバーを HDMI 接続し、それぞれの機器の HDMI コント 
□ール機能の設定をずると、次の操作ができまず。 

•本機の操作でテレビや AV レシーバー①電源がオンじなり、 
ファンクションが本機の入力に切り替わる。 

•テレビの電源をオフじすると、本機の電源がスタンバイじなる。 
•テレビのリモコンで本機を操作する。 

(テレビのリモコンじプレーヤー操作用のボタンがある場合） 


テレビの電源をスタンバイじすると、本機と AV 
レシーバーの電源もスタンバイじなることを確認す 
る。 


因 


次の点を 


HDMI コント□-ル機能が正しく動作しない場合は、 

ご確■認ください。 

•テレビや AV レシーバーが HDMI コント□-ル機能に対応し 
ているか。 

•ずべての機器の HDMI コント□-ル機能の設定は正しいか。 
(手順 3) 

•設定したあとじ、ほかの HDMI 機器の接続の追加など、接続 
じ関ずる変更をしていないか。この場合は設定をやり直して 
ください。 

脚説 

•接続しているテレビや AV レシーバーによっては、動作しな 
い機能がありまず。あらかじめ、各機器の取扱説明書をご覧 
ください。 

• GUI メニューの" HDMI パワーオフコント□ール"（が39ぺ一 
ジ）を"オフ"に設定している場合、接続している機器がスク 
ンバイじなつても、本機はスクンバイになりません。 
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踊 


巧像 


音声 


写真 


それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
了’’ (屈=50ぺージ）を参照。 


ここでは、リモコンで設定可能な基本的な設定操作を説明します。 

アイコンはそれぞれの操作に対して対応しているコンテンツの 
カテゴリーを示しまず。 


HDMI コント□-ル機能を"オン"じ設定する。 

GUI メニュー"システム"- " HDMI コント□-ル"（屈=39 
ページ）' 



映像：ブルーレイディスク， DVD ビデオ ， DivX plus HD , 
MPEG , AVI , WMV , AVCHD , AVCREC 


音声：スーパーオーディオ CD . CD . DVD オーディオ， 
MP 3, WMA . AAC , LPCM 


写賣 ： JPEG 



アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


ディスプレイの明るさを切0替える 
(ディマー機能） 

歷]【鋼轉 


HDMI コント□—ル機能 


高音質な音声を再生ずる 
(ピュアダイレクト機能） 

[墙幽[副 


@11画画画 

茵 









































映像解像度 


ここでは、接続したテレビ解像度を設定しまず。接続した機器に合わせて設定してください。 


RESOLUTION を押す。 

1 T 

1 

• RESOLUTION を押ずごとに、解像度は下記のように切り替わりまず。 




觸回 

[piHME り 


(のの面 

(M) 


の面の 

し RAN 自 


RESOLUTION 

◎ 

o..^E 

3 


• お買い上げ時の設定は、下線がイ寸いている項目でず 

- ► Auto - ► Source Direct -480/57 窃 - ► 480/576P - 

巧動） （ソースダイレクト） （48 日/576インターレース） （48 日/日76プ□グレ、 ソ シブ) 


I- 1080P24 -- 1080P --108 功 -- 720P ^ 

り080プ□グレ'ソシブ，24フレ-ム）り080プ□グレツシブ） （1 日8日インターレース )） （の〇プ□グレツシブ) 


因 

•本磯のコンポーネントビデオ端子か 6 4 孤 i/ 5761/ 480P/ 57613 /720P/ 10801 を化力 
ずることがでさまず。 

•HDMI 巧像解像度を" A 山 0" W 外に設走ずる場合は、お手持ちのテレビが対応している解像度 
に設走してください。 

• テレビの解像度と本機の化力解像度が一致しないと画像が正しく巧りません。 

•再生中に接続先機器の電源を切ったり、入力を切り替えたりずると、音黄と巧像が一時遠切 
れることがありまず。 

•本機の HDMI 巧像解像度を変更ずると、本機と接続先機器園の認証に数秒〜10秒程度かか 
りまず。この園は巧像/音声を化力しません。 

脚 M 

下記の状ミ兄で設定しているとき、本機は HDMI 化力端子から108 0 P 24(1080 プ□グレ、ソシブ, 
24フレーム）の解像度で化力しまず。 

•ゆ像解像度の設定： Auto/Source Direct / 1 080 P 24 のいずれかに設定している。 

•HDMI モードの設定： 24 P ON じ設定している。 

•TV の解像度が108 0 P 24(1080 プ□グレ、ソシブ，24フレーム）に対応している。 

このとき、巧像出力端子、コンポーネント巧像化力端すから巧像信号は化力されません。巧像 
信号を止!力させたい時は 、 HDMI MODE を押し、 HDMI 止!力を" 24 P OFF " じ設定してください。 


HDMI の映像出力を設定ずる_ 

ブルーレイディスクの巧画コンテンツのをくは、巧画フィルムと同じ1砂あたり24コマの巧 
像フレーム数で記録されていまず。 

本機もこれと同じように設定ずると、巧画と同じ品質で巧像を楽しむことができまず。 

ここでは、 HDMI mode で巧像フレーム数を24の信号を化力させるための設定をおこないまず。 
これにより108 0 P 24(1080 プ□グレ、ソシブ. 24フレーム）のか像を巧生したとき、より動き 
の滑らかな画像を楽しみむことができまず。 

GUI メニューが表示されているときは、 HDMI モードは動作しません。 


HDMI MODE を押す。 

•現在の HDMI 止!力の状態がディスプレイに表示されまず。 

•HDMI MODE を押ずごとに、 •'24 P ON " または" 24 P OFF " が切り替わり 
まず。 

•お買い上机まは" 24 P OFF " でず。 

24P0N 

•接続した TV が"108 0 P 24" じ対応している場合に設をしてください。 

•設走後、ゆ像解像度の設走を"108 0 P 24" または" SouixeDirect " にしてください。 

24P OFF 

•接続した TV が"1 080 P 24" に対応していない場合に設定してください。 


[曲な][…' ] 向 WW] 

伍の回觸 
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画質を調舊ずる（ピクチャーコントロール) 


お好みに合わせて、画質の調整ができます。 
メモリー 1 か 6 5 じ記憶できまず。 


-f PICTURE ADJUST を巧す。 

■ 現在の設定状態を表示しまず。 


妻 メモリー1 


3DNR 

BNR 

MNR 

コントラスト 
ブライトネス 
ガンマ補正 


2 A ▽で、記憶したい香号を選び、 ENTER を押す。 

〇 AV で変更したい項目を選び、 ENTER またはを押す。 


4 AV で設定を切り替える。 

•設走できる項目と内容については、ちの表をご覧ください。 

画質調壁を按了するとき 

調整後 、 NCTURE ADJUST を押ず。 

•画質調整のポップアップメニューは画面から消えまず。 

国 

画質調整の各設を值は電源をオフにしても記憶してし''まず。 



虹 [►] 因 
回の田因 


口 

I PICT) IMSE+l 〔0 L 1 I 川 ReI 

PICTURE DISC teiOM 

ADJUST LAYER liff 川け 


DENON 
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設定頃目 

設定内容 巧巧値 

3 DNR 

映像全体のノイズを軽減しまず。 

〇〜+3 0 

BNR 

デジタル処理で発生するプ〇、ソク状のノイズを軽減 
します。 

〇〜+3 0 

MNR 

ちタクル処理で映像物の輪郭周辺に発生ずるノイ 
ズを軽減します。 

〇〜+3 0 

コントラスト 

映像の明暗の差を調整しまず。 

-6 〜+6 0 

ブライトネス 

映像の明るさを調整します。 

0 - +12 0 

ガン 7 補正 

映像の明るさを詳細に調整しまず。 

画像全体の明るさをさ 6 に詳細に調整し、 

明賠部のバランスを補正しまず。 

-4 〜+4 0 

1シャープネス 

高域の周波数に対して、驶像の鮮明度を調整しま 
す。 

-6 〜+6 0 

をさい 

攝色とホをのバランスを調整します。 

-6 〜+6 0 

ク□マレべル 

色の濃さを調整します。 

-6 〜+6 0 

七ットアップレベル* 

黒し、色の淳きを補正します。 

7 ^'lRE 。 IKE 


* 巧像化力端子か 6 の 4801 の峡像信号にのみ有効です。 
































再生中じを種のモードを設定できまず。設走メニューは、画面上部に表示しまず。 


1 


MODE を押す。 

現在設定できるメニューを表示しまず。 


4 HD Audio Output 


HD Audio 0 山 put 


BD 才ーデイオモード 


2 


AV で設定したい項目を選択し、 ENTER または [> を押す。 


3 


AV で設定を選択し、 ENTER で変更する。 


4 MODE を押す。 

設を画面が消えまず。 



設定 I 頁目 

設定内容 

BD 才ーディオモード 

BD の音声再生モードを切り 
!替えます。 

HD Audio Output :ドルビー TrueHD、 ドルビーデジタルプラス、 
DTS-HD など高品位な信号を高音質なビットストリームのまま化力し視聴 
できます。インクラクティブオーディオやセカンダリーオーディオを聴く 
ことはできません。 

Mix Audio Output :プライマリーオーディオ/インタラクティブオー 
ディオ/セカンダリーオーディオをミックスした音声を化力します。 

脳 説 

"BD 才ーディオモード"を" Mix Audio Output" じ設定すると、 DTS-HD 
MA 192 kHz の音声は9目 kHz じデ〕ードして化力します。 

七カンダリービデオ 

オフ ：セカンダリービデオ（ピクチャー•イン•ピクチャー）を表示しません。 
1/Xz :-番目のセカンダリービデオを表示しまず。 

2/Xz :二番目のセカンダリービデオを表示します。 

X/Xz : X番目のセカンダリービデオを表示しまず。 

* "X"は収歸されているセカンダリービデオの数で、ディスクにより異な 
ります（"ボーナスビュー対応の 
日 D ビデオを再生する"（原20ぺージ ）） 

七カンダ y — オーディオ 

オフ ：セカンダリーオーディオを選択しません。インタラクティプオーディ 
才ちオフしまず。 

1/Xz :1 番目のセカンダリーオーディオを選択しまず。 

2/Xz : 2番目のセカンダリーオーディオを選択します。 

X/Xz : X番目のセカンダリーオーディオを選択します。 

* "X"は収録されているセカンダリーオーディオの数でディスクにより異 
なります。 

SB 

"BD 才ーディオモード"を" Mix Audio Output" に設走:すると、セカンダ 
リーオーディオを化力します。 

七カンダリーサブタイトル 

オフ： セカンダリーサブタイトルを選択しません。 

1/Xz : 1 番目のセカンダリーサブタイトルを選択しまず。 

2/Xz : 2番目のセカンダリーサブタイトルを選択しまず。 

X/Xz : X番目のセカンダリーサブタイトルを選択します。 

* "X"は収録されているセカンダリーサプタイトルの数でディスクにより 
異なります。 

宇碁スタイル 

ディスクに収録されている字幕スタイルを切り替えます。 
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応用編 


この章では USB メモリーに巧巧しているファイルおよびネツトワーク接続しているヴー八- 
のファイル、 YouTube のコンテンツを楽しむための操作方ミ去を説明します。 


♦巧用巧続屈=31ぺージ 

参ち生のしかた(巧用操作）0^33ぺージ 

参詳細設定のしかた0^37ぺージ 


日それぞれのメディアやか部機器の接続と再をのしかたは、な下のぺージをご覽ください。 


ビデオファイル/音楽ファイル/写真ファイル 

接続のしかた > 再生のしかた > 

fuse DLNA サ-パ-) 煩 = 31 ぺ-ジ 煩 = 33 ぺ-ジ 

インターネット 

接続のしかた > 再生のしかた 〉 

YouTube 屈 = 31 ぺージ 煩 = 36 ぺージ 



















音声-映像 
ケーブル(付属) 


コンポーネント 
映像ケーブル 
(別売り） 


イーサーネット 

ケーブル 

(別売り） 


HDMI ヶーブル 回『つ]- [ Tl ] 回 

( 別売り） 


Tl 

l_D 

m 


USB メモリーじ記録した MP 3 や 」 PEG などのファイルを再生ずることができまず。 



□USB メモ! J — を接続する 


□USB メモ U — を取 D はずす 

POWER OFF を巧して本機の電源 
をオフじしたのち、 USB ポートから 
USB メモリーを取りはずす。 


m 


r uvvcn 
日件 … 

ロ ロ 


〔 




〕 


因 


• 本機器で再生できるファイルにつし'!ては51ぺージをご参照くだ 
さし''。 

•ディスプレイの" USB " 表示が点灯しない場合、本機の電源を 
オフじして 、 USB メモリーを再度差し化み、本機の電源を才 
ンじしてください。 

脚 M 

•USB メモリーは USB ポートに向けてまっすぐ差し込んでく 
ださい。無理に差し込んだ場合、本機と USB メモリーが破 
損ずる恐れがありまず。 

• USB メモリーによっては、 USB ポートからはみ化ずことがあ 
りまず。 USB ポートに無理やり押し込んだり、はみ化した部 
分に無理な力を加えないでください。 

•USB メモリー W 外のものを USB ポートに差し込まないでく 
ださい。巧障の原因となりまず。 

•かさなお子様のいるところに USB メモリーを放置しないで 
ください。誤って飲み込んでしまう恐れがありまず。 

•USB メモリーを接続ずるとき、延長ケーブルを使用しないで 
ください。 

•本磯の USB 端子とパソコンを USB ケーブルで接続して使 
用ずることはできません。 

•携帯用オーディオプレーヤーまたは携帯電話などの充電用と 
してご使用しないでくだちい。 


本機をインターネットじ接続ずると、下記のことがお楽しみで 
ぎまず 

• BD - LIVE じ対応した Blu - ray ディスクを再生。（屈=20ぺ一 
ジ） 

•ネットワーク接続した機器に保存した音楽-写真-動画ファ 
イルを再生。（屈=33ページ） 

• YouTube のコンテンツを再生。（屈=3日ぺージ） 

•インクーネットで最ま斤のファームウェアをダウン□ードして、 
アップデート。你39ぺージ） 

接続終了後、メディアサーバー、 YouTube をご使用じなる前 
じ、インターネット接続の設定および確認をおこなってくださ 
い。 

接続に使用するケーブル 


咖 

瞄 


•USB メモリーを抜き差しずるときは、必ず本機の電源を切っ 
てからおこなってください 。 USB メモリーやメモリー内の 
デークが破損ずる恐れがありまず。 

• USB メモリー内のデークが破損-消滅した場合など、いか 
なる場合においても、記録内容のネ甫償およびそれに付随ずる 
あらゆる損害について、当社じて記録内容の修復はいたしま 
せん。あらかじめご了承ください。 

•本機はずべての USB メモリーとの互換性を保証ずるもので 
はありません。 

•USB メモリーを再フォーマツトずる際、 FAT 16または 
FAT 32 でおこなってください。 


脚 M 

• ずべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し 
込まないで<ださい。 

•接続ずるときは、接続ずる機器の取扱説明書もあずお読みく 
ださい。 

•左ちのチャンネルをおかめてから、正しく L とし R と R を 
接続してください。 

•接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒に 
束ねないで < ださい。八ムや雑音の原因となることがありま 
ず。 


痛 

巧 

m 


USB メモリーを USB ポートへしっかりと差し込みま 
す。 

•USB メモリー差し込んだあと電源を入れると、本機のディス 
プレイの" USB " 表示が点なしていることをご確認ください。 


応用接続 


訝 

巧 

m 


イーサーネットケーブル 


映像ケーブル 


音青-映像ケーブル 


ツトワークに接続ずる 


USB メモ U —をち続ずる 


© ® ® Ho © 0 






国 


® ® ©画®©©^ 

3 国 ^ IS H □ 
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□化要なシステム 

ブ□ー ドバンド回綜 M または化によるインクーネット接続 

モデム 

ブ□ードバンド回綜と接続して、インターネットと通信をおこなうための機器でず。 

ルークと一体型のものもありまず。 

ルー タ 

本機を使用ずるにあたって、々の機能が装備されているルークをおずずめしまず。 
•DHCPCDynamic Host Configuration Protocol) サーバー内蔵 
LAN 上の IP アドレスを自動的に割り振る機能でず。 

•100BASE-TX スイッチ内蔵り 00Mbps W 上のま度に対応ずるスイッチング八ブを内蔵） 

パソコン(巧奨システム） 

•0S 

Windows® XP Service Pacl<2 (上または Windows Vista 

•ソフトウェア 

Windows Media Player ver.11or DLNA 対応のサーバーソフトウェア 

イーサネットケーブルに AT - 己な上を} i 奨） 

•本磯にイーサネ、ソトケースレは付属していません。 

•STP クイプまたは ScTP タイプのシールド LAN ケーブルをお使いください。 

•イーサネ、ソトケーブルは、シールドがきのストレートケーブル（ノーマルクイプ)をおずずめ 
しまず。フラットタイプのケーブルやシールドされていないケーブルを使用ずると、ノイズ 
32がほかの機器に影響をおよぼず可能性がありまず。 


卜が I 就嫌-ゎ< 


□本機のネットワーク接続の確認をおこな5 

接続終了後、 GUI メニューの"ネットワーク"-"接続テスト"でインクーネット接続のテストを 
おこなってください。（屈 =41 ページ） 

•テストに於いて、"ネットワークは失敗でず。"と表示された場合、 GUI メニューの"ネット 
つーゲ- "情報"で IP アドレスを確認し、 "DHCP" を"手動"じして再設走をしてください。 
你 41 ぺージ） 

因 

•本機は DHCP 機能を使用して、自動的にネットワークの設走ができまず。 

•ネットワークの設定を手動でおこなうクイプの回線で、プ□バイダー契約を結んでいる場 
合は、 GUI メニューの"ネットワーク"（屈 =41 ぺージ）をおこなってください。 

•DHCP 機能のないネットワークに本機を接続してお使いになる場合は、 GUI メニューの 
"ネットワーク"（屈 =41 ぺージ）で、 IP アドレスなどの設定をおこなってください。 

•本機は PPPoE に対応していません。 PPPoE で設定ずるタイプの回線契約を結んでいる場 
合は、 PPPoE 対応のルークが必要でず。 

•手動で設定ずる場合は、設定内容をネットワーク管理者にお認してください。 

□接続している機器のネットワークの登録をおこなラ 

ネットワーク接続している機器に保存されているファイルを再生ずるには、あらかじめ機器 
が本機を登録 （ 許可）しているあ要がありまず。 

•登録方法に関してはサーバーの取扱説明書をご覧ください。 

因 

インクーネットの接続じついては、に P (インクーネットサービスプ□バイダー）またはパソコ 
ン関連販売店にお問い合わせください。 



•イーサーネ、ソト端子は直接パソコンの LAN ポート/イーサーネット端子と接続しないでく 
ださい。 

•インクーネットじ接続ずるには、に P と契約ずるあ要がありまず。ずでじブ□ードバンド回 
綜を利用してインクーネ、ソトじ接続されている場合は、ま斤たじ契約ずるあ要はありません。 
•に P 業者によって使用できるルークの種類が異なりまず。詳しくは、に P 業者またはパソコ 
ン関連販売店にお問い合わせください。 

•当社では、お客様のネットワーク環境および接続機器に関ずる通信エラーや不具合につい 
ては一切責任を負いかねまず。 




































































































































再生のしかた(応用操作) 


>* 


ここでは、 DVD 、 CD または USB メモリーじ保ちされている 
ファイルの再生やホームメニュー①操作を説明します。 


□ホームメニユー画面を表示する（煩で3ぺージ） 
□ ファイルを再生ずる 

( メディアプレーヤ ー) (煩=33ぺージ） 

□ YouTube のビデオを再まする（屈=3已ぺ一 
ジ）_ 

□ 詳細設定のしかた（屈=37ぺージ） 


ホームメニユー画面 

晒嗎@ 


本機はフ□ントパネルに接続した USB メモリー、およびネツ 
トワーク接続したサーバーじ保存した音楽-写真-動画ファイ 
ルを再生ずることができまず。再生ずる際、ホームメニュー画 
面を使って、を々の操作をおこないまず。 


ホームメニュー画面を表巧 
ずる 




■f HOME を押す。 

■ テレビ画面にホームメニューを表示 


しまず。 


2 A ▽づ^を巧して、使用した 
いメニュー①項目に力ーソルを 
移動する。 


〇 ENTER を押す。 



の (sRci^ 画 

IDISPUri ( 脚 EAT) 〔 A.B) 

] 画 

u|| 内叫 1 AUDIO j 


因因 
囚因田回 



〇 MEDIA PLAYER (屈=33ページ） 

本機はネットワーク接続した機器、および本機に接続した 
USB メモリーに保存した音楽.写真.動画ファイルを再生 
ずることがでさまず 
©YouTube (屈=36ぺージ） 

YouTube のコンテンツを再生しまず。 

©QUIT 

ホームメニューを終了しまず 
©SETUP (屈=37ぺージ） 

GUI メニュー設定画面を表示し、本機の設定をおこないま 
ず。 


ファイルを再をずる 

(メディアプレーヤ ー） sim ^) 

USB メモリー、ディスク （ CD - R / DVD - R ) および本機と接続 
しているサーバーのファイルを本機のメディアプレーヤーを 
使って再生しまず。 

•ご使用じなる前に，パソコンのサーバーソフト （Windows メディ 
アプレーヤー等）を起動し，ファイルをネットワーク経由で再生 
できるようサーバーコンテンツの設走をおこなってください。 

• 詳しくはサーノ '{ーソフトの取扱説明書をご覧ください。 


ホームメニユー画面で"メディア 
プレーヤー"を AV < ^を使つ 
て選択し、 ENTER を巧す。 

本機と接続している機器がメディア 
プレーヤーのメニュー画面に表示し 
まず。 



〇再生したいファイルが保巧されている機器を AV 
た で選択し、 ENTER を押す。 



夕 

•接続しているサーバーがメディアプレーヤーのメニュー画面 
に表示しない場合、画面にある DLNA お索を AV で選択し、 
ENTER を押して、サーバーの挨索を行なってください。 

•横索をおこなっても、表示しない場合は巧度、機器との接続 
をお認してください。 

•接続している DLNA サーバーにファイルを追出や削除などの操 
作をしたとき、 DLNA サーバーの情報が表示されない場合があ 
ります。このときは、本機の電源を再度人れなおしてください。 

•本機と接続する際、サーバーによっては本機とあ続できない場 
合があります。 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して巧応し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


应 HI 巧像 



写真 

それぞれのアイコンじ対応したメディアの詳細は"巧生できるメディ 

担 


ア"（屈=50ぺージ）を参照。 
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ホームメニユー画面 


3 AV < を押して、再ちしたいフォルダを選択し、 

ENTER を押す。 

•ファイルの種類別に振り分けたフォルダがメニュー画 
面し表71^されまず。 

•ファイルの振り分けは W 下のとおりでず。 

• ビデオ： DivX , MPEG , AVI , WMV 
• ミュージック： MP 3, WMA , AAC , LPCM 
•フォト： 」PEG 

ここでは"フオト"を例じしまず。 



A 再生したいファイルを画面のファイルリストか5 
W AV < で選択し、 ENTER を巧す。 

再生がはじまりまず。 

•スライド シヨーが はじまり J 〜10秒圍隔で切り替わりまず。 




•再生ずる画像ファイル容量が大きい場合、再生ずるまでに、 
少し時園がかかる場合がありまず。 

•再生できるファイルは"ファイル"（屈=51ぺージ）を参照して 
ください。 


再生する静止画を切り替える 

を押ず。 

再生中の前、または次の画像を表示しま 
ず。 

表示を一時停止する 

II を押ず。 

•一時停止を解除ずるときは、 ► を押ず。 

スライド シヨー の巧原を切日替える 

►► を押ず。 

静止画の向きを巧える 

AV < >を押ず。 


A. 反お 

V . 5:5 — 

< . 反時計周りに回転 

D >. 時計周りに◎転 



□再をするファイルのメディアを切り替える 


再生ずるファイルを別のメディアの 
ファイルに切り替えたいとき、< ボタ 
ンを押してステップ2まで戻り、巧生 
したいメディアを逞択してください。 



白 I > I 因 


Ql ) 山 W 


ディスクモード 

USB メモリーまたはサーバーのファイル再生か6ディスクの 
フアイル巧生に切り替えしたいときは、下記の手順でもおこな 
j ことができまず。 



•f ■ を押す。 

■ USB メモリーまたはサーバーのファイルの再生が停止し 
まず。 

•ディスプレイの" ►" 表示が点滅しているときはレジューム機 
能（屈=22ページ「レジューム機能について」）が動作してい 
まず。レジューム機能が動作している場合は、わう一度 ■ 
を押して"►"表示を消してください。 


〇 SOURCE を巧す。 

た 本機の再生モードがディスクモードに切り替わりまず。 


3 ►を巧す。 

再生がはじまりまず。 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して対応し 

ているコンテンツのカテゴリーを示します 。I / am . 


巧像 


音声 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈=50ページ）を参照。 






























































ホームメニコ 


□ 再生情報の表示について（煩=18ぺージ） 

□ 再生を一時停止する（徑=22ぺージ） 

□ 再生を停止する（徑=22ぺージ） 

□ 見たいチヤプター/トラック/ファイルにスキップする 
(傾=22ぺージ） 

□ 早を D /早戻しをずる（煩=22ぺージ） 

□ヴーチモードをほって、見たい/聴をたが房巧を探す 
(保23ぺージ） 

□ r 再び再生したい箇所を記憶させる （ マーカー機能） J 
(屈=23ぺージ） 

□ く D 返し再生をする（リピート再生）（煩=24ぺージ） 
口指定した部分をくり返し再生ずる (A-B リピート再を） 

(惕=24ぺージ） 

□ 画面をコマを日再生する（屈=24ぺージ） 

□ 画面をス□-で再生する（屈=24ぺージ） 

□第1音声を切 D 替える（煩=24ぺージ） 

□第1字幕を切り替える（煩=25ぺージ） 

□ アングル(角度)を切日替える（煩=25ぺージ） 

因 

•本磯とネットワーク接続している機器との環境によっては再 
生中に巧像が途切れたり、再生できないことがありまず。 

•本磯で再生できないファイルでわ接続した機器側でおまを変 
換し再生できる場合がありまず。 

•接続した機器から本機を再生ずることはできません。 

•再生ずるファイルのサイズによっては再生されるまでに少し 
時園がかかる場合がありまず。 

•再生できるファイルの種類については「メディアじついて」 
"ファイル"（屈=51ページ）をご覧ください。 


□プレイ y ストを再をする 


画國 


画 


プレイリストを使って 、 USB メモリー、ディスクじ保存さ 
れているお気に入りのファイルを再生しまず。 


画面ファイルリストから、再ちしたいファイルを 
A ▽か5選択し、^を押す。 


□コダックピクチャー CD を再をする 顧 

本機はコダックピクチャー CD じ保存されている」 PEG ファ 
イルを再生ずることができまず。 

これらの CD を再生ずることで、写真の画像をテレビで楽 
しむことができまず。 

ピクチャー CD に関する詳細はコダック（株）の現像サービ 
スをお取り扱いの店頭にお問し1合わせください。 



ク POPUP MENU を押す。 

た プレイリストメニューを表示しまず。 


3 ENTER を押す。 

プレイリストにファイルが追加されまず。 

A 再ちしたいファイルが保ちされているプレイリスト 
W を AV <で選択する。 



コダックピクチャー CD を本機のディスクトレイに 
挿入すると、画面にスライドショーを開始します。 


2 ■を巧すと、スライドショーは終了し、画面にサ 
ムネイルが表示されます。 


3 


AV< >で見たい画像を選択し、 ENTER を押す。 

違択した画像から再生が始まり、次の画像に移動しまず。 


A 画面にサムネイルを表示しているときじ POP UP 
4 MENU を巧すと、再を時の操作を説明した画面を 
表术します。 


Ol) W 



|uBriTL£lj け M"] [A 叫 ID II 



H I ► I 因 




5 ファイルを再生する。 

"ファイルを再生ずる 

(メディアプレーヤ ー)" (屈=33ぺージ）を再生ずる。 


>* 

3 

m 
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•本機をスタンバイにずると、プレイリストは消まされまず。 


アイコンはそれぞれの操作に巧して巧応し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


应 HI 巧像 



写真 

それぞれのアイコンじ対応したメディアの詳細は"巧生できるメディ 

担 

製 

ア"（恆=50ぺージ）を参照。 
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ホームメニコ 


再生する静止画を切り替える 

を押ず。 

再生中の前、または次の画像を表示しま 
す。 


表示を一時停止する 


II を押ず。 

•一時停止を解除ずるときは、 ► を押ず。 

スライドショーの囲隔を切り替え 
る 

►► を押ず。 

静止画の向をを巧るるとき 

AV < >を押ず。 


A . な転 

V . 巧一 

< . 反時計周りに◎転 

> . 時計周りに◎転 


|lJBTITIil| 拆 Gli] I AUDIO j 



白1 ► I 因 
回の田因 


サムネイ示画面に戻る 

■ を押ず。 


YouTube のビデオを 
再をずる 


福 ] M 


ここでは動画サイト YouTube の操作を説 s 月しまず。 


7 AV < >を押してホームメ 
ニユーの" YouTube " を選び、 
ENTER を押す。 

YouTube に接続しまず。 


ク AV < >を押して再生したいコ 
じ ンテンツを選び、 ENTER を巧す。 

再生をはじめまず。 



YouTube について 

• YouTube とは YouTube 社が運営-管理している動画共有 

サービスでず。 

•本機で YouTube にアップ□-ドされている動画を表示ずる 
—とがでょま甘 

• YouTube および YouTube □ゴは Google Inc . の登録商標 
でず。 

• YouTube のコンテンツは YouTube 丄 LC じより独自に運営 
されています。 

• YouTube のコンテンツじは、お客様が不適切であると感じ 
るような情報が含まれている場合がありまず。 

因 

• YouTube を使巧ずる場合(こは、インターネット接続が必要じなりま 
す。スムースな動画の視聴のためじは、本機と YouTube サーバー 
との間で HD 動画コンテンツの場合で目 Mbps W 上、 SD 動画コンテ 
ンツの場含で 2 Mbps W 上の安定した実効速度が必要でず。 

• FTTH (光ファイバー)、 ADSL 、 CATV などの高速プ□-ドパンド回 
線のご使用をおすすめします。 

視聴ずるのに十分な◎線速度の場合でわ、使用環境、通信環境、接 
続回線の状態、ネットワークの混雑が況などによって、動画の再生 
が途切れたり、ス□一再生じなるなど、正しく再生できなくなる場 
合がありまず。 

•プ□キシを経由して、 YouTube じ接続ずることはできません。 

• 20り年6月現在 、 YouTube は日本語表示に対応していません。メ 
こユーは奠語で表示します。 

SB 

• YouTube をご覧になる際、 AV < >または ENTER 1■が卜のボタンを 
押すと、動作しない場合や、違う機能が動作する場含がありまず。 

• 一部のコンテンツは、本機で再生できない場含があります。 

•サービス内容や画面は、予告なく変更および終了する場合がありま 
す。 

•当社は YouTube が提供ずるコンテンツに関して一切の責任を負い 
ません。 

• YouTube の不明点は、 YouTube のホームぺージをご覧ください。 
http :// www . youtube.com 
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アイコンはそれぞれの操作に巧して巧広し 
ているコンテンツのカテゴリーを示します。 


屈 HI 巧像 


音声 



それぞれのアイコンに対応したメディアの詳細は"再生できるメディ 
ア"（屈=50ぺージ）を参照。 





































詳細設定のしかた 



SETUP を押ずと 、 GUI メニューを表示しまず。このメニューからを種設定に移動できまず。 



ミ船設定 （辟39 ぺージ） 

画面表示化> を種設ををおこないます。 


システム 

□ スクリーンセーパー □ ネリ巧化 
□ 自動パワーモード □ ファームウエアアッ 
□ ほミ肖費電力設定 プデート 

□ HDMI コント□-ル □ ァップデートノー 

□ HDMI 八•ワーオフ ティフィケーシか 
コントロール □ BD データ管理 

言語 _ 

□ GUI 言語 □ 音青言語 

□ メニユー言語 □ 字幕言語 

視聴制限設定 

□パスワード巧更 □ DVD 細活制旧レベル 

□ BD 巧晒制旧レベル□巧聴制阳国コード 

ネットワーク 

□ インターネット接続 □ DHCP 
□情巧 □ BD - LIVE ネット 

□ 接続テスト ワーク接続 

□ プ□キシ設定 

その他 

□ク□-ズド • キヤ □ DivX @ 登歸コード 
プシヨン 日リモ〕ンの 

□ アンク]レマーク 曰レガシ ー y モコン 

□ 口ロマーク 受信設定 

□ セカンダ U — 才一 

デイオ 7-ク 


ビデオ設定 你42 ぺージ） 

テレビおよび HDMI の設ををおこないます。 


TV 

□ TV アスペクト 
U 壁紙 

□ プ□グレツシブモード 

HDMI 

□ 映像出力信号方式 

□ HDMI デイー プ カラー 


广 N. 

才ーデイオ設定 （煩 =43 ぺージ） 

音声出力の設ををおこないます。 

V J 

\ f 

ぐ 、 

システム'眉强 （煩 =44 ぺージ） 

MAC Adress を表示しまず。 

- ^ 

、 ノ 

オーディオ出力 


MAC アドレスを表示します。 


□ Coaxial 

□ HDMI 

□ ダウンサンプ U ンク 

□ DRC 























































SETUP を押す。 

テレビ画面に GUI メニューを表示 
しまず。 


•ホームメニュー上の SETUP を逞択して 
も GUI メニューを表示できまず。 


2 AV < ^を押して、設定した 
いメニューじ力ーソルを移動す 
る。 



•前の項目に戻る場合は、< を押してください。 


ク ENTER を押して、設定を確定する。 


国 

GU I メニューの逞択項目の文字の色は次のとおりでず。 
•白：逞択できまず。 

•巧：逞択できません。 


漏 M 

GUI メニューの設定操作は、ディスクや USB メモリーを装着 
していない状態でおこなってください。レジューム機能が動作 
しているときなど、正しく設走されない場合がありまず。 


GUI メニユーを按了するとき 

GUI メニューの表示中に SETUP を押ず。 
•GUI メニュー表示が消えまず。 


GUI メニユー画面の表巧例 

代表例を説明しまず。 

□メニユー選択画面 （ トツプメニユ ー) 



〇 GUI メニユーの設定アイコンー覧 
〇 違択中の設定アイコン 




〇違択中の設を項目 
〇違択中の設定内容一覧 

<|[>を押して"を選択 
し、▽を押す。^ 

(または ENTER を巧す） 







巧 



0 


Q 


0選択中の項目の詳細設定項目一覧 
0 選択中の項目の詳細設定 


選択項目 



Q 


〇前の項目に戻る。または < で切り替える。 
©次の項目に進む。1>で切り替える。 

Q 違択中。違択項目は AV で切り替える。 
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國 


ミ般設定 


システム、言語、視聴制限、ネットワーク及びその他の設定をしまず。 


>* 


システム _ _お買い上げ時の設定は、下線び付いている頂目でず。 

下記の設ををしまず。 

•スクリーンセー八‘ 一の 設定 
. 消費電カモードの設を 
•HDMI コント□-ル機能の設定： 

•初期状態の設を 

• インターネットから最新のファームウエアをダウン□—ド 
• BD-LIVE メモリーの切り替えの設定 


設定頂目 

設定内容 

スク y — ン七ーパー 

スクリーンセーバーの設定を 
します。 

オン：停止や一時停止のが態か常] 3分間続くと、スクリーンセーパー機能 
か’！]作します。 

オフ：スクリーンセーパーを使巧しません。 

自国バワーモード 

自動的に電源をスクンバイに 

する設ををします。 

オン：次の状態か常] 3日分間続くと、自動的に電源をスタンパイにしまず。 

•ディスクが入っていない 

•再生が停止している 

• レジューム機能じより停止している 

オフ:自動パヮー機能を使用しません。 

ほ消費電力設定 

スタンパイ時の低消費電力 
モードを設定します。 

ほ消看雷カスタンパ‘イ：逍营電力が最もルないモードでず。スクンパイ府 
じ HDMI コント□-ルの操作が受けがけません。 

スタンパイモード時の電源表示：消灯 

通常スタンパイ：スタンバイ時に HDMI コント□ールの操作を受けがけま 
す。このとき、消費電力はやや高くなります。 

スタンパイモード時の電源表示：赤色に点な 

HDMI コント □— J レ 

HDMI ケーブルで接結した 
HDMI コント□-ル対応機器 
と本機を連動して操作できま 
す。 

オン： HDMI じ接続している機器と速動します。 

オフ: HDMI コント□-ル機能を無効にします。 

画 

•HDMI コント□ール機能の動作じは、本機または本機と接続している機 
器を HDMI 対応テレビに HDMI 接続ずることが必要です。 

•HDMI コント□-ル機能については、 "HDMI コント□-ル磯能"〔屈=26 
ページ）をご覧ください。 

•- HDMI コント□ール"の設定を変更した場合は、蛮更後必ず接続してい 
る機器の電源を切り、電源を入れ直してください。 

HDMI パワーオフコント 
□—ル 

HDMI ケープルで接続した 
HDMI コント□-ル対応機器 
と本機の電源を速動して 
操作できまず。 

オン：本機の電源をテレビに連動してス女ンバイにします。 

オフ：本機の電源をテレビに連動してスタンバイにしません。 


設定 I 頁目 

設定内容 

初期化 

音声モードや画質設定を含む 
すべての設をを、お買い上げ 
時の設をじします。 

取消：初期化をおこないません。 

実行：初期化を実行します。 

ファームウエアアップデート 

インクーネット経由で本機の 
ファームウェアをアップデー 
卜しまず。 

アップデート巧認：最新のファームウェアが存在するか確認します。また、 
ENTER を押ずとアップデートする場合のおよそのアップデート時間を確 
認できまず。 

最新ファームウェアがアップデートされている塌合、 ENTER を押すと、 
ファームウェアの更新を開始しまず。 

アップデートを開始ずると、画面上にプ□グレスバーおよび残り時間を表 
で:しまず。 

アップデートが完了すると、再度電源がオンとなり、通常の状態に戻りま 
ず。 

アップデートノーテイフイ 
ケーシヨン 

電源を人れた直後、アップ 
デートのおおらせメッセージ 
をテレビ画面に表示しまず。 

オン：アップデートのお巧6せメッセージをテレビ画面(こ表示しまず。 

オフ：アップデートのお巧6せメッセージをテレビ画面に表示しません。 

BD データ管埋 

BD-Live に使用した內蔵メ 
モリーもしくは外部メモリー 
の 巨 D データを初期化しま 
す。 

BD データ情巧： BD-Live で使用した巨 D データの初期化をします。 

残りのデータ領域を表示します 

FMT BD Data ； BD-Live で使用した巨 D データの領域を初期化をしま 
ず。 

@この操作では、すべてのデータが消去されます。 MP 3 や」 PEG など 
のデータが入った USB メモリーを挿入している場合、この操作はお 
こなわないでください。 


BD-Live メモリー： BD-Live で使用するメモリーに対して、内蔵メモリー 
もしくは外部メモリーを選択しまず。 

•内部：本機に内蔵されたメモリーを使用しまず。 

•巧部：本機に挿入された USB メモリーを使巧します。 

BD-Live が使巧ずるファイルの容量が本機に内蔵しているメモリーの 
空き容量を超える場合は、 " External " を選択してください（短つ0ペー 
ジ)。 


"ファームウエアアップデート"（屈=39ページ）をおこなったあとに次のメッセージを表示したときは、メッ 
セージに従って操作してください。 

"コンセントから本機の電源プラグをほき、約30砂後に再びプラグを差し込んでからお使いください。" 
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メニューを表示ずる 
メニューを削除ずる 


カーソルを移動ずる 
(上/下/左/ち） 


吵 ER ) 


設定を確定ずる 


[ returnI ひとつ前のメニューに戻る 


リモコン操作ボタン 
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き娘設定 


言語 


お買い上げ時の設定は、下綻びがいている頃目でず。 


視巧制限設定 


お買い上げ時の設定は、下綻び付いている頂目です。 


再生音声、字幕、メニュー表示の言語を設定しまず。 


設定頃目 

設定内容 

GUI 言語 

日本語 / English 

GUI に表示する言語を設定 
します。 


メニユー言語 

巳 D や DVD のメこューじ表 
示する言語を設定しまず。 

日本語/ィ也* 

音声言語 

已〇や DVD を再生ずるとき 
の音声言語を設定します。 

日本語/他* 

字哀言語 

目 D や DVD を再生するとき 
の字幕言語を設ちしまず。 

オフ/巧語/フランス語/中国語/スペイン語/ドイツ語/イタリア語/ 
オランダ語/ポルトガル語/デンマーク語/スウェーデン語/フィンラン 
ド語/ノルウェー語/ロシア語/揖国語/曰本語/他* 


•オフ： 字幕を表示しません。 


* 表記している W かの言語を選択したいときは，他を押して<ださい。 


BD や DVD の視聴設定やパ スワ ードを設定しまず。 


設定 I 頁目 

設定内容 

パスワード変更 

BD や DVD の視聴制限レべ 
ルや視聴制限国コードを変更 
するときのパスワードを設定 
します。 

お更： パスワードを変更します。 

〇〜9 で入力し、 ENTER で確定します。 

お買い上げ時の設をは、"0000"です。 

( M ) 因 
[CD [2] 面 
ののの 
の西の 
22) [5 D (5^ 

1 display] (repeat) 

(dihmeiiI 

觸 

[rand1 

(clearI 

画 

四 

BD 巧頤制限レペル 

BD 再生時の視聴制限レベル 
を設定します。 

レペル〇〜2呂4 :視聴できる年齢を設ちします。視聴制限に該当してい 
るディスクを再生した場合、再生を制限します。 

制限なし： BD の再生を制限しません。 

DVD 巧陌制限レベル 

DVD 再生時の視聴制限レべ 
ルを設定します。 

レベル1〜8 : DVD 再生時の視聴制限レベルを設定しまず。 

全制限： すべての DVD の再生を制限します。 

制限なし： DVD の再生を制限しません。 

お聴制お国コード 

視聴制限の基準国を設定し 
まず。設定した国の視聴制限 
レペルを適応します。 

初期設をは日本です。その他の視聴制限国コードは、 A ▽で違択してくだ 
さい。 


40 


リモコン操作ボタン 


( SETU ^ 


メニューを表示ずる 
メニューを削除ずる 


固茵扭のだ斗 k 造％? 



設定を確定ずる 


([ eturn ) ひとつ前の メニューに 戻る 








































ミ腰設定 


ネツトワ—ク 


お買い上げ時の設定は、下*8び巧いている頃目でず。 


インクーネットじ接続ずる設定、 BD-UVE の設定をしまず。 


設定 I 頁目 


設定内容 


インターネット接続 有理 :インターネット接続を使用しまず。 

インターネット接続の使用ず 無効： インターネット接続を使巧しません。 
るか使巧しないかを設走:しま 


す。 


情報 

IP アドレス、サブネットマ 
スクなどのネットワーク情報 


下記のネットワーク情報を表示しまず。 
•アドレスタイプ 

• IP アドレス （ BD - Live 、 アップデート巧） 


を表示します。 • サブネ、ソトマスク 


•デフォルトゲートウェイ 
•プライマリー DNS 
•セカンダリー DNS 


接続テスト 

ネットワークの接続テストを 
おこないまず。 


インターネット接統のテストをおこないます。 

•初めてインターネット接続ずるときや、 IP アドレスやネットワークの設定 
を変えたとき(こ接続テストをおこなうことをおすずめしまず。 

•接続が完了しない攝台、メッセージを表示します。接続設定及び接続環 
境を確認してください。 


DHCP 

IP アドレスなどのネット 
ワーク設定を自動でおこなう 
か手動でおこなうかを設定し 
まず。 

留 

お買い上則きの設逊ま"才一 
卜" になっていますので、 ブ 
日ードバンド J レータの DHCP 
サーバーを"有効"じ設定して 
いる場合は IP アドレスなど 
の設をは必要ありません。 
'必要に応じてプ□キシサー 
ノ、’一の設定をおこなつてくだ 
さし、。 


直凰： DHCP 機能によりネットワークの設をを自 
動でおこないまず。 

手動： DHCP 機能のないネットワークに接続する 
場台、手動で次のネットワークの設ををおこなって 
くた‘さい。 

設をの内容はプ□バイダーまたはネットワーク管理 
者にご確認ください。 

▽を使って設を値をクリアじしたのち、設定を 0 
〜 9 で入力し、 ENTER で入力を確をします。 


@1) 

回 


IdihheiI 

面 

面 

面 

[な削 

の 

应) 

厘) 

IrandI 

の 

迈 ) 

狂) 

fCLEAllI 

励 

压 ) 

[srchI 

励 

を細〕 


(repeat! 

四 




• IP アドレス （ BD - LIVE 、 アップデート）： BD - UVE やファームウェア 
アップデート用の IP アドレスを手動で設定しまず。 

•サブネットマスク： xDSL モデムやターミナルアダプ女を直接本機に接 
続している場台は、プ□パイダーから書面などで通知されたサプ ネット 
マスクを入力しまず。通常はつ55.25日.255.0"じなります。 

•デフオルトダートウエイ： ゲートウェイ（ルータ）に接統している塌含は、 
その IP アドレスを入力してください。 

•プライマリ ー DNS :プライマリー DNS を入力してください。 

•七カンダリー DNS :セカンダリー DNS を入力してください。 


設定 I 頁目 

設定内容 

BD-Live 接続 

BD - LIVE 接続時にコンテン 
ツに対するアクセス制限をし 
まず。 

許可 : BD - LIVE コンテンツか6のすベてのインターネットアクセスを許可 
しまず。 

—部許可： 証明書をもつ BD - UVE コンテンツからのインターネットアク 
セスのみを許可しまず。 

禁止： BD - LIVE コンテンツか6のずベてのインターネットアクセスを禁止 
します。 

プ□キシ設定 

インターネットにプ□キシ 
サーバーを経由して接続ずる 
場合に設定しまず。 

巧効： プ□キシサーバーを使用しません。 

有効： プ□キシサーパーを使用します。 

•プ□キシホスト：プ□キシ設をにおいて有効を選択した場合、プ□キシ 
ホストを仮想キーボードで入力し、 ENTER で確をしまず。 

•プ□キシポート：プ□キシ設をにおいて有効を選択した場合、プ□キシ 
ポートを 0〜9 で入力し、 ENTER で確定します。 

ネットワークプ□キシ画面（仮想キーボード） 



リモコン操作ボタン 



メニューを表示する 
メニューを削除ずる 


国茵扭のだ斗心!％? 



設定をお走ずる 


( Return 〕 ひとつ前のメニューじ戻る 
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1 全敗設定 ■ 

因 

1ビデオ設定 

その他 


お買い上げ時の設定は、下綻び付いている I 頁目でず。1 


1 テレビの接続、 HDMI 接続および 3 D 映像ソフトを再生ずるときに設定しまず。 


その他の機能を設定しまず。 


設定頃目 

設定内容 

ク □— ズド•キャプション 

デコーダへ字幕信号を化力す 
る設定をしまず。〔別売り） 

オフ： ク□ーズド-キャプション(字幕)信号を化力しません。 

オン： ク□ーズド-キャプション(字幕)信号を化力します。 

アングル マーク 

再生中に表示するアングル 
マークの表示の設ををおこな 
います。 

再生したディスクじ複数のアングルが収録されている場合、アングルが収 
録されているシーンを再生しているときじアングルマークを表示します。 

オフ :アングルマークを表示しません。 

オン： アングルマークを表示しまず。 

PIP マーク 

再生中に表示する円ドマー 
クの表示の設定をおこないま 
す。 

再生したディスクにセカンダリービデオが収録されている場合、セカンダ 
リービデオが収録されているシーンを再生しているときじ円 P マークを表 
w しまず。 

オフ : PIP マークを表示しません。 

オン： 円 P マークを表示します。 

七カンダリーオーディオ 
マ —ク 

再生中に表示するセカンダ 
リーオーディオマークの表示 
の設ををおこないまず。 

再生したディスクにセカンダリーオーディオが収録されている場合、セカ 
ンダリーオーディオが収歸されているシーンを再生中にセカンダリー音声 
マークが表示されまず。 

オフ： セカンダリ-オーディオマークを表示しません。 

オン： セカンダリ-オーディオマークを表示しまず。 

□ ivX ® き録コード 

DivX ® の登録コードを表示 
します。 

コード表示： DivX ® 登録コードを表示します。 

リモコンの(本機） 

リモコン ID を設ちします 
(屈=49ぺージ） 

本機のリモコンでほかの DEMON 製巨 D プレーヤーが動作してしまうとき 
じリモコン ID を切り誓えまず。 

DEMON 1 : DEMON 1を選択します。リモコン側の設定も" DEMON 1" 
じ設定してください。 

DEMON 2 : DEMON 2を選択します。リモコン側の設定も " DEMON 2" 
じ設定してください。 

^ ガシー リモコンま信設定 

(本お） 

レガシーリモコンの受信設を 
をしまず。 

DEMON 製 DVD プレーヤーなどのリモコン信号を受け付けない設定をし 
まず。 

オン：受け付けます。 

オフ： 受け付けません。 


TV 

お買い上げ時の設定は、下結!び付いている I 頁目です。 

接続しているテレビに合わせて、巧像化力信号を設をしまず。 

設定 I 頁目 

設定内容 

TV アスペクト 
欄おは） 

テレビの画面タイプと表示 
モードを設ちします。 

ワイド自動スクィーズ： ワイド両而のテレビに1中,力します。4 : 3哄像の 
ときは、画面中央に比率を蛮えずに表示します。*1 
ワイド： ワイド画面のテレビに化力しまず。 

4:3パンスキヤン ： 4 : 3画面のテレビに出力します。ワイド映像の攝含、 
巧像の左右をカットして4:3で表示しまず。*2 

4:3レターボックス ： 4 : 3画面のテレビに化力します。ワイド映像をす 
ベて表示しまず。 

壁お 

再生停止中などじ背景に表 
示ずる壁紙を設をしまず。 

ピクチヤー： DEMON の □ゴ タイプを表示します。 

黒： 背景を黒にします。 

灰を： 背景を巧色にします。 

青： 背景を青色にします。 

プ□グレッシブ モー ド* 3 

ソースの映像素材に最適なプ 
□グレ、ソシブ変換モードを設 
定:しまず。 

自動： 峡像素材のタイプを検化して自動的にモードを切り替えまず。通常 
はこの設定じしてください。 

ビデオ： ビデオ素材のディスク再生に適していまず。 

フィルム： フィルム素材のディスク再生(こ適していまず。 


峽像化力端子には効果がありません。 

*2 峽像コンテンツじよっては、4 : 3パンスキヤンに設をしても、レターボックスで化力される場合があ 
ります。 

*3 このモードは峡像ソースが 480 i /576 i のときのみ有効です。 


HDMI 

お買い上げ時の設定は、下結!び付いている I 頁目です。 

HDMI の化力信号を設定しまず。 

設定 I 頁目 

設定内容 

映像出力信号方式 

HDMI 端子から出力する映 
像信号のち式を設ちします。 

YCbCr :ち差お式の峽懦ホ式 （1 目(黒)〜235(円））で,中 I 力します。 

RGB : RGB の峡像ち式（16(黒)〜235(白））で化力します。 

HDMI ディー プ カラー 

HDMI 端子のディープカ 
ラー出力を設定します。 

HDMI 映像信号の色深度(使 
巧する色)を拡張し、自然に 
おい色を再生します。 

自動： 接続している HDMI 機器がディープカラーに対応している場合，自 
動的にディープカラーで化力します。 

オフ： ディー プカラーで出力しません。 
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リモコン操作ボタン 


( SETU ^ 


メニューを表示ずる 
メニューを削除ずる 


固茵扭のだ斗 k 造％? 



設定を確定ずる 


括 TURN ) ひとつ前の メニューに 戻る 














































オーディオ設定 


オーディオ設定 


3 D 


お買い上げ時の設定は、下綻占‘ホ t いている頂目です。 



各種音声の出力設走をしまず。 


>* 


3D 巧像ソフトを再生ずるときじ設定しまず。 


設定頂目 

設定内容 

3 D 出力設定 

3 D 峡像を再生ずるときの峡 
像化力を設をしまず。 

( HDMI 化力のみ） 

自動： 3 D 映像ソフトと 2 D 映像ソフトを自動で半腳して再生しまず。 

•3 D 映像を再生する際、 3 D 映像部分は 3 D で再生し、 2 D 映像部分は SD 
で再生しまず。 

•通常はこの設をじします。 

オフ： 常に 2 D 映像信号を化力します。 

TV スク11ーンサイズ設定 

お使いの 3 D 映像対応テレビ 
の画面サイズを設をします。 

AV < 0または 0-9 で、お使いのテレビの画面サイズを設定画面上の 

3巧の数字に入力し、 ENTER で確をします。 

• お買い上げ時の設走は"04目" （4 目インチのテレビ画面サイズ）でず。 




正ししけイズに設定しない場合、適切な 3 D 唤像を表示できないことがあ 
りまず。 


国 

ディスクじよって 3 D 巧像の再生操作の方法が異なる場合がありまず。ディスクに付属の取扱 
説明書をご覧<ださい。 



本機から化力ずる 3 D 巧像信号を、 AV レシーバーを通して 3 D 巧像対応テレビに化力ずる場合、 
AV レシーバーも 3D 巧像信号の入化力に対応していることがか要でず。 

3D 巧像の視聴には 3D 巧像対応テレビをお使いください。 

•本機と 3D 巧像対応テレビを接続ずるときは、八イスピード HDMI ケーブルをお使いください。 
•3D 巧像の再生中は、"巧像解像度"（屈 =27 ぺージ)、 "HDMI のか像化力を設定ずる"（屈 =27 ペー 
シ’)、 および"画質を調整ずる"〔屈 =28 ぺージ)の各種調節まできません。 

•3D 巧像を視聴ずる前に本機の HDMI 巧像解像度を Auto に設定してくださしパ屈 =27 ぺージ)。 


オーディオ出力 お買り上げ時の設定は、下 ㈱ ！)咐 U ているほ目です。 


音声出力を設をしまず。 


設定 I 頁目 

設定内容 

Coaxial 

デジクル音声化力端子か6出 
力するフォーマットを選択し 
ます。 

ビットスト U — ム：本機と摇締ずる機器がドルビーデジクルや DTS デジ 
タルサラウンドに対応しているときじ選択します。 

PCM :本機と接続ずる機器がドルビーデジタルや DTS デジクルサラウン 
ドに非対応のときに選択します。 

オフ：本機のデジクル音声化力端子から音声信号を化力しません。 

@各音声信号の変拠こついては、"デジタル信号音声化力じついて"（原日4 
ページ）をご覧ください。 

HDMI 

HDMI 化力端子から化力 
フォーマットを選択しまず。 

ビットスト U — ム：本機お編ずる機器がドルビー TmeHD / ドルビーデ 
ジタルプラス/ドルビーデジタルや DTS - HD/DTS デジタルサラウンド 
に対応しているときに選択しまず。接続している HDMI 機器の対応してい 
る音声フォーマットやチャンネル数にあわせて自動で出カフォーマットを 
変更しまず。 

PCM :本機と接続ずる機器がドルビー TrueHD / ドルビーデジタルプラ 
ス/ドルビーデジタルや DTS - HD/DTS デジタルサラウンドじ対応して 
いないときに選択します。 

オフ：本機の HDMI 化力端子か6音声信号を化力しません。 

@各音声信号の変換については、"デジタル信号音声化力について" 
(0^52 ページ)を参照してください。 

漏説 

リモコンの MODE で、"巨 D オーディオモード"を 
"HD Audio Output " に設定ずると、プルーレイ 
ディスクのサブ音声(セカンダリーオーディオ）、イ 
ンターラクティプオーディオは出力されません。 

1 DISPLAY 1 [repeat] [a-B 

1 [^1 
j S 此 rim [AM"] 1 AUDIO l| 
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咖 

顏 


訝 

巧 
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痛 

巧 
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メニューを表示ずる 
メニューを削除ずる 


固茵扭のだ斗 k 造％? 



設定をお走ずる 


( Return 〕 ひとつ前のメニューじ戻る 
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リモコン操作ボタン 















































オーディオ設定 


設定項目 

設定内容 

タウンヴンプリング 

デジタル音声化力端すか6化 
力ずるサンプリングレートを 
選択しまず。 

本機と接続ずる機器の取撒説明書をご覧いただき、接続機器にあわせて設 
定してください。 

48 kHz / 96 kHz / 192 kHz 

備説 

•著作権保護のあるコンテンツでは、音声信号を 48 kHz 、16 bit にダウン 
サンプリングして化力しまず。 

•接続する機器がサンプリングレート 96 kHz /192 kHz じ対応していな 
いとき、本機の設をを 96 kHz /192 kHz に設走ずると接続された機器 
か6大きなノイズを化すことがありまず。 

DRC 

ドルビー TrueHD / ドルビー 
デジタルプラス/ドルビーデ 
ジタル音声のダイナミックレ 

オフ：ダイナミックレンジの圧綱をしません。 

オン：ダイナミックレンジの圧綱をします。 

自動 :ドルビー TrueHD 音声のダイナミックレンジを素材じよって自動的 
じ圧綱します。ドルビー TrueHD W 外は音声圧縮をしません。 

ンジを圧縮します。 

@この設ををおこなうことじより、夜闇など大きな音で視聴できないと 
きに、大きな音はルさく、ルさな音は大きくなるように補正しまず。 


國 

- 一 


システム肩ま民 


MAC アドレスの表示をしまず。 


設定 I 頁目 

設定内容 

MAC アドレス 

MAC アドレスの表示をしま 
ず。 

MAC アドレスの表示をしまず。 



メニューを表示する 
メニューを削除ずる 


固茵扭のだ斗心!％? 



設定をお走ずる 


( Return 〕 ひとつ前のメニューじ戻る 
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リモコン操作ボタン 
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各部の名前 


フロント A ネル 


を部のはたらきなど詳しい説明については、 （） 巧のページをご覧ください。 


形 


層 


© ◎ © 


忘え 

— 

ド 






巧巧化の巧) 


◎ J 喊轉 !◎ 哟 

> . . 

◎ 


66600 6 

〇電源ボタン (ON/STANDBY) … （1 0、1 2) 

本機の電源をオンまたはオフ 
(スタンバイ）にしまず。 

0電源表示 . （10、 12) 

0ディスクレイヤーボタン 

(DISC LAYER). (19 〜 21) 

〇ピュアダイレクトボタン 

(PURE DIRECT). (26) 

包レソリューシヨンボタン 

(RESOLUTION). (16、2の 

包リモコン受光部 .(49) 

0ディスクトレイ開閉ボタン（生） 

. (り、19〜 21) 

包ソース切り替えボタン 

(SOURCE). (34) 

ゆ USB ポート .(31) 

⑩スキップボタン ►►!). ( 22 ) 


ろ 


讯 I 巧 WAiwDcwvioea ►laves 


JXJstlLi 

w DBP'ISI 


I 


6 


6 


のストップボタン （■). ( 22 ) 

のポーズ / コマ送りボタン (I I ).(22) 

® ブレイボタン （►).(11,19-21) 

のディスクトレイ .(11) 

瓜デイスブレイ .(46) 


因 


電源がスクンバイのときに〇または®を押 
ずと電源がオンになりまず。 
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イスプレイ 


0 


(SUPER AUDI な fHDMiVGROUP TITLE TRACK CHA ドな OTAL SING REM) 

! DVD CDj . 

が ） USB NET ; 「 

■i^C1 A- 目； 

片 ROG RANDj L 


;2CH MULTI ； :' 日口〇に ITAL + DTS '! 

. : □□TmeHD DTS-HD MSTRi 

： MP 3 m 



o 


O 再生モード表示 

►:再生中 

II :一時停止中またはコマをり再生中 
PROG :プ□グラム再生中 
RAND :ランダム再生中 
C 1 A-B :リピート再生中 

0インフォメーションディスプレイ 

ディスクの各種情報や再生経過時園などを 
表 7 K しまず。 

@再生フォーマット表示 

〇ダウンミ ックス表示 

ダウンミックスが許可されている音声信号 
を再生しているときに表示しまず。 

@アングル情報表示 

再生中のディスクにアングルが収録されて 
いるときじ表示しまず。 

@音声チャンネル表示 

再生している音声信号のチャンネル数を表 
巧しまず。 

2CH: 2チャンネルを再生中 
MULTI :マルチチヤンネルを再生中 


〇時間モード表示 

TOTAL : スーパーオーデイオ CD や CD 
の総時間 

SING :再生中のタイトル/チャプター/ 
トラ、ソク/ファイルの経過時間 
REM :再生中のタイトル/チャプター/卜 
ラック/ファイルの残り時間 

©グループ/タイトル/トラック/チャプ 
夕一表示 

©HDMI 出力表示 

HDMI の峡像および音声信号が化力されて 
いるときじ表示しまず。 

囚 

HDMI ケーブルが正しく接続されていない 
場合や接続機器が認識されない場合は表示 
しません。 

巧)メディア表示 

BD : BD 

DVD : DVD ビデオ， DVD - R /+ R /- RW / 
+RW 

DVD AUDIO: DVD 才ーディオ 
SUPER AUDIO CD : スーパーオーデイオ CD 

CD : CD 

USB : USB メモリー 
NET : NETWORK 

ネットワーク経由でコンテンツを再生して 
いるときじ表示しまず。 








































































































































リアパネル 


を部のはたらきなど詳しい説 S 月じついては、 （） 巧のページをご覧ください。 


fv 



P 

b 

nn 

ROOMTO ROOM 

REMOTE CONTROL 


E3 




0 


(PCM/BITSTREAM) 

HDMI OUT 

DIGITAL OUT 

VIDEO OUT 


COMP 加 ENT VIDEO OUT 



6 


6 


0 


6 


o 


O 電源入力端子 (AC IN ).(10) 

0 イーサネツト端子 ( ETHERNET ). 口 2) 

@HDMI 出力端子 (HDMI OUT ).(9) 

〇デジタル音声出力端子 

(DIGITAL OUT COAXIAL ). (14、 17) 

包映像出力端子 (VIDEO OUT ). (14〜1の 

包コンポーネント映像出力端子 

(COMPONENT VIDEO OUT ).(14 〜 17) 


0アナログ2チャンネル音声出力端子 

(2 ch AUDIO OUT ).(15-17) 

マルチチャンネルで収録されているソフトを再生ずると、2 
チャンネルじダウンミックスしたアナ□グ音声を出力しま 
ず。 

包ワイヤードリモコン入出力端子 
(ROOM TO ROOM IN / OUT ) 

将来的な化張用端すでず。 


•端す内部のピンには絶対に触れないで< ださい。静電気を引 
き起こし、 S な障の原因になることがありまず。 

•ファン開□部に指や異物を入れないでください。けがやが障 
の原因じなることがありまず。 
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u モコン 


を部のはたらきなど詳しい説明については、 （） 巧のページをご覧ください。 


0 - 


©- 


か 

0 - 

©- 


©- 


OPEN/ 

CLOSE 

囑 


POWER 
OFF ON 


口 




■■[な班れ眠.〕 [ dimmer )- 

面のの 

の面の 
ののの 


「 PROG り 
1 DIRECT r" 

IrandI- 
(clear]- 

興の i 哪 &it 


-瓜 





©- 


曰曰曰巧 



DEMON 

RC-IIB! 


〇リモコン信号送信窓 .(49) 

0ディスクトレイ開閉ボタン 

( OPEN/CLOSE / ±) . (り、19〜 21) 

〇リモコン信号さ信/状態表示 .(49) 

〇レゾリユーシヨン（解像度)切り替えボタン 

( RES .). (16、2の 

包 HDMI モード切り替えボタン （HDMI MODE ).(27) 

包数字ボタン (0 〜9, +10). (23、 25) 

0表示切り替えボタン （ D 旧 PLAY ).(18) 

@モードボタン （ MODE ).(1 1、29) 

0 字幕切り替えボタン ( SUBTITLE ).(25) 

⑩エンターボタン （ ENTER ). (23、25、 38) 

の トッブメニユーボタン （T / TOP MENU ).(19) 

のセットアップボタン （ SETUP ). 口 8) 

の早戻し/スローボタン（一） . ( 22 ) 

の スキツプボタン（■◄◄:)) . (22) 

のポーズ/コマ送りボタン （ II ) .(22) 

⑩ A / B / C / D ボタン 

の 画質調整ボタン （ P に T ).(28) 

⑩ぺージ切り替えボタン （ PAGE +).(21) 

⑩ 電源 ボタン (POWER OFF / ON ).(10) 

⑩ディマーボタン （ DIMMER ).(26) 

@ブ□グラム/ダイレクトボタン （ PR 06/ D 旧 ECT ) … （2 己) 

@ランダムボタン ( RAND ).(2 己) 

@クリアボタン ( CLEAR ). 口3、2己) 

© コールボタン （ CALL ).(2 己) 

@ サーチボタン （ SRCH ).(23) 

⑩ A - B 間 IJ ピートボタン ( A - B ).(24) 

@リピートボタン ( REPEAT ).(24) 

⑩ホーム切り替えボタン （ HOME ). 口 3) 

⑩音声切り替えボタン ( AUDIO ).(24) 

⑩アングル切り替えボタン ( AN 6 LE ).(2 己) 


曲メニュ ー/ ポップアップメニューボタン 


(MENU / POP UP MENU ).(19) 

©力ーソルボタン (AVO I >).(19、38) 

® リターンボタン （ RETURN ). (34、 35) 

⑩プレイボタン （►). (10、19〜 21) 

@早送り/スローボタン （►►). ( 22 ) 

© スキップボタン（►►1) . ( 22 ) 

©ストップボタン （■). ( 22 ) 

⑩ピュアダイレクトボタン （ PURE ).(26) 

犀)デイスクレイヤー切り替えボタン （ D 丄 .）.（19 〜 21) 



•電源がスタンバイのときに0および⑩を押ずと電源がオン 
になります。 

•©は BD のポップアップメニュー画面を操作ずるときなどじ 
使用ずる場合がありまず。 
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y モコン 


度電おの入れかた 


①裏ぶたを矢印のちまへスラ②乾電池 (2 本)を乾電池収納 
イドさせて取り外ず。 部の表示に合わせて正しく 

入れる。 


③裏ぶたを元通りにずる。 

因 

乾電池が消耗ずると、ボタンを押したときにリモコンの信号を 
信/状態表示が5回点滅しまず。 

このとき、電池の交換を早めにおこなってください。 

•乾電池か完全に消耗ずると、リモコン信号を信/状態表示は 
点なしなくなりまず。 


リモコンの使いかた 

リモコンはリモコン受光部に向けてご使用ください。 



リモコン受光部に、直射日光やインバークーま巧光巧の強い光 
またはホ外綜が当たると、誤動作をしたり、リモコンが操作で 
きなくなったりずる場合がありまず。 




•リモコンには単3お乾電池をご使用ください。 

•リモコンを本機の近くで操作しても本機が動作しないときは、 
巧しい乾電池と交換してください。（付属の乾電池は動作お 
認用でず。早めに新しい乾電池と交換してください。） 
•乾電池は、リモコンの乾電池収納部の表示通りに©側-© 
側を合わせて正しく入れてください。 

•破損-あ漏れの恐れがありまずので、 

•巧しい乾電池と使用済みの乾電池を混ぜて使用しないで< 
ださい。 

• 違う種類の乾電池を混ぜて使用しないでください。 
•乾電池は充電しないで<ださい。 

•乾電池をショートさせたり、分解や加熱または义に投入さ 
せたりしないで<ださい。 

•電池を直前日光のあたるところや暖房器具のお<など高温 
になるところに置かないで<ださい。 

•万一、乾電池のあ漏れがおこったときは、乾電池収納部内につ 
しザこ液をよく拭き取ってか6ま斤しし馈電池を人れてください。 

• リモコンを長期圍使用しないときは、乾電池を取り出してく 
ださい。 

• 不要じなった乾電池を廃棄ずるときは、お住まいの地域のを 
例にしたがつて処理をしてください。 


リモコンの設定 
(リモコン側) 

リモコン操作する際、他の DEMON 製 BD プレーヤーが同時 
じ動作してしまうときは、この設定でリモコンコードを切り替 
えてください。 

リモコンコードは本体側も同商に設走してください（@=42ペー 
シ‘ "リモコン ID (本機）"）。 


■f POWER ON t OPEN/CLOSE を同時に押す。 

* ボクンを押している園に、リモコン信号を信/状態表示 
が2回点滅ずると、リモコンは設をモードに入りまず。 


〇数字ボタン T’ を押すと、"リモ 
仁 コン ID" は "DENONI" じ設定 
します。 

数字ボタン" 2" を巧すと、"リモ 
コン ID" は "DEN0N2" じ設定 
します。 

数字ボタンの入力が完了し、リモコン信号を信/状態表示が 
2回点滅ずると、リモコンの設走は完了しまず。 


因 

本体側とリモコン側のリモコンコードが一致しない場合、本体 
側で設定されているリモコンコードをディスプレイじ表示しま 
ず。 

【例】 

本体側の設定が" DEMON 1" で、リモコン側の設走が" 2" の 
場合は、ディスプレイに " PLAYER r を表示しまず。 

脚 M 

•リモコンの設定を園違えた場合、リモコンのを信信号/状態 
表示が2蛛点滅し、そのあと消なしまず。このとき、設定は 
正しくされていないので、再を設定をやり直してください。 
•本体側とリモコン側のリモコンコードを一致させてください。 
リモコンコードが異なると、リモコンで本機の操作ができな 
くなりまず。 

• リモコンコードを変えても、本機が DEMON 製の他のリモコ 
ンで動作ずるときは 、 GUI メニユーの"その他"-"レガシーリ 
モコン受信設定"で設定を"オフ"じしてください（屈=42ぺ一 
ジ）。 
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メディアにごいて 


再生でをるメディア 


ディスク 


再をできるメディア 

再生できる 
フォーマット 
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• BD / DVD レコーダーで記録されたディスクの記録状態に 
よっては、ディスクを受け付けなかったり、巧像や音声が途 
切れたりなど、正常に巧生できないことがありまず。 

•ファイナライズをおこなっていない BD - R /- RE 、 DVD - R /- 
RW /+ R /+ RW 、 CD - R /- RW は、再生できないことがありま 
ず。ファイナライズをおこなってから再生してください。 

因 

次のディスクは巧生できません。 

• Ver . 1.0(力ートリツジタイプ)の BD-RE 
•動画、画像、音声などのファイルが記録されている 
BD - ROM / BD - R / BD-RE 
•BDXL 
•HD DVD 
• DVD-RAM 

• CDV けーディオパートのみ再生可能） 

• CD-G (音声のみ再生可能） 

•規格外の CD (コピープ□テクションがき CD など） 

• 無許可のディスク（ミ毎賊版のディスク） 

•記録領域が少ないディスク(直径 55 mm t (下） 

• VSD / CVD / ビデオ CD / スーパービデオ CD / CD - I / フォト 
CD 

*1 BD ビデオ/ DVD オーディオ / DVD ビデオには、メ 
ニューの構造じよって本書の説明どおりに動作しない 
ディスクがありまず。 

*2 BD プレーヤーと BD ビデオ、または DVD プレーヤー 
と DVD ビデオは、それぞれリージョンコード(地域ごと 
に割り当てられたコード）を持っていまず。そのコードが 
一致しないと、再生ができません。 

*3 ブルーレイディスクの互換性じついて 

ブルーレイディスクはま斤しい規格で曰々進化を続けてい 
るため、ディスクの種類やバージョンじよっては再生で 
きない場合がありまず。 

本機のファームウエアは随時、更新しておりまず。最ま斤 
ファームウェアを更新してご使用ください。 


USB メモ IJ — 


•本機は FAT 16、 および FAT 32 のファイルシステムじ対応 
していまず。 NTFS ファイルシステムには対応していません。 
•本機で表示できるフォルダやファイルの制限数は次のとおり 
でず。（制限数にはルートフォルダを含みまず。） 


フォルダの階層数 

8 段階 

フォルダ数 

999 

ファイル数 

999 

ファイルち、フォルダち 

32 

アーティストち、曲名など 

60 


• 1行で表示しきれない文字はスク□ール表示されまず。 
•ファイル名/クイトルを/アーティストを/アルバム名はメ 
ニュー画面に表示されまず。 



•USB メモリーの抜き差しは、電源がスタンバイのときじおこ 
なってください。電源がオンのときに抜き差しずると、記録 
されているファイルを読み取れなかったり、破壊してしまう 
ことがあります。 

• MP 3 プレーヤー、デジクルカメラや携帯電話の USB 装置と 
の互換性はありません。 

•本機は USB 機器を充電ずることはできません。 

•本機は八イスピード USB ( USB 2.0 準拠)じ対応していまず。 

•カードリーダー、 USB 延長ケーブルまたは USB 八ブじは対 
応していません。 

•本機に接続した USB メモリーに保存している AVCHD のコ 
ンテンツも再生できまず。 
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再をでをるメディア 


ファイル 


再生できるファイル 
(拡張子） 

再ちできるメディア 

DVD - R /- RW / I ICR 

+ R/+RW .主う, ネットワーク 

CD - R/-RW ク t 

ファイルの仕様 

本書巧の 
表示 

MP 3 

(. mp 3) 

〇 

〇 

〇 

•サンプリング周波数： 32 kH 2.44.1 kHz , 48 kHz 
•ビットレート：目 4 kbps 〜 320 kbps 
•音声タイプ： MPEG 1 才ーディオレイ古一3 

画 

WMA ホ 

(. wma ) 

〇 

〇 

〇 

•サンプリング周波数： 32 kH 2.44.1 kH 2,48 kHz 
•ビットレート： 48 kbps 〜1 92 kbps 
•音声タイプ： WMA バージョン9 

画 

AAC - 

(. m 4 a ) 

〇 

〇 

〇 

•サンプリング周波数： 32 kH 2.44.1 kHz , 48川 z 
•ビットレート：1目 kbps 〜 1 92 kbps 
•音声タイプ： MPEG 4、 八 AC 

画 

LPCM 

(. wav ) 

〇 

〇 

〇 

•サンプリング周波数： 44.1 kHz 、48 kHz 
•ビット数：1目 bit 
•チヤンネル数： 2 ch 

画 

」PEG 

( jPS /. jpeg ) 

〇 

〇 

〇 

•最大解像度： 4.09目 X 4,09目ピクセル 
•最ル解像度： 32 X 32ピクセル 
•最大ファイル容量： 12 M 臣 


DivX ® 

Cavi /. divx /. mkv ) 

〇 

〇 

〇 

•対応パージョン ： DivX 狡 PLUS HD まで 
( CD - R/-RW は除く） 

•最大容量： 2 G 巨 


MPEG 

(. mpg/.mpe 夏 
/. mp 4/. ts /. m 2 t ) 

X 

〇 

〇 

•ビデオ： MPEG 1. MPEG 2. MPEG 4 
• オーディオ： MP 3、 AAC 、 WMA 、 AC -3 

网 

WMV 

Cwmv ) 

X 

〇 

〇 

• ビデオ： WMV 9、 WMV 9 AP ( VC -1) 

• オーディオ ： WMA AAC 、 AC -3 、DTS 

La 禪 

AVI 

Cavi ) 

X 

〇 

〇 

•ビデオ： MPEG 1. MPEG 2. MPEG 4 
• 才ーディオ： PCM 、 MP 3、 AAC 、 AC -3 

网 


* デジクルき作権管理の RM ) されたファイルは、 DivX © 及びネットワーク上の機器の WMDRM で保護されているファイル(外 
再生できません。 


□DivX® の Video-on-Demand(VOD) に 
ごいて 

• DivX ® の公まサイトにある DivX ® Video - On-Demand 
( VOD ) サービスから DivX ® ファイルをま斤規で購入または 
レンタルずるときは、本機の登録番号が必要でず。詳しく 
は、 「 DivX © 登録コード」（屈=42ページ）をご覧ください。 
•本磯の登録番号と異なる番号で登録された DivX © VOD 
ファイルの再生はできません。 

• DivX ® VOD ファイルによっては、再生回数に制限がある 
ものがありまず。その場合、 DivX ® VOD の表示画面に再生 
できる回数を表示しまず。 

•再生ずるときは、で"はい"を、再生しないときは"しル1 
え"を違択し、 ENTER を押してください。 

脚 M 

•DivX PLUS ™ HD について： DivX ® は、 DivX 社が作成した 
デジタルビデオフォーマットでず。これは、108 Op とプレミ 
アムコンテンツまでの DivX Plus ™ ビデオ （ H .264/. MKV ) 
を含む DivX ビデオを再生ずる公式の DivX Ce け ified ® デバ 
イスでず。ファイルを DivX ビデオに変換ずるための詳細情 
報およびソフトウェアツールじついては、 www . divx . com を 
ご覧ください。 

• DIVX ビデオオンデマンドについて：この DivX Certified © 
デバイスは、 DivX ビデオオンデマンド （ V 0 D ) コンテンツ再 
生のため登録が必要でず。登録コードの作成については、デ 
バイスセットアップ.メニューの DivX VOD セクションをご 
覧ください。この〕ードを使用して vod . divx . com で登録プ 
□セスを完了し 、 DivX VOD じ関ずる詳細をお読みください。 


国 

•記録したときのを件じよっては、上記のファイルでも再生できないことがありまず。 

•ファイル名/クイトルを/アーティストを/アルバム名にメニュー画面で対応していない文字が含まれている場合は、正しく 
表示されません。 

• プ□グレ、ソシフ'おまで記録された 」 PEG おまの画像は巧生できません。 

•巧をピットレート (VBR : Variable Bit Rate ) じは対応していません。（再生できる場合、ディスプレイの商聞表示がまいま 
たは遅<なリまず。） 


>* 
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再生でをるメディア 


□ディスクやファイルについて スーパーオーデイオ CD 


CD 


BD ビデオ、 DVD ビデオ 

BD / DVD ビデオは、いくつかの大きな区切り（クイトル）とか 
さな区切り（チャプター）じ分けられていまず。それぞれの区 
切りには番号が割り当てられ、これらの番号をタイトルを号、 
チャプター番号と呼びまず。 

【例】 


づ 々イト 11/1 产 

BD , DVD - * 

^ _々イいしク_ ^ 

チャプター 1 チャプター 2 

チャプター 1 

チャプター 2 チャプター 3 


1^^ 

割 

|^§i 

m 


ハイブリッド BD 


•八イブリツド-ディスク 



BD レイヤーと DVD レイヤー 
の二層構造の八イブリッド 
BD でず。 DVD レイヤーは、 
通常の DVD プレーヤーで再 


DVD レイヤー日 D レイヤー生でさまず。 


【スーパーオーディオ CD の種類】 

•シングルレイヤー-ディスク 

HD レイヤー*のみで構成さ 



CD は、楽曲ごとなどのいくつかの区切り（トラック）に分けら 
れていまず。この区切りには番号が割り当てられ、これらのを 
号をトラック番号と呼びまず。 


I デュアルレイヤー-ディスク 


れる一層のスーパーオーディ 


1 

才 CD でず。 


了- j トラック1トラック2トラック3トラック4トラック己 



HD レイヤー*が二層構造の 
スーパーオーデ イオ CD であ 
り、高音質での長商聞再生が 
できまず。 


•ハイブリッド-ディスク 



HD レイヤー*と CD レイヤー 
の二層構造のスーパーオー 
ディオ CD でず。 CD レイヤー 
は、通常の CD プレーヤーで 


CD レイヤー HD レイヤー巧生できまず。 


* スーパーオーディオ CD の HD 音声(八イデンシティ音声) 
は、 HD レイヤーに収録されていまず。そのレイヤーの中に 
はステレオチヤンネルエリアとマルチチヤンネルエリアの 
一方または両方を持つことができまず。 


DVD 才ーディオ 

DVD オーディオは、いくつかの大きな区切り（グループ）とか 
さな区切り（トラック）じ分けられていまず。それぞれの区切 
りには番号が割り当てられ、これらの番号をグループ番号、卜 
ラック番号と呼びまず。 


ファイル 

DVD - RARW / 十 R /+ RW 、 CD - R/-RW や USB メモリーに記 
録された MP 3/ WMA / AAC/LPCM や JPEG 、 DivX ® ファ 
イルは、いくつかの大きな区切り（フォルダ）とかさな区切り 
(ファイル）に分けられていまず。ファイルはフォルダに、フォ 
ルダはいくつかの階層に分けて記録させることができまず。本 
機は8階層まで認識できまず。 

DVD - R /- RW /+ R /+ RW , CD - R/-RW 


または US 己メモリー 



1ぉ居目 




フ同ル1一 

^フ固ル2— フ胃レ3—- 

户フをルタち一 

2階居目 

—フ]，臺ル 4—► 

^ ~フ]，吾ル5 ~ ** —フ]•当ル8 ~ 

—フ：弓ル7 — ► 

3階居目 


み 冷 


因 

MP 3/ WMA / AAC や 」 PEG 、 DivX © などのファイルを 


^トフツク1 


- DVD 才ーディオ-- 

グルー プ1 - -1- -グループ 2 -- 

-トラ V が^!^トラック3^トトラック4^1トトラック5^ 


CD - R /- RW じ書き化む場合、ライティングソフトのフォー 
マットは 「 ISO 9660」でおこなってください。他のフォーマット 
で記録された場合、正常に再生できないことがありまず。詳し 
くは、ご使用のライティングソフトの説明書をご覧ください。 
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メディア使用時のごを意 


>* 


ディスクの入れかた 

• 記録面を下にして入れてください。 

•ディスクトレイが完全に開いた状態でディスクを入れてくだ 
さし、 

•ディスクは、トレイガイドに合わせて、水平に載せてくださ 
い。 

国 

再生できないディスクを入れた場合、またはディスクを裏返し 

じ入れた場合は、本機のディスプレイじ" N 0 D に C " を表示し 

まず。 

•ディスクは1枚だけ入れてください。2枚 W 上重ねて入れる 
と故障の原因じなり、ディスクを傷つけることにもなりまず。 

•ひび割れや変お、または接着剤などで補修したディスクは使 
用しないでください。 

• レンクルディスクのラベルやセ□八ンテープなどの糊がはみ 
化したものや、剥がした痕があるディスクは使用しないで< 
ださい。そのまま使用ずると、ディスクが取り化せなくなり、 
故障の原因じなることがありまず。 

•特殊お状のディスクの再生は、巧障の原因じなりまずので使 
用しないで < ださい。 



•電源がスタンバイ状態で、ディスクトレイを手で押し込まな 
いでください。故障の原因となりまず。 


メディアの取0巧いについて 


•指紋•油-ゴミなどをがけないでください。 

•ディスクに傷をつけないよう、特にケースからの化し入れに 
はご注意ください。 

• 巧げたり、熱を加えたりしないで<ださい。 

•ディスクの中ムの巧を大き< しないでください。 

•ディスクのレーベル面 （ EP 刷面）にボールペンや銘筆などで文 
字を書いたり、ラベルなどをおり付けたりしないでください。 
•ディスクを屋外など寒いところから急に暖かいところへ移ず 
と、ディスクの表面に水滴がつくことがありまずが、ヘアー 
ドライヤーなどで乾かさないで<ださい。 

•USB メモリーの再生中に USB メモリーをおいたり、本機の 
電源をスタンバイにしないでください。ファイルが壊れて、 
故障の原因じなることがありまず。 

• USB メモリーは分解したり、修理したりしないでください。 
•静電気によって 、 USB メモリーやファイルが壊れることがあ 
りまず 。 USB メモリーの金属端子部を指などで触らないでく 
ださい。 

•変形した USB メモリーを使用しないでください。 

•ご使用後は、あずディスクや USB メモリーを取り化し、ほ 
こりや傷、変おなどを避けるため、あず専用のケースに入れ 
て < ださい。 

• 次のような場所に置かないで< ださい。 

1. 直孰曰化が長時閨当たるところ 

2. 湿気-ほこりなどがをいところ 

3. 暖房器具などの熱が当たるところ 

ディスクのお手入れのしかた 

•ディ スクに指紋やミちれが付いたときは、巧れをふき取ってか 
らご使用 < ださい。 

•ふき取りには、市販のディスククリーニングセツトまたは柔 
らかい巧などをご使用ください。 



レコードスプレー.帯電防止剤や、ベンジン-シンナーなどの 
揮発性の薬品は、使用しないでください。 

き作権について 

•ディスクを無断で複製、 臓、 公開演奏、レンタルずること 
は法律じより禁止されていまず。 

•本項目は、著作権保畫技術を探用しており、米国特許および 
Rovi 株式会社のその他の知的財産権じよって保畫されてい 
まず。分解したり、改造したりずることわ禁じられていまず。 
•本製品の一部は、 AR に/ S 0 LANA /4 C の許諾のもと提供さ 
れ、著作権法じよって保畫されていまず。 


3 


顏 


咖 

瞧 


罰 

巧 

m 






















その他の厦巧 


デジタ jufi 号音声出力について 


本機はメディアじ収録されているデジクル音声信号のフォーマットを変換して出力できまず。接続ずる機器の仕様に合わせて、デジクル音声信号を設定してください。 
•プ□ツエクターなどの HDMI モニターによっては音黄信号入力に対応していない場合がありまず。 

そのような機器と本機を接続した場合、音声化力は HDMI 端子か6化力されません。 


メディア/ . 

アナ□グ音声出力端子 

デジタル音声出力端子(同軸） 

HDMI 出力端子（*1ツ，*4) 

ファイル 

首户 ノ オー y ツ h 

ミックス2チヤンネル 

ビットストリーム（*2) 

( 初期設定） 

PCM 

ビットストリーム C2) 

( 初期設定） 

PCM 


ドルビーデジタル 




ドルピーデジタル 



ドルビーデジタルプラス 


ドルビーデジクル 


ドルビーデジタルプラス 


BD 

ドルビー TrueHD 




ドルビー TrueHD 


DTS 


DTS デジクルサラウンド 


DTS デジタルサラウンド 



DTS-HD 



DTS-HD 



にァ PCM 


2ch リこア PCM 


マルチリこア PCM 



ドルビーデジタル 


ドルビーデジクル 


ドルピーデジタル 


BD-R/-RE 

MPEG-2 AAC 


MPEG-2 八 ACC;;7) 

2ch リこア 
PCM 

MPEG-2 AAC(*6) 



にァ PCM 


2ch リニア PCM 

マルチリニア PCM 

7 ルチ 
にァ 

pcMes ) 

AVCHD 

ドルビーデジタル 


ドルビーデジクル 

ドルビーデジタル 

2ch リこア PCM 


2ch リコ PCM 


マルチリニア PCM 


ドルビーデジタル 


ドルビーデジクル 


ドルビーデジタル 


DVD ビデオ 

DTS デジタルサラウンド 


DTS デジクルサラウンド 


DTS デジタルサラウンド 



にァ PCM 

2ch リコ PCM 

2ch リこア PCM 


2ch リこア PCM 


DVD オーディオ 

リこア PCM/P.PCM 



マルチリニア PCM 


DivX®(*8) 

ドルビーデジタル 


ドルビーデジクル 


ドルビーデジタル 


MP3. MP2 


2ch リニア PCM 


2ch リこア PCM 



マルチエリア 






スーパーオー 



音声出力しない 


DSD (ホ己） 


ディ オ CD 

ステレオエリア 





2ch リこア 
PCM 


CD レイ古一 






CD. MP3, WMA 



とじ 11 リ —— ノ’广し IVI 


AAC 




AAC(-6) 


DTS-CD 


DTS デジタルサラウンド 

2ch リニア 
PCM 

DTS デジタルサラウンド 

7 ルチ 
にァ 

PCM 


*1 :接続している HDMI 機器の対応してい 
る音黄フォー マッ トやチャンネル数じあ 
わせて自動で化カフォーマットを変更し 
まず。 

*2: " BD オーディオモード"を " MIX Audio 
Output " に設定したとき、第2音声と 
インクラクティブオーディオが混合され 
て止!力されまず。（屈=ページ11 .29) 

*3： DTS-HD MA の己.1 ch /192 kHz の〕 
ンテンツは 5.1 ch /96 kHz で化力されま 
ず。 

*4： 接続している HDMI 機器がドルビーデ 
ジクルプラス、ドルビー TrueHD 、 ま 
たは DTS - HD に対応していないとき 
は、ドルビーデジクル、または DTS デ 
ジクルサラウンドのビットストリームで 
止!力しまず。ドルビーデジクル、または 
DTS デジタルサラウンドのビットスト 
リームに対応していないときは、マルチ 
リニア PCM 、 または 2 ch リニア PCM 
で化力されまず。 

*5: 接続している HDMI 機器が DSD に対 
応していないときは、リニア PCM 化力 
されまず。 

HDMI 止!力端子から DSD 信号を止!力し 
ているとき、アナ□グ音声化力端子から 
の化力を5ユートしまず。 

が： AAC 信号に対応していない HDMI 機 
器と接続した場合、化力信号はリニア 
PCM として化力されまず。 

*7： AAC 信号に対応していない HDMI 機器 
と接続した場合、化力信号は化力されま 
せん。 

*8： HE - AAC 信号に対応していない HDMI 
機器と接続した場合、出力信号は出力 
されません。 
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デジタル信号音青出力について 


著作権保護システムにごいて_ 

HDMI 接続を适して BD ビデオや DVD ビデオなどのデジク 
ルゆ像と音声を再生ずるためじは、プレーヤーとテレビや AV 
レシーバーなどの双方が HDCPCHi 呂 h-bandwidth Digital 
Content Protection System ) と呼ばれる著作権保畫システム 
に対応している必要がありまず。 HDCP はデークの暗号化と 
巧手機器の認証からなるコピープ□テクシヨン巧術でず。本機 
は HDCP に対応していまず。 

HDCP じ対応していない機器を接続した場合は、巧像と音黄 
を正しく出力しません。お手持ちのテレビや AV レシーバーな 
どについては取扱説明書をご覧ください。 


登録商標について 


本製品は、次の巧術を探用していまず。（順不同) 


B/u-raifO/sc 

"团 u - 旧 y Disc ™" および"□ゴ 

B/u-rayOfsc 

は Blu-ray Disc Association の商標です。 

30 

■' Blu-ray 3 D ™" および " Blu-ray 
3 D ™" □ゴは、 Blu-ray Disc 
Association の商標でず。 

B ぶ / VT ™ 

" BD - LIVE " □ゴは团 u-ray Disc 
Association の商標でず。 

巨 ONUS 1// 幻が " 

" BONUSVIEW " は团 u-ray Disc 
Association の商標でず。 

AN/CAEC™ 

" AVCREC " および" AVCREC " □ゴは、 
Blu-ray Disc Association の商標です。 

巡 

DVD フォーマット□ゴライセンシング 
(株）の商標でず。 

Hinmi 

HDMI、HDMI □ゴおよび Hi 呂 h-Definition 
Multimedia Interface は、米国巧やイせの 
国における HDMI Licensing , LCC の商標 
または登録商標でず。 

i) 

Java 

POWERED 

J3V3 およひずべての 」3\/ a 関連の商標 
および□ゴは、米国および令の他の国に 
おける米国 Sun Microsystems , Inc . 
の商標または登録商標でず。 

の DOLBY 

TRUETT7 1 

ドルビーラボラトリーズか6の実施権に基 
づき製造されています。 Dolby 、 ドルビー、 
Pro Logic およびダブル D 記号は、ドル 
ビーラボラトリーブの商標です。 

藝 cttS~HD 

Ma 舰 f Audio 
Essential 

本機は DTS , Inc . からのライセンス契約 
に基づき製造されていまず。米国特許第 
5,451.942 号5,95日,674号，5,974,380 
号' 5.978 .762 号' 日.226.日1日号' 
日.487.535号，7.392 .195 号7.272 .567 
号，7,333,929号7,212,872号，その他， 
米国巧および国か特許ちしくは特許出願物。 
DTS の□ゴ，シンボル， DTS - HD および 
DTS-HD Master Audio I Essential は' 
DTS , Inc . の商標でず。本機はソフトウェア 
が含まれまず。 DTS , Inc , 版権所有。 


Windows、Windows Media は、米 
国 Microsoft Corporation の米国およ 
びその化の国における登録商標または 
商標でず。_ 

DivX®、DivX Certified®、DivX Plus ™ 
HD および関連する□ゴは、 DivX , Inc . 
の商標です。これらの商標は、 Div 义 
Inc . の使用許諾を得て使巧してしなす。 


" AVCHD " および " AVCHD " □ゴは 
パナソニック株式会社とソニー株式会社 
の商標でず。 


" x . v . Color " および " x . v . Color " □ ゴは 
x.v.Color ソニー株ま会社の商標でず。 


を r •:相) はイーストマン-コダック社の 
登録商標でず。 


DLNA®DLNA □ゴ' および DLNA 
CERT 旧 ED ⑩は Digital Living Network 
Alliance の商標，サービスマーク，または 

製品のカテゴリー: DMP (デジクルメディ 
アプレー中一 ) 

DLNA Certified® 製品磯能： FINDS . 


が I 

谣 


dak 

tureCD 





Windows 

Media™ 


巧 dina 

CERTIFIED 〜 


PLAYS 

コンテンツクイプ：音声，画像，巧像(サ 
ポートされたメディアおまを巧認してくだ 


さい） 

DLNA 顧客向けウェブサイト： 
www . dlna.org 

コンテンツじよっては他の DLNA 
Certified ® 製品と互換性を持たない場合が 
あります（例：オプションのメディアおま）。 



Tube 


YouTube および YouTube □ゴは、 
Google Inc . の登録商標でず。 
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用語の解説 


C 数字 ） 

4:3パンスキャン 

4 : 3のテレビと本機を接続しワイド （16 : 9) ディスクを巧生 
したときに、ディスクの制御情報にしたがって再生画像の左ち 
をカットし4:3のサイズにずる機能でず。 

4:3レターボックス 

4 : 3のテレビと本機を接続しワイド （16 : 9) ディスクを巧生 
したときに、上下に黒い帯のある画像で再生される機能でず。 


〔アルファベット〕 

AAC (アドバンストオーディオコーディング） 

MPEG -2 AAC は、日本のデジタル放送 （ BS 、 CS 、 巧上波)で 
操用されている音声高圧縮率符号化巧術でず。 MPEG 4 AAC 
は、携帯型のメディアプレーヤーでをく利用されている音声圧 
縮符号技術でず。 

AVCHD 

AVCHD は、ビデオカメラで撮影した高精細な八イビジョン巧 
像を ScmDVD 記録用ディスクまたは SD カード上に記録でき 
る、ま斤しいフォーマットの名称でず。 

AVCREC 

AVCREC は、八イビジョン巧像を DVD に記録ずるための規 
t 各のを称でず。 

BD-J ( Java ) (ビーディージェイ） 

BD ビデオでは、 」 a \/ a アプリケーションを利用した、よリイ 
ンクラクティブな機能(ゲームなど）を楽しめるソフトがありま 
ず。 

BD - LIVE (ビーディーライブ） 

本機をインクーネットに接続して、特別巧像や字幕などの追加 
コンテンツや、ネットワーク対戦ゲームなどさまざまな機能を 
楽しむことができまず。 

Bonus View (ボーナスビュ ー） 

BD ビデオの特典巧像でず。巧画監督のコメントや、同時進行 
のサブストーリー、別アングルの巧像などがありまず。 

Deep Color (ディープカラー） 

従来の8ビットの色数を超えるを調表現が可能な巧術で、を 
絹のない、より自然じ近い色を再現ずることができまず。 

Default Gateway (デフォルトゲ-トウエイ） 

このデバイスは、内部ネットワークと外部ネットワーク（イン 
クーネットなど）との圍の化入り□でず。 

DHCP (ダイナミックホストコンフィグレーションプロトコル） 

本磯やパソコン、ブ□ー ドバンドルータのようなネットワーク 
機器に、自動的に IP アドレスなどのネットワーク設走をおこ 
なう仕組みのこと。 
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DivX 

DivX , Inc . が開発したビデオコーデ、ソク（動画圧縮伸張ソフト 
ウェア）でず。 「 MPEG -4 Part 2」 （「 MPEG -4 ASP 」 として巧 
られている）をベースじした圧縮巧術でず。 

高い画像品質を保ちながら、長時園のビデオを AI \さいファイル 
じ圧縮できまず。無料の 「 DivX 」 と、有料の 「DivX PRO 」 の2 
種類がありまず。 

DLNA 

Digital Living Network Alliance の略語。 

ホームネットワークにおける AV 機器とコンピューターの柜互 
接続や音楽、静止画、および動画のをデークの相互利用の仕 
様を策定ずるために設立された業界団体でず。 

本機は 、 「DLNA Home Networked Device Interoperability 
G 山 delines 」 に準拠していまず。 

本機は著作権保護規格の DTCP - IP に対応していまず。著作権 
保護されたデジクル放をなどの録画巧像をネットワーク経由で 
視聴ずることができまず。 

DNS (Domain Name System ) 

インクーネット上のホストをと IP アドレスとを照合ずるシス 
テム。 

Dolby Digital (5.1 -ch Surround ) 

ドルビーデジクル （5.1 ch サラウンド）。 

ドルビーラボラトリーズじよって開発された立体音響タカま。最 
大 5.1 チャンネルで構成される、独立型マルチチャンネル音 
声システムでず。 

DTCP-IP 

DTCP-IP (Digital Transmission Content Protection over 
Internet Protocol ) とは、著作権保畫がきのデジクル放をな 
どのデータ配信をずるための規格でず。デジタル放をなどの録 
画巧像をネットワーク経由で視聴ずる際には、 DTCP - IP じ対応 
したサーバーが必要になりまず。 

DTS (ディーティーエス） 

Digital Theater System の略で、 DTS 社が開発した、デジタ 
ル音声システムでず。 DTS 対応レシーバーなどと接続して再 
生ずると、巧画館のような正おな音場定位と臨場感のある音響 
巧まが得られまず。 

DTS - HD (ディーティーエスエイチディー) 

ブルーレイ.ディスクのオプション音声としてな用された、従 
来の DTS をさらに高音質-高機能化したデジクル音声巧術で 
ず。をチャンネル、高デーク転をまを、高サンプリング周波数 
や、□スレス•オーディオ再生をサポートしていまず。ブルー 
レイ-ディスクでは、最大 7.1 チヤンネルまで対応していまず。 


HDCP (エイチディーシーピ ー) 

機器聞でデジクル信号をを受信ずる隐じ、信号を暗号化し、コ 
ンテンツが不正にコピーされるのを防止ずるき作権保畫技術の 
一つでず。 

HDMI (エイチディーエムアイ） 

High-Definition Multimedia Interface の略で、テレビやレ 
シーバーなどと接続できる AV 用のデジタルインターフェース 
でず。巧像信号と音声信号を1本のケーブルで接続できまず。 

IP アドレス 

各ネットワークデバイスに割り当てられる識別番号。 

JPEG (Joint Photo graphic Experts Group ) 

静止画像デークの圧縮ちまのひとつでず。ファイル容量をかさ 
くできる割に画質のほ下が少ないため、デジクルカメラの保存 
ち式などで広 < 使われてしまず。 

LAN (Local Area Network ) 

デバイス圍を接続ずる有綜または無線のネットワーク。 

LFE (エルエフイー) 

Low Frequency Effect の略で、低音部のタカま音を強調ずる 
ための化カチャンネルでず。 20 Hz 〜 120 Hz の重ほ音を出力 
ずることで、サラウンド音声に迫力を加えることができまず。 

MAC アドレス 

LAN 力ードなどのネットワークデバイスの固有識別番号。 

MP 3 (MPEG AudioPlayer 3) 

音声データ圧縮方式のひとつで、国際的な標準規格でず。巧 
像圧縮ちまの 「 MPEG -1 」にな用されていまず。音楽 CD 並の 
音質を保ったままデーク量をお1/11じ圧縮できまず。 

MPE 6( エムペグ） 

Moving 円 cture Experts Group の略で、動画音声圧縮ちま 
の国際標準でず。 BD や DVD のか像は、このちまで収録され 
ていまず。 

Proxy (プロキシ） 

内部ネットワークからインターネ、ソト接続をおこなう際、高ま 
なアクセスおよび安全な通信をお保ずるための中継機器でず。 








WMA (Windows Media Audio ) 

米国 Microsoft Corporation じよって開発された音声圧縮技 
術でず。 

WMA データは 、 Windows Media ® Player Ver .7、7.1、 
Windows Media©Player for Windows © XP 、 または 
Windows Media ® Player 9 Series を使用してエン]—ド 
(符号化)ずることができまず。 

WMA ファイルは、米国 Microsoft Corporation より認証を 
受けたアプリケーションを使用してエンコードしてください。 
もし、認証されていないアプリケーションを使用ずると、正常 
じ動作しないことがありまず。 

x . v.Color 

色の表現がより正確になり、自然で生き生きとした峡像を表現 
ずることが可能じなりまず。 " x . v . Color " はソニーの登録商標 
でず。 

YouTube 

丫 ouTube 社が運営ずる動画コンテンツ共有サイトでず。 


广 ァ行 つ 
アスぺクト比(縦横比） 

テレビ画面の縦横比率でず。従来のテレビ画面の比率は4:3 
で、ワイドスクリーンテレビの画面の比率は1日： 9でず。 
インターレース(飛び越し走査）テレビじ巧像を巧ずときに従来 
から行われているちまで、巧像の1フレームを2っのフィー 
ルドとして半分ずっ表示しまず。 

インタラクティブオーディオ 

BD ビデオのタイトルなどじ収録されている、操作していると 
きのクリ、ソク音などの音声でず。 

音声コメント 

DVD - Video や BD - Video の特典としてっけられる音声プロ 
グラムでず。マルチ音声機能を利用して、スタッフ等が実際の 
巧像に対して解説や実ミ兄中継した音黄を収録していまず。 


广 サ行 つ 

視萨制限 

視聴者の年齢に合わせ、暴カシーンなどを含む BD ビデオや 
DVD ビデオの再生を制限ずる機能でず。本機では、 BD ビデオ 
は〇〜254、 DVD ビデオは1〜8のレベルで視聴制限を設定 
できまず。 


セカンダリーオーディオ(第2音声） 

BD ビデオのボーナスビューに収録されている巧画監督のコメ 
ントなどの音声信号でず。 

セカンダリーサブタイトル 

BD ビデオのボーナスビューに収録されている巧画監督のコメ 
ントなどの字幕でず。 

サンプリング周波数 

サンプリングとは、音の波(アナ□グ信号）を一定時園の園隔で 
刻み、刻まれた波の高さを数値化(デジタル信号化）ずることで 
ず。 

1秒圍に刻む回数をサンプリング周波数といい、この数値が大 
きいほど原音に近い音を再現できまず。 

サブネットマスク 

ネットワークを識別ずるためじネットワークアドレス用に予約 
された IP アドレスのビットを定義ずる32ビットの値 

C 夕行 ） 

タイトル 

BD ビデオや DVD ビデオのチャプターから構成されるコンテ 
ンツ単位でず。 BD や DVD ビデオじは複数のクイトルを含む 
ものがありまず。 

ダイナミックレンジ 

機器が化ずノイズじ埋もれてしまわない最^值と、音害 U れしな 
い最大音との音量差のことでず。 

ダウンミックス 

サラウンド音声のチャンネル数を、より少ないチャンネル数に 
変換して再生ずる機能でず。 

チャブター 

BD ビデオや DVD ビデオのタイトルを構成している制作者が 
意図した区切りでず。チャプクーサーチ機能ではこの区切りの 
先頭にサーチしまず。 

ドルビー TrueHD 

ブルーレイ-ディスクのオプション音声としてな用された□ス 
レス符号化技術で、 7.1 チャンネルに対応していまず。 

ドルビーデジタル巧. 1 ch サラウンド） 

ドルビーラボラトリーズが開発した立体音響タカまのことでず。 
最大 5. 1チャンネルの独立したマルチチャンネルオーディオシ 
ステムでず。 

ドルビーデジタルブラス 

ドルビーデジクルの化張版で、ブルーレイ-ディスクのオプ 
シヨン音声としてな用された高音質デジクル音声巧術でず。 


广 ハ行 つ 
ピクチャー-イン-ピクチャー 

主巧像で本編を視聴しながら、副巧像でメイキングやコメンタ 
リーなどの巧像を視聴ずる BD ビデオの機能でず。 

ビットレート 

ディスクに収録された巧像-音声のデータを1砂聞に読み込む 
量をあらわしまず。 

ファイナライズ 

BD / DVD / CD などのレコーダーで収録したディスクを、ほか 
のプレーヤーで再生できるようじずるための処理でず。 

ブライマリーオーディオ(第1音声） 

BD ビデオの本編などに収録されている音黄信号でず。 

プライマリーサブタイトル(第1き幕） 

BD ビデオの本編などに収録されている字幕でず。 

ブライマリービデオ 

BD ビデオの本編などに収録されている巧像信号でず。 

ブルーレイ-ディスク 

片面1層のディスクで 25 GB の容量を持っ、ハイビジョン巧 
像の巧画やゲームなどの収録に対応したディスクでず。 

プログレッシブ(順次走査） 

巧像の1フレームを1っの画像として表示ずる巧像信号の走 
査方までず。インクーレースちまに比べ画像のちらっきやじじ 
みが少ない巧像を再生できまず。 

ポップアップメニュー 

BD ソフトに収録されているメニューでず。 BD の再生中に画 
面手前に表示してメニューを操作できまず。 


C づわ ） 

リージヨンコード 

BD ビデオや DVD ビデオを再生できる国や地域を示ずコード 
でず。 

リニア PCM 

圧縮していない PCM (Pulse Code Modulation ) 信号で 
ず。 CD の音声と同じ方式でずが、 BD や DVD では 192 kHz 、 
96 kHz 、48 kHz などのサンプリング周液数を用いており 、 CD 
よりも高音質の音声が楽しめまず。 
























削奪かな？と思った s 


1. 各接続は正しいですか 

2. 取扱説明書じ従って正しく操作していますか 

3. その他の機器は正しく動作していますか 

本磯が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表のを項にも該当しない場合は本機の故障とも考えられまずので、お買い上げの販 
売店じご准談ください。もし、お買い上げの販売店でお分かりじならない場合は、当社のお客 
様巧談センクーまたはお近くの修理柜談窓□じご連給ください。 


【共通】 


M 運ぺージ 


電源が入らない。 

•電源コードは本体背面にしっかりと接続されていますか。 

•電源プラグを電源コンセントへしっかりと差し込んでください。 
•安全保護装置が働いていることがあります。このときは一度電源 
プラグをコンセントから抜き、日〜10秒後に再びコンセントに差 
し込んでください。 

10 

10 

10 

►を押しても、再生 

•本機内部またはディスクじ結露が発生していませんか。（電源を 

10 

が始まらない。また 

切ったまま、1〜2時間放置してください。） 


は，すぐに停止する。 

•ディスクに傷があったり、指紋などでミちれたりしている場合は、正 
常に再生できない場合があります。ディスクを清掃するか、傷の 
ないディスクと取り替えて再生してください。 
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•ディスクが裏返しに人っていませんか。再生したい記録面を下に 
して正しく入れ直してください。 

11 


• 再生できないディスクが入っていませんか。 

50 


•ディスクが人っていません。ディスクを入れてください。 

11 

ディスクを取り化し 

•内部エラーが発生している可能性があります。一度電源をスタン 

10 

てわ壁紙の画面が表 
示されない。 

パイにして、しば6く耀ってから再び電源を入れてください。 


各ボタン操作ができ 

•ディスクによってはその操作を禁止している場合があります。 

18 

ない。または、本機 

•安全保護装置が働いていることがありまず。このときは、一度電 

10 

が反応しない。 

源プラグをコンセントか6あき、日〜1日秒後に再びコンセントに 
差し込んでください。 



• ディスクの説明書をお読みください。 

- 

アングルを変えて見 

•権数のアングルが収録されていない巨 D ビデオまたは DVD ビデ 

25 

ることができない。 

才は、アングルを切り替えられません。また、複数のアングルは 
特定の場面のみ収録されているものがあります。 


タイトルを選択して 

•視聴制限によって再生を禁止している可能性があります 。 GUI メ 

40 

も再生が始まらない。 

こューの"視聴制限設走:"の設をを確認してください。 


視聴制限で設をした 
パスワードを忘れた。 

•GUI メこューの"システム"吟"初期化"を実行してください。 

39 
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【映像】 


巧が 

原因/巧策 

関連ぺージ 

巧像が巧6ない。 

•テレビの入力切り替えを本機の入力に切り替えていまずか。 

9-10 


•ピュアダイレクト機能が " Pure Direct 1" または "Pure direct 2" 
になっていませんか。"オフ"にしてください。 

25-26 


• 映像/コンポーネント巧像ケーブルの接続を確認してください。 

14.15 


• リモコンの HDMI MODE を押して、 "24 P Output On " じ設定し 
ていまずか？設をされていると、特定ディスクの再生中、映像端す 
やコンポーネント映像端子か6は峡像を化力しません。 

26 


• 解像度の設定が、接続先の機器の觸像度に含っていまずか。 

27 


• リモコンの RESOLUTION を押して、接続先の機器が対応してい 
る解像度に設をしていまずか。觸像度を設をしてください。 

27 


•峽像ケープルがしっかりと接続されていません。峡像ケープルを 
しっかりと接続してください。 

14〜16 


• HDMI 出力端子の接続先が機器の DVI 入力端子に接続していませ 
んか？ DVI 接続では HDCP じ対応していないため、峡像を正し< 
化力しません。 

16、55 

映像が映らない。ま 

.早送り/早戻しをした直後などでは、を少画像が乱れることがあり 

22 

たは、映像が乱れる。 

まずが、故障ではありません。 


目 D ビデオや DVD ビ 

• 本機の唤像/コンポーネント映像化力は直接テレビに接続するか、 

16 

デオの峽像が、白黒 

AV レシーバーを経由してテレビに接続してください。 VTR 〔ビデ 


画像[こなる。 

オテープレコーダー)溜由で接続しないでください。ディスクじよっ 
ては コピー 禁止信号が入っているものがあり、そのようなディスク 
を VTR を通して再生するとコピーガードシステムにより、画面が 
乱れることがあります。 



• 本機が対応していないディスクや、異なるリージョンコードのディ 
スクが入っていませんか。〔本機が対応しているリージョンコード 
は、巨 D ビデオは 「 A 」、 DVD ビデオは「2」または 「 ALU です。） 

20 

再生中に画像が動か 

•ディスクじ傷があったり、指紋などでミちれたりしている場合は、正 

53 

なくなる。 

常に再生できない場合があります。ディスクを清掃ずるか、傷のな 
いディスクと取り替えて再生してください。 



•ディスクじ記録されたデータの中に、問題がある可能性があります。 

50 

字幕が化ない 

•字幕の入っていない巨 D ビデオ、 DVD ビデオまたは DivX ® ファイ 
ルは字幕が表示されません。 

25 


•字幕の設定が"オフ"じなっていませんか。ディスクメこューかまた 
は SUBTITLE で表示させる字幕を設走:してください。 

25 

























【音声】 



HD オーディオ音声 
を化力しない。 


原因/巧* I M 運ページ 


• " BD 才ーデイオモード"を " HD Audio Output " じ設定してくださ 11.29 

い 


音声が化ない。また 
は、聞きづ6い。 


•音声接続をしている機器やスピーカーの接続を確認してください。 
•音声接続をしている機器の電源は入っていますか。また、入力切 
り替えを本機の入力に切り替えていますか。 

•音声出力の選択は正しくおこなわれていまずか。 


14〜17 
10 

11、24、日4 


音声が出ない。 •早送り、早戻し、ス□一再生、一時停止のときは、音声が出力し 24 

ません。通常再生に戻してください。 


• HDMI 化力端子の接続先が機器の DVI 入力端子に接続していませ 16.55 

んか？ DVI 接続では HDCP じ対応していないため、音声を正し 
く化力しません。 


• ピュアダイレクト機能が " Pure Direct 1" または "Pure direct 2" 
_になっていませんか。_ "オフ"じしてください。_ 

インターラクティプ - MODE 設定で"目 D オーディオモード"を " Mix Audio Ouput " に 
音声が出力されない。設をしてください。 


マルチチャンネル音•マルチチャンネルの音声を選択していますか？リモコンの AUDIO 
声が化力されない。 を押して、ディスクの音声をマルチチャンネルじ音声に切り替えて 

ください。 


デジタル音声化力端 
子か6192 kHz のデ 
ジタル音声が化力で 
きない。 


•GUI メこュー設定で、"オーディオ化力"-"ダウンサンプリング"が 
192 kHz じ設定:されていません。192 kHz に設をしてください。 

•再生ずるディスクの収録されているコンテンツの著作権が保護さ 
れています。ダウンサンプリングを192 kHz じ設をしても、デジ 
タル音声化力端子か6は48 kHz で化力されます。 


26 


11.29 


24 


43 

43 


HDMI ] 



HDMI 接続で峽像や 
音声が化力されない。 


原因/巧 


• HDMI ケープルの接続を確認してください。 

•本機のディスプレイの" HDMI " 表示が点财していまずか。 

• ピュアダイレクト機能が " Pure Direct 1" または "Pure direct 2" 
になっていませんか。"オフ"じしてください。 

•本機を接続したテレビ皆 AV レシーバーなどは HDCP じ対応して 
いまずか。 HDCP じ対応していない機器を接続した場合は、正常 
に映像が化力されません。お手持ちのテレビや AV レシーパーな 
どについては取撒説明書をご覧ください。 

• HDMI 映像解像度の設をが、接続先の機器で対応している觸像度 
か確認してください。 " Auto " にすると本機が自動で設定しまず。 


閲運ページ 


9 

46 

26 

55 


27 


巧が 

原因/巧第 

関連ぺージ 

HDMI 接続で峡像や 

•本機の電源をオフにし、再度オンにしてください。 

9、10 

音声が化力されない。 

•接続先の電源をオフじし、再度オンじしてください。 

9、10 


• HDMI ケースレを}友き、再度接続してください。 

9、10 


• AV レシーバーと接続している場含、直接 TV に接続して映像およ 

- 


び音声の出力を確認してください。問題なく化力したとき、再度 
AV レシーバーと接続し、 AV レシーバーの設定:を確認してくださ 
い。 


[USB メモリー】 


巧が 

原因/巧策 

関連ぺージ 

USB メモリーが読み 

•USB メモリーのフォーマットが本機の対応していないフォーマッ 

39 

込まれない。 

卜になっている。または互換性のない USB メモリーを使用してい 
る。 

•再生メディアモードは " USB MODE " になっていますか。 
SOURCE で" USB " を選択してください。 



33、34 

US 巨メモリーのデー 
夕が表示されない(読 

•対応のフォーマットで初期化されていますか？ （ FAT 16/ FAT 32) 

31.39 

めない） 

•ハプを使巧していませんか？使巧している場合、直接本機の USB 
ポートに USB メモリーを接続してください。 

31 


•延長ケープルを使巧していませんか？使用している攝合、直接本 
機の USB ポートに USB メモリーを接続してください。 

31.50 


•本機で対応ずるコンテンツで保存していますか？"ファイル"で対 
応ずるコンテンツを確認してください。 

51 


•192 MB じ(下の USB メモリーを FAT 32 でフォーマットずると読 
み込めない場合があります。その場含は FAT 16 でフォーマット 
してください。 

31、己日 


•睛号化などの処理が行われている USB メモリーには対応していま 
せん。 

- 

US 目メモリーが認識 

• USB メモリーによっては本機から供給する電力で動作できない 

- 

されない 

塌含があります。 US 巨本機から USB メモリーじ供給する電力は 
5 V /1 A でず。本機の仕様に合った USB メモリーをご使巧くださ 
い0 



•USB メモリーが US 巳ポートにしっかり接続されているか確認し 
てください。 

31 

"."で始まるファイル 

• Mac の 0 SX 等で作成したコンテンツを USB メモリーじ〕ピーし 

- 

が再生できない。 

た場合、隠しファイルも同時にコピーされまず。このファイルは 
拡張すはコンテンツの拡張すと同じ表示をしまずが、実際はコン 
テン、ソではありません。 

Windows PC 等でファイルを削除してください。 


BD - LIVE / ボーナス 

•USB メモリーの空き容量が 1 G 巨じ(上ありますか。 

20 

ビュー再生ができな 

•本機で USB メモリーを初期化していまずか。 

39 

い。 

•電源を人れた状態で USB メモリーを装着していませんか。（スタ 
ンパイが態で USB メモリーを装着してください。） 

31 












































【ディスク】 


巧げ 

原因/巧第 

関連ぺージ 

再生巧能ディスクが 
読み込まれない。 

• ピックアップレンズがミちれている可能性があります。修理に化され 
る前に、市販のレンズクリーナーでレーザーピックアップを清掃し 
てください。（八ケ付きのクリーナーはレンズに傷を付ける恐れが 
ありまずので使巧しないでください。） 


ディスク再生できな 
い。 

•録画後のファイナライズが正しくされていない。ファイナライズを 
おこなってください。 

50 


ネットワーク】 


巧巧 

原因/巧策 

関連ページ 

ネットワークにつな 

• LAN ケーブルが接続されていない。ネットワークの巧続を見直し 

32 

が6ない。 

てください。 



• IP アドレスが正しくない。ネットワークの接続を見直してくださ 
い。 

•ファイアウォールによって接続が制限されている。本機との通信 
を許巧してください。 

41 


32 

サーバーが見つか6 

•サーバーが起動していない。サーバーを起動してください。 

33 

ない。 

•サーバーが本機を認証していない。サーバー側で本機を認証して 
ください。 

32 


•本機がサーバーを認識していない。サーバーリストの再取得を巧っ 
てください。 

34 

メディアプレーヤー 

• リストのファイル数がをく処理に時間がかかっている。処理が終わ 

己1 

が応答しない。 

るまでお待ちください。 



•複数のサーバーが起動中または情報更新中である。処理が終わる 
までお待ちください。 

- 


• メディアプレー中一が操作を受け付けない。メディアプレーヤー画 
面で DLNA サーチを選択してください。 

33 

ファイルリストを取 

•サーバーがファイルリストを構築している。サーバーがファイルリ 

- 

得できない。 

ストを構築するまでに時間がかかるものがあります。その場合は構 
築が終了するまでお待ちください。 



•サーバーが登録可能なファイル数を超えている。サーバーが登録 
巧能な範囲にファイル数-ファイルおまを制限してください。詳 
しくはサーバーの説明書を参照してください。 



•サーバーが対応していない文字をファイルをなどに使用している。 
サーバーが登録可能な範囲にファイル数-ファイルおまを制限し 
てください。詳しくはサーバーの説明書を参照してください。 


著作権保護された 

•著作権保護されたファイルを再生ずるには、サーバー側が DTCP - 

己1 

ファイルが再生でき 

IP 規格に対応している必要がありまず。ご使用中のサーバーが 


ない。 

DTCP - IP じ対応しているかご確認ください。 



• Windows DRM のコンテンツじは対応していません。 

己1 

再生や次のファイル 

• ファイルのサイズが大きい。巧障ではありません。 

51 

じ切り替わるまで時 
間がかかる。 

• DRM 保護コンテンツを再生している。故障ではありません。 

己1 


巧が 

原因/巧第 

関連ぺージ 

ファイルリストが表 
示されるまで時間が 
かかる。 

•リスト巧のファイル数がをい。ランダムプレイ中サーバー 
内のファイルがをいほどリスト取得まで時園がかかりまず。 
接続ずるサーバー数を減らずか、サーバーに登録している 
ファイルを減らしてください。 

50 

再生可能ファイルお 
式なのじ再生できな 
い。 

•サーバーがそのファイルおまじ対応していない。再生可能なファ 
イルは本機の対応お式とサーバーの対応形式両方に依をします。 
サーバーの説明書を参照してください。 

51 


•ネットワーク帯域の不足じより、ネットワーク内の通信が混雑し 
ている攝合がありまず。他の機器の通信を停止させるか、ネット 
ワーク環境を見直してください。 

32、3目 

再生が途切れる。 

• ファイルのビットレートが高すぎる。ネットワーク内の通信が混雑 
している場合がありまず。他の機器の通信を停止させるか、ネッ 
トワーク環境を見直してください。 

51 


BD - Live ] 


巧げ 

原因/巧巧 

関連ぺージ 

BD - Live 機能が動作 

•接続テストをおこなってください。"ネットワークは失敗でず。"の 

41 

しない。 

場合はネットワークケーブルの接続状態，設をを巧認して<ださ 
い 0 



• BD - Live 機能を使巧ずる際、使用しているブ □- ドバンドのス 
ピードが十分でない 。 Internet Service Provider ( ISP ) に確認し、 
ブ□ー ドバンドの推奨スピードに変更してください。 

20 


•ディスクが巨 D - LiveTM じ対応しているか確認してください。 

- 


•USB メモリーにデータをダウン□ードしても、動作しない場合 
は、本機で USB メモリーをフォ-マットし直してください。 

39 


• "ネットワーク"の"巨 D - Live 接続"の設走:で"禁止"になっている。 
"許巧"に設定してください。 

41 

BD - Live の巧像が再 

•内蔵メモリーまたは US 巨メモリーにダウン□ードしたコンテン 

20 

をできない。 

ツは巨 D ビデオのコンテンツの一部としてディスク製作者により、 
提供されていまず 。 USB メモリーに巨 D - LiveTM の峡像や音声の 
コンテンツをコピーし、（本機じ(外の） US 巨メモリーだけでは再生 
できません。 
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[ YouTube ] 


巧げ 

原因/巧策 

関連ぺージ 

ストリーミングビデ 
オサービス再生中(こ 
再生が時々止まる。 

• YouTube 機能を使巧ずる隙、使用しているプ□-ドバンドのス 
ピードが十分でない。 Internet Service Provider ( ISP ) に確認し、 
ブ□ー ドバンドの推奨スピードに変更してください。 

32 


【リモコン】 


原因/巧* I M 運ぺージ 


リモコンで操作でき 

• リモコン受光部に向けて操作していますか。 

49 

ない。 

• リモコン受光部との距離が 7 m じ(内のところで操作してください。 

49 


• リモコン受光部との間にある障害物を取り隙いてください。 

49 


•乾電池が消耗していますので、新しい乾電池こ交換してください。 

49 


• 乾電池は、©©を確かめて正しく入れてください。 

49 


• リモコンと本体のリモコンコードは合っていますか。 

49 


•受光部(こ直接日光やインバーターのを光灯の強い光が当たってい 

49 


ませんか？受光部に光が当た6ないよう(こしてください。 


他の DEMON 製機器 

•本機は他の DEMON 製品のリモコンで動作させることができまず。 

42 

のリモコンで動作ず 

•化の機器のリモコンで動作させたくない場合は、 GUI メこユーの 

42 

る。 

"その他"が‘レガシーリモコン受信設走:"を"オフ"に設をしてくだ 
さい。 



因 

• 機能によっては一部の操作状態で使用できないことがありまずが、これは巧障ではありません。 

正しい操作ち法については、本文の説明をよくお読みください。 

•ディスクにより音量が異なることがありまずが、ディスクの記録ちまの違いによるもので巧障で 
はありません。 

•プ□グラム再生中は、ランダム再生や希望ずるトラックまたはファイルからの再生はできませ 
ん。 

•ディスクじよっては使えない機能もあります。 


ほ障と修理について 


>* 


□保証書にごいて 

この製品には保証書が添がされておりまず。 
保証書は、必ず「販売店を-購入日」などの 
記入をおかめて販売店から受け取っていた 
だき、内容をよ<お読みの上、大切じ保管 
してください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


巧証巧囲中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 

だきまず。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

脚説 

保証書が添付されない場合は、有料修理じな 

りまずので、ご注意ください。 

照正巧囲経遇をの修理 

修理じよつて機能が維持できる場合は、お客 

様のご要望により、有料修理致しまず。 

有料修理の料金については、「製品のご相談と 

修理.サービス窓□のご案内」じ記載の、お近 

くの修理柜談窓□へお問い合わせください。 

□修理を依巧されるとを 
修理を巧おされる前に 

• 取扱説明書の「故障かな？とおつたら」の項 
目をご確認ください。 

•正しい操作をしていただけずに修理を依頼さ 
れる場合がありまずので、この取扱説明書を 
お読みいただき、お調べください。 

修理を依巧をれるとき 

•添付の「製品のご相談と修理.サービス窓 □ 
のご案内」に記載の、お近<の修理相談窓 □ 
へご相談ください。 

•修理を依頼されるときのために、捆包がは保 
存しておくことをおずずめしまず。 


依巧の隐に 

連結していただをたい内容 

•おを前、ご住所、お電話番号 
•製品名……' 取扱説明書の表おじ表示して 
いまず。 

•製造番号…保証書と製品背面に表示して 
いまず。 

• できるだけ詳しい巧障または異常の内容 

補修部品の巧ち期巧 

本機の補修用性能部品の保有期圍は、製造 
巧ち切り後8年でず。 

□お客様の個人情報の巧護にごし、て 

•お客様にご記入いただいた保証書の控え 
は、保証期圍巧のサービス活動およびその 
後の安全点検活動のためじ記載内容を利用 
させていただく場合がございまずので、あ 
らかじめご了承<ださい。 

•この商品に添付されている保証書によっ 
て、保証書を発行している者(保証責任者） 
およびそれ(外の事業者に対ずるお客様の 
法律上の権利を制限ずるものではありませ 
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をな仕樣 


□ 本巧 

信号形式： 

巧広ディスク/メモリーデバイス： 


峽像出力： 

コンホ’ーネント峡像出力： 

HDMI 出力： 

アナ□グ音声出力： 

音声出力特性： 


デジタル音声出力： 


NTSC , PAL 

(1) 巨 D ビデオディスク： 

1 2 cm 片面1層、1 2 cm 片面2層 

(2) DVD ビデオ / DVD 才ーディオ： 

12 cm /8 cm 片面 T 層、 12 cm /8 cm 片面2層、 
1 2 cm /8 cm 両面2層(片面 T 層） 

(3) スーパーオーディオ CD : 

1 2 cm 1 層、1 2 cm 2 層、1 2 cm バイブリット’ 

(4) コンパクトディスク (： CD - DA ) : 

12 cm /8 cm ディスク 

(己）メモリーデバイス； 

US 巨メモリー 


化カレべル； 1 Vp - p (7 日 Q ) 

出力端子：ピンジャック1系統 
Y 化カレペル： 1\/ p - p (7 日 Q ) 

Pb / Cb 、 Pr / Cr 化カレべル：日. 7 V | D - p (75 0) 

出力端子：ピンジャック1系統 

出力端子：1目ピン HDMI 端す1系統 

HDMI Ver . 1 .4 a (ディープカラー、ドルビーデジかレプラん 

卜‘ルビー TrueHD 、 DTS-HD 対応、 3 D ) 

化カレべル； 2 Vrms (10 k 0) 

2チャンネル出力端子；ピンジャック1系統 
(1) 周波数特性： 


① BD (リこア PCM ) 


③ DVD (リニア PCM ) 


； 2 Hz 〜 22 kHz (48 l < Hz サンプリング） 

: 2 Hz 〜 44 kHz (96 kHz サンプリング） 

: 2 Hz 〜 88 kHz (192 kHz サンプリング) 
: 2 Hz 〜 22 kHz (48 kHz サンプリング） 

: 2 Hz 〜 44 kHz (96 l < Hz サンプリング） 

: 2 Hz 〜 88 kHz (192 kHz サンプリング) 


③ スーパーオーデイオ CD ； 2 Hz 〜4日 kHz 

④ 音楽用 CD :2 Hz 〜 20 kHz 


(2) S/N 比： 115 dB 


(3) 全高調汲歪率：1 kHz 、 0.0025 % 

(4) ダイナミックレンジ：10日 d 巨（巨 D ) 
出力端子：同軸端子1系統 


□據合 


電源： AC 100 V 50/60 HZ 

消費電力： 25 W (電気巧品安全まによる） 

("イ氏消費電力設定"〔煙=3目ページ））•低消費電カスタンバイ時 

• 通常スタンバイ時： 0.5 W 


: 0.3 W 


最大かおづ法： 434(幅 ）X T 07搞さ ）X 319煥巧き ) mm 

質量： 4ぶ kg 
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□ リモコン ( RC -1 151) 

リモコン方式： 

乾電池： 

最大かおづ法： 

質量： 


赤外線パルスま 
単3お乾電池2本使用 
己3(幅 ）X 28(高さ ）X 224(奧行き ） mm 
1己己 g (乾電池を含む） 


※仕様およびタト観は改良のため、予告な<変更ず 
ることがありまず。 

※本機を使用できるのは日本国内のみで、外国で 
は使用できません。 


※本機は国内仕様です。 

必ず AC 100 V のコンセントじ電源 
プラグを差し込んでご使巧くださ (X1 
し、 AC 100 V 1：:^外の電源には絶 
対に接続しないでください。 
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ライセンス 


ここでは、本機に使われているソフトウェアの利巧許諾（ライセンス）について記載しています。 
正確な巧容を保有するたゆ、原文(英語）を記載しています。 


□ Exhibit-A 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2.」Lme 1991 
Copyright (C)1989, 1991 

Free Software Foundation, Inc., 已 1 Franklin Street, Fifth 

Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim 

copies of this license document, but changing it is not 

allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away 
your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public License is intended to guarantee 
your freedom to share and change free software—to make 
sure the software is free for all its users. This General 
Public License applies to most of the Free Software 
Foundation's software and to any other program whose 
authors commit to using it. (Some other Free Software 
Foundation software is covered by the GNU Library 
General Public License instead.) You can apply it to your 
programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to 
freedom, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to 
distribute copies of free software (and charge for this 
service if you wish), that you receive source code or can 
get it if you want it, that you can change the software or 
use pieces of it in new free programs ： and that you know 
you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that 
forbid anyone to deny you these rights or to ask you to 
surrender the rights. These restrictions translate to certain 
responsibilities for you if you distribute copies of the 
software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, 
whether gratis or for a fee, you must give the recipients all 
the rights that you have. 化 u must make sure that they, 
too, receive or can get the source code. And you must 
show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the 
software, and (2) offer you this license which gives you 
legal permission to copy, distribute and/or modify the 
software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to 
make certain that everyone understands that there is no 
warranty for this free software. If the software is modified 
by someone else and passed on, we want its recipients 
to know that what they have is not the original, so that 
any problems introduced by others will not reflect on the 
original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by 
software patents. We wish to avoid the danger that 
redistributors of a free program will individually obtain 
patent licenses, in effect making the program proprietary. 
To prevent this, we have made it clear that any patent must 
be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 
The precise terms and conditions for copying, distribution 
and modification follow. 


GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING , DISTRIBUTION 

AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work 
which contains a notice placed by the copyright holder 
saying it may be distributed under the terms of this 
General Public License. The "Program", below, refers 
to any such program or work, and a "work based 
on the Program" means either the Program or any 
derivative work under copyright law: that is to say, a 
work containing the Program or a portion of it, either 
verbatim or with modifications and/or translated into 
another language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term "modification".} Each 
licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License ： they 
are outside its scope. The act of running the Program 
is not restricted, and the output from the Program is 
covered only if its contents constitute a work based 
on the Program (independent of having been made by 
running the Program). Whether that is true depends on 
what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of 
the Program's source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate 
copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and 
to the absence of any warranty ： and give any other 
recipients of the Program a copy of this License along 
with the Program. 

You may charges fee for the physical act of transferring 
a copy, and you may at your option offer warranty 
protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program 
or any portion of it, thus forming a work based on the 
Program, and copy and distribute such modifications 
or work under the terms of Section 1 above, provided 
that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the 
date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute 
or publish, that in whole or in part contains or is 
derived from the Program or any part thereof, to be 
licensed as a whole at no charge to all third parties 
under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands 
interactively when run, you must cause it, when 
started running for such interactive use in the most 
ordinary way, to print or display an announcement 
including an appropriate copyright notice and a 
notice that there is no warranty (or else, saying 
that you provide a warranty) and that users may 
redistribute the program under these conditions, 
and telling the user how to view a copy of this 
Licens 台 . 

(Exception: if the Program itself is interactive but 
does not normally print such an announcement, 
your work based on the Program is not required to 
print an announcement.) 


These requirements apply to the modified work as 
a whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based on 
the Program, the distribution of the whole must be on 
the terms of this License, whose permissions for other 
licensees extend to the entire whole, and thus to each 
and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 
or contest your rights to work written entirely by you; 
rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based on 
the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not 
based on the Program with the Program (or with a 
work based on the Program) on a volume of a storage 
or distribution medium does not bring the other work 
under the scope of this License. 

You may copy and distribute the Program (or a 
work based on it, under Section 2) in object code or 
executable form under the terms of Sections 1 and 2 
above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 
above on a medium customarily used for software 
interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least 
three years, to give any third party, for a charge 
no more than your cost of physically performing 
source distribution, a complete machine-readable 
copy of the corresponding source code, to be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 
above on a medium customarily used for software 
interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as 
to the offer to distribute corresponding source code. 
(This alternative is allowed only for noncommercial 
distribution and only if you received the program in 
object code or executable form with such an offer, 
in accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred 
form of the work for making modifications to it. For 
an executable work, complete source code means all 
the source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts 
used to control compilation and installation of the 
executable. 

However, as a special exception, the source code 
distributed need not include anything that is normally 
distributed (in either source or binary form) with the 
major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless 
that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by 
offering access to copy from a designated place, then 
offering equivalent access to copy the source code from 
the same place counts as distribution of the source 
code, even though third parties are not compelled to 
copy the source along with the object code. 


4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute 
the Program except as expressly provided under this 
License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense or distribute the Program is void, and will 
automatically terminate your rights under this License. 
However, parties who have received copies, or rights, 
from you under this License will not have their licenses 
terminated so long as such parties remain in full 
compliance. 

己 . You are not required to accept this License, since you 
have not signed it. However, nothing else grants you 
permission to modify or distribute the Program or its 
derivative works. These actions are prohibited by 
law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Program (or any work 
based on the Program), you indicate your acceptance 
of this License to do so, and all its terms and conditions 
for copying, distributing or modifying the Program or 
works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work 
based on the Program), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these 
terms and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights 
granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by 
third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation 
of patent infringement or for any other reason (not 
limited to patent issues), conditions are imposed on 
you (whether by court order, agreement or otherwise) 
that contradict the conditions of this License, they do 
not excuse you from the conditions of this License. If 
you cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other 
pertinent obligations, then as a consequence you 
may not distribute the Program at all. For example, 
if a patent license would not permit royalty-free 
redistribution of the Program by all those who receive 
copies directly or indirectly through you, then the only 
way you could satisfy both it and this License would 
be to refrain entirely from distribution of the Program. 
If any portion of this section is held invalid or 
unenforceable under any particular circumstance, 
the balance of the section is intended to apply and 
the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims or 
to contest validity of any such claims; this section has 
the sole purpose of protecting the integrity of the free 
software distribution system, which is implemented 
by public license practices. Many people have 
made generous contributions to the wide range of 
software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to 
distribute software through any other system and a 
licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what 
is believed to be a consequence of the rest of this 
License. 
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8. If the distribution and/or use of the Program is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places 
the Program under this License may add an explicit 
geographical distribution [imitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised 
and/or new versions of the General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. 
If the Program specifies a version number of this 
License which applies to it and "any later version", you 
have the option of following the terms and conditions 
either of that version or of any later version published 
by the Free Software Foundation. If the Program does 
not specify a version number of this License, you 
may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation. 

10 . け you wish to incorporate parts of the Program into 
other free programs whose distribution conditions are 
different, write to the author to ask for permission. For 
software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; 
we sometimes make exceptions for this. Our decision 
will be guided by the two goals of preserving the free 
status of all derivatives of our free software and of 
promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE 
OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR 
THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE 
STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM 
"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS 
TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PR 曰 GRAM 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE 
LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO 
MAY MODIFY AND/OR REDIST 机巨 UTE THE PR 曰 GRAM 
AS PERMITTED ABOVE. BE LIABLE TO YOU FOR 
DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL 
INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS 
OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE 
OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES 
ORA FAILURE OF THE PROGR 冉 M TO OPERATE WITH 
ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER 
OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 


END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of 
the greatest possible use to the public, the best way to 
achieve this is to make it free software which everyone 
can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It 
is safest to attach them to the start of each source file 
to most effectively convey the exclusion of warranty; and 
each file should have at least the "copyright" line and a 
pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the program's name and a brief idea 
of what it does.> 

Copyright (C) <year> <name of author> 

This program is free software ： you can redistribute it 
and/or modify it under the terms of the GNU General 
Public License as published by the Free Software 
Foundation; either version 2 of the License, or (at your 
option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will 
be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without 
even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR 冉 PARTICULAR PURPOSE. See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General 
Public License along with this program; if not, write to 
the Free Software Foundation, Inc., 已 1 Franklin Street, 
Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 
Also add information on how to contact you by electronic 
and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice 
like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of 
author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO 
WARRANTY; for details type 'show w'. This is free 
software, and you are welcome to redistribute it under 
certain conditions ： type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' 
should show the appropriate parts of the General Public 
License. Of course, the commands you use may be called 
something other than 'show w' and 'show c'; they could 
even be mouse-clicks or menu items—whatever suits your 
program. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 
disclaimer" for the program, if necessary. Here is a 
sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest 
in the program 'Gnomovision' (which makes passes at 
compilers) written by」ames Hacker. 

く signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating 
your program into proprietary programs. If your program 
is a subroutine library, you may consider it more useful to 
permit linking proprietary applications with the library. If 
this is what you want to do, use the GNU Library General 
Public License instead of this License. 


2 ライセンス 


□ Exhibit-B 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2.1,February 199 白 

Copyright (C)1991,1999 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 
USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim 
copies of this license document, but changing it is not 
allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It 
also counts as the successor of the GNU Library Public 
License, version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away 
your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public Licenses are intended to guarantee 
your freedom to share and change free software-to make 
sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies 
to some specially designated software packages— 
typically libraries—of the Free Software Foundation and 
other authors who decide to use it. You can use it too, 
but we suggest you first think carefully about whether 
this license or the ordinary General Public License is the 
better strategy to use in any particular case, based on the 
explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to 
freedom of use, not price. Our General Public Licenses 
are designed to make sure that you have the freedom 
to distribute copies of free software (and charge for this 
service if you wish); that you receive source code or can 
get it if you want it; that you can change the software and 
use pieces of it in new free programs; and that you are 
informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that 
forDid distributors to deny you these rights or to ask you 
to surrender these rights. These restrictions translate to 
certain responsibilities for you if you distribute copies of 
the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, 
whether gratis or for a fee, you must give the recipients 
all the rights that we gave you. You must make sure that 
they, too, receive or can get the source code. If you link 
other code with the library, you must provide complete 
object files to the recipients, so that they can relink them 
with the library after making changes to the library and 
recompiling it. And you must show them these terms so 
they know their rights. We protect your rights with a two- 
step method:(1} we copyright the library, and 口 ） we offer 
you this license, which gives you legal permission to copy, 
distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear 
that there is no warranty for the free library. Also, if the 
library is modified by someone else and passed on, the 
recipients should know that what they have is not the 
original version, so that the original author's reputation 
will not be affected by problems that might be introduced 
by others. 


Finally, software patents pose a constant threat to the 
existence of any free program. We wish to make sure 
that a company cannot effectively restrict the users of 
a free program by obtaining a restrictive license from a 
patent holder. Therefore, we insist that any patent license 
obtained for a version of the library must be consistent 
with the full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered 
by the ordinary GNU General Public License. This license, 
the GNU Lesser General Public License, applies to certain 
designated libraries, and is quite different from the 
ordinary General Public License. We use this license for 
certain libraries in order to permit linking those libraries 
into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or 
using a shared library, the combination of the two is legally 
speaking a combined work, a derivative of the original 
library. The ordinary General Public License therefore 
permits such linking only if the entire combination fits its 
criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for linking other code with the 
library. 

We call this license the "Lesser" General Public License 
because it does Less to protect the user’s freedom than 
the ordinary General Public License. It also provides 
other free software developers Less of an advantage over 
competing non-free programs. These disadvantages are 
the reason we use the ordinary General Public License 
for many libraries. However, the Lesser license provides 
advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special 
need to encourage the widest possible use of a certain 
library, so that it becomes a de-facto standard. To achieve 
this, non-free programs must be allowed to use the library. 
A more frequent case is that a free library does the same 
job as widely used non-free libraries. In this case, there 
is りけ le to gain by limiting the free library to free software 
only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non- 
free programs enables a greater number of people to use 
a large body of free software. For example, permission to 
use the GNU C Library in non-free programs enables many 
more people to use the whole GNU operating system, as 
well as its variant, the GNU/Linux operating system. 
Although the Lesser General Public License is Less 
protective of the users' freedom, it does ensure that the 
user of a program that is linked with the Library has the 
freedom and the wherewithal to run that program using a 
modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution 
and modification follow. Pay close attention to the 
difference between a "work based on the library" and a 
"work that uses the library". 

The former contains code derived from the library, 
whereas the latter must be combined with the library in 
order to run. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION 

AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library 
or other program which contains a notice placed by 
the copyright holder or other authorized party saying 
it may be distributed under the terms of this Lesser 
General Public License (also called "this License"}. 
Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions 
and/or data prepared so as to be conveniently linked 
with application programs (which use some of those 
functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software 
library or work which has been distributed under these 
terms. A "work based on the Library" means either 
the Library or any derivative work under copyright 
law: that is to say, a work containing the Library or a 
portion of it, either verbatim or with modifications and/ 
or translated straightforwardly into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation 
in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of 
the work for making modifications to it. For a library, 
complete source code means all the source code for 
all modules it contains, plus any associated interface 
definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License; they are 
outside its scope. The act of running a program using 
the Library is not restricted, and output from such a 
program is covered only if its contents constitute a 
work based on the Library (independent of the use 
of the Library in a tool for writing it). Whether that is 
true depends on what the Library does and what the 
program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the 
Library's complete source code as you receive it, in 
any medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate 
copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and to 
the absence of any warranty; and distribute a copy of 
this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring 
a copy, and you may at your option offer warranty 
protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or 
any portion of it, thus forming a work based on the 
Library, and copy and distribute such modifications 
or work under the terms of Section 1 above, provided 
that you also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the 
date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be 
licensed at no charge to all third parties under the 
terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function 
or a table of data to be supplied by an application 
program that uses the facility, other than as an 
argument passed when the facility is invoked, then 
you must make a good faith effort to ensure that, 


in the event an application does not supply such function 
or table, the facility still operates, and performs whatever 
part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute 
square roots has a purpose that is entirely well- 
defined independent of the application. Therefore, 
Subsection 2d requires that any application- 
supplied function or table used by this function 
must be optional: if the application does not supply 
it, the square root function must still compute 
square roots.) 

These requirements apply to the modified work 
as a whole. If identifiable sections of that work are 
not derived from the Library, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based on 
the Library, the distribution of the whole must be on 
the terms of this License, whose permissions for other 
licensees extend to the entire whole, and thus to each 
and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 
or contest your rights to work written entirely by you; 
rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based on 
the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not 
based on the Library with the Library (or with a work 
based on the Library) on a volume of a storage or 
distribution medium does not bring the other work 
under the scope of this License. 

You may opt to apply the terms of the ordinary GNU 
General Public License instead of this し icense to a 
given copy of the Library. To do this, you must alter all 
the notices that refer to this License, so that they refer 
to the ordinary GNU General Public License, version 
2, instead of to this License. (If a newer version than 
version 2 of the ordinary GNU General Public License 
has appeared, then you can specify that version 
instead if you wish.) Do not make any other change in 
these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is 
irreversible for that copy, so the ordinary GNU General 
Public License applies to all subsequent copies and 
derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the 
code of the Library into a program that is not a library. 
You may copy and distribute the Library (or a portion 
or derivative of it, under Section 2} in object code or 
executable form under the terms of Sections 1 and 
2 above provided that you accompany it with the 
complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used 
for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering 
access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the 
same place satisfies the requirement to distribute 
the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object 
cod 台 . 


3. 


A program that contains no derivative of any portion 
of the Library, but is designed to work with the Library 
by being compiled or linked with it, is called a "work 
that uses the Library". Such a work, in isolation, is 
not a derivative work of the Library, and therefore falls 
outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with 
the Library creates an executable that is a derivative 
of the Library (because it contains portions of the 
Library), rather than a "work that uses the library". The 
executable is therefore covered by this License. 
Section 6 states terms for distribution of such 
executables. 

When a "work that uses the Library" uses material 
from a header file that is part of the Library, the object 
code for the work may be a derivative work of the 
Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work 
can be linked without the Library, or if the worK is 
itself a library. The threshold for this to be true is not 
precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, 
data structure layouts and accessors, and small 
macros and small inline functions (ten lines or less in 
length), then the use of the object file is unrestricted, 
regardless of whether it is legally a derivative work. 
(Executables containing this object code plus portions 
of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you 
may distribute the object code for the work under the 
terms of Section 6. Any executables containing that 
work also fall under Section 6, whether or not they are 
linked directly with the Library itself. 

As an exception to the Sections above, you may also 
combine or link a "work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the 
Library, and distribute that work under terms of your 
choice, provided that the terms permit modification 
of the work for the customer's own use and reverse 
engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of 
the work that the Library is used in it and that the 
Library and its use are covered by this License. You 
must supply a copy of this License. If the work during 
execution displays copyright notices, you must include 
the copyright notice for the Library among them, as 
well as a reference directing the user to the copy of 
this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete 
corresponding machine-readable source code 
for the Library including whatever changes were 
used in the work (wnich must be distributed 
under Sections 1 and 2 above); and, if the work 
is an executable linked with the Library, with the 
complete machine-readable "work that uses the 
Library", as oDject code and/or source code, so 
that the user can modify the Library and then relink 
to produce a modified executable containing the 
modified Library. (It is understood that the user 
who changes the contents of definitions files in the 
Library will not necessarily be able to recompile the 
application to use the modified derinitions.} 


b) Use a suitable shared library mechanism for linking 
with the Library. A suitable mechanism is one that 

(1) uses at run time a copy of the library already 
present on the user's computer system, rather than 
copying library functions into the executable, and 

(2) will operate properly with a modified version of 
the library, if the user installs one, as long as the 
modified version is interface-compatible with the 
version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid 
for at least three years, to give the same user the 
materials specified in Subsection 6a, above, for a 
charge no more than the cost of performing this 
distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access 
to copy from a designated place, offer equivalent 
access to copy the above specified materials from 
the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of 
these materials or that you have already sent this 
user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that 
uses the Library" must include any data and utility 
programs needed for reproducing the executable 
from it. However, as a special exception, the materials 
to be distributed need not include anytning that is 
normally distributed (in either source or binary form) 
with the major components (compiler, kernel, and so 
on) of the operating system on which the executable 
runs, unless that component itself accompanies the 
executable. 

It may happen that this requirement contradicts the 
license restrictions of other proprietary libraries that 
do not normally accompany the operating system. 
Such a contradiction means you cannot use both them 
and the Library together in an executable that you 
distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based 
on the Library side-by-side in a single library together 
with other library facilities not covered by this License, 
and distribute such a combined library, provided that 
the separate distribution of the work based on the 
Library and of the other library facilities is otherwise 
permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the 
same work based on the Library, uncombined with 
any other library facilities. This must be distributed 
under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of 
the fact that part of it is a work based on the Library, 
and explaining where to find the accompanying 
uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or 
distribute the Library except as expressly provided 
under this License. Any attempt otherwise to copy, 
modify, sublicense, link with, or d に tribute the Library is 
void, and will automatically terminate your rights under 
this License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License will not 
have their licenses terminated so long as such parties 
remain in full compliance. 


ライセンス 3 



9. You are not required to accept this License, since 
you have not signed it. However, nothing else grants 
you permission to modify or distribute the Library or 
its derivative works. These actions are prohibited 
by [aw if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Library (or any work 
based on the Library), you indicate your acceptance of 
this License to do so, and all its terms and conditions 
for copying, distributing or modifying the Library or 
works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work 
based on the Library), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute, link with or modify the Library subject to 
these terms and conditions. You may not impose 
any further restrictions on the recipients' exercise 
of the rights granted herein. You are not responsible 
for enforcing compliance by third parties with this 
License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation 
of patent infringement or for any other reason (not 
limited to patent issues), conditions are imposed on 
you (whether by court order, agreement or otherwise) 
that contradict the conditions of this License, they do 
not excuse you from the conditions of this License. If 
you cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other 
pertinent obligations, then as a consequence you may 
not distribute the Library at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of 
the Library by all those who receive copies directly or 
indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Library. If any portion 
of this section is held invalid or unenforceable under 
any particular circumstance, the balance of the section 
is intended to apply, and the section as a whole is 
intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims or 
to contest validity of any such claims; this section has 
the sole purpose of protecting the integrity of the free 
software distribution system which is implemented 
by public license practices. Many people have 
made generous contributions to the wide range of 
software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to 
distribute software through any other system and a 
licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what 
is believed to be a consequence of the rest of this 
License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places 
the Library under this License may add an explicit 
geographical distribution limitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 
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13. The Free Software Foundation may publish revised 
and/or new versions of the Lesser General Public 
License from time to time. Such new versions will be 
similar in spirit to the present version, but may differ in 
detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. 
If the Library specifies a version number of this 
License which applies to it and "any later version", you 
have the option of following the terms and conditions 
either of that version or of any later version published 
by the Free Software Foundation. If the Library does 
not specify a license version number, you may choose 
any version ever published by the Free Software 
Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into 
other free programs whose distribution conditions are 
incompatible with these, write to the author to ask for 
permission. For software which is copyrighted by the 
Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for 
this. Our decision will be guided by the two goals of 
preserving the free status of all derivatives of our free 
software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 

NO WARRANTY 

1 己 . BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF 
CHARGE.THERE IS NO WARRANTYFORTHE LIBRARY, 
TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. 
EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING 
THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER 
PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT 
WARR 冉 NTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR 
IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE 
RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF 
THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 
16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE 
LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO 
MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY 
AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR 
DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL 
INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS 
OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE 
OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES 
OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH 
ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER 
OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Libraries 
If you develop a new library, and you want it to be of 
the greatest possible use to the public, we recommend 
making it free software that everyone can redistribute 
and change. You can do so by permitting redistribution 
under these terms (or, alternatively, under the terms of the 
ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the 
library. It is safest to attach them to the start of each source 
file to most effectively convey the exclusion of warranty; 
and each file should have at least the "copyright" line and 
a pointer to where the full notice is found. 


<one line to give the library's name and a brief idea of 
what it does .〉 

Copyright (C) <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it and/ 
or modify it under the terms of the GNU Lesser General 
Public License as published by the Free Software 
Foundation; either version 2.1of the License, or (at your 
option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied 
warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 
PAFTHCULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General 
Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser 
General Public License along with this library ： if not, write 
to the Free Software Foundation, Inc., 已 1 Franklin Street, 
Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 
Also add information on how to contact you by electronic 
and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 
disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; 
alter the names; 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest 
in the library 'Frob' (a library for tweaking knobs) 
written by」ames Random Hacker. 

〈signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 
That's all there is to it! 

□ Exhibit-C 

/* * zlib.h — interface of the 'zlib' general purpose compression 
library version 1.2.3, July 18th, 2005 

Copyright (C)1995-2005 Jean-loup Gailly and Mark Adler 
This software is provided 'as-is', without any express or 
implied warranty. In no event will the authors be held liable 
for any damages arising from the use of this software. 
Permission is granted to anyone to use this software for 
any purpose, including commercial applications, and to 
alter it and redistribute it freely, subject to the following 
restrictions: 

1. The origin of this software must not be misrepresented; 
you must not claim that you wrote the original 
software. If you use this software in a product, an 
acknowledgment in the product documentation would 
be appreciated but is not required. 

2. Altered source versions must be plainly marked as 
such, and must not be misrepresented as being the 
original software. 

3. This notice may not be removed or altered from any 
source distribution. 

」 ean-loup Gailly jloup 质 azip.org 
Mark Adler madler@alumni.caltech.edu 

*/ 


□ Exhib け -D 

Copyright (c)1998,1999, 2000 Thai Open Source Software 
Center Ltd and Clark Cooper 

Copyright (c) 2001, 2002, 2003, 2004, 2 日日目 ， 2006 Expat 
maintainers. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any 
person obtaining a copy of this software and associated 
documentation files (the Software), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the 
rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, 
sublicense, and/or sell copies of the Software, and to 
permit persons to whom the Software is furnished to do 
so, subject to the following conditions; 

The above copyright notice and this permission notice 
shall be included in all copies or substantial portions of 
the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED. 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT 
IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM. DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF 
CONTRACT, TORT 曰 R OTHERWISE, ARISING FROM, OUT 
OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE 
USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

□ Exhib け -E 

The FreeType Project LICENSE 

2 日 0 日 - 」 an-27 

Copyright 1996-2002, 200 6 by 

David lurner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg 

Introduction 

The FreeType Project is distributed in several archive 
packages ： some of them may contain, in addition to the 
FreeType font engine, various tools and contributions 
which rely on, or relate to, the FreeType Project. 

This license applies to all files found in such packages, 
and which do not fall under their own explicit license. The 
license affects thus the FreeType font engine, the test 
programs, documentation and makefiles, at the very least. 
This license was inspired by the BSD, Artistic, and IJG 
(Independent」PEG Group) licenses, which all encourage 
inclusion and use of free software in commercial and 
freeware products alike. As a consequence, its main 
points are that: 

• We don't promise that this software works. However, 
we will be interested in any kind of bug reports, (‘as is' 
distribution) 

• You can use this software for whatever you want, in 
parts or full form, without having to pay us. ('royalty- 
free, usage) 

• You may not pretend that you wrote this software. If 
you use it, or only parts of it, in a program, you must 
acknowledge somewhere in your documentation that 
you have used the FreeType code, ('credits ’） 





We specifically permit and encourage the inclusion of this 
software, with or without modifications, in commercial 
products. 

We disclaim all warranties covering The FreeType Project 
and assume no liability related to The FreeType Project. 
Finally, many people asked us for a preferred form for a 
credit/disclaimer to use in compliance with this license. 
We thus encourage you to use the following text: 

Portions of this software are copyright c <year> The 
FreeType Project (www.freetype.org). All rights reserved. 

Please replace <year> with the value from the FreeType 
version you actually use. 

Legal Terms 

0. Definitions 

Throughout this license, the terms 'package,, 
'FreeType Project', and 'FreeType archive' refer to the 
set of files originally distributed by the authors (David 
Turner. Robert Wilhelm, and Werner Lemberg) as the 
'FreeType Project', be they named as alpha, beta or 
final release. 

'You' refers to the licensee, or person using the project, 
where 'using' is a generic term including compiling the 
project's source code as well as linking it to form a 
'program' or ‘executable'. 

This program is referred to as 'a program using the 
FreeType engine'. 

This license applies to all files distributed in the original 
FreeType Project, including all source code, binaries 
and documentation, unless otherwise stated inthe 
file in its original, unmodified form a distributed in the 
original archive. 

If you are unsure whether or not a particular 干 ile is 
covered by this license, you must contact us to verify 
this. 

The FreeType Project is copyright (C)1996-2000 by 
David Turner, 

Robert Wilhelm, and Werner Lemberg. All rights 
reserved except as specified below. 

1._ No Warranty 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED AS IS. 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESS OR IMPLIED. INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO 
EVENT WILL ANY OF THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED 
BY THE USE OR THE INABILITY TO USE, OF THE 
FREETYPE PROJECT. 


2. _ Redistribution 

This license grants a worldwide, royalty-free, perpetual 
and irrevocable right and license to use, execute, 
perform, compile, display, copy, create derivative 
works of, distribute and sublicense the FreeType 
Project (in both source and object code forms) and 
derivative works thereof for any purpose; and to 
authorize others to exercise some or all of the rights 
granted herein, subject to the following conditions: 

• Redistribution of source code must retain this license 
file (‘FTL.TXT’ ） unaltered; any additions, deletions or 
changes to the original files must be clearly indicated in 
accompanying documentation. The copyright notices 
of the unaltered, original files must be preserved in all 
copies of source files. 

• Redistribution in binary form must provide a disclaimer 
that states that the software is based in part of the 
work of the FreeType Team, in the distribution 
documentation. We also encourage you to put an 
URL to the FreeType web page in your documentation, 
though this isn't mandatory. 

These conditions apply to any software derived from or 
based on the FreeType Project, not just the unmodified 
files. If you use our work, you must acknowledge us. 
However, no fee need be paid to us. 

3. _ Advertising 

Neither the FreeType authors and contributors nor 
you shall use the name of the other for commercial, 
advertising, or promotional purposes without specific 
prior written permission. 

We suggest, but do not require, that you use one or 
more of the following phrases to refer to this software 
in your documentation or advertising materials: 
'FreeType Project', 'FreeType Engine', 'FreeType 
library', or 'FreeType Distribution". 

As you have not signed this license, you are not 
required to accept it. However, as the FreeType 
Project is copyrighted material, only this license, or 
another one contracted with the authors, grants you 
the right to use, distribute, and modify it. 

Therefore, by using, distributing, or modifying the 
FreeType Project, you indicate that you understand and 
accept all the terms of this license. 

4. _ Contacts 

There are two mailing lists related to FreeType: 

• freetYpe@freetype.org 

Discusses general use and applications of FreeType, 
as well as future and wanted additions to the library 
and distribution. 

If you are looking for support, start in this list if 
you haven't found anything to help you in the 
documentation. 

• freetype-devel@nongnu.org 

Discusses bugs, as well as engine internals, design 
issues, specific licenses, porting, etc. 

Our home page can be found at 


http://www.freetype.org 


… end of FTLTXT — 


□ Exhibit-F 

LICENSE ISSUES 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both 
the conditions of the OpenSSL License and the original 
SSLeay license apply to the toolkit. 

See below for the actual license texts. Actually both 
licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of 
any license issues related to OpenSSL please contact 
openssl-core@openssl.org. 

OoenSSL License 

/*========================= 二 =========== 

Copyright (c)1998-2008 The OpenSSL Project. All rights 
reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with 
or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the 
above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit. 
(http://www.openssl.g/r 

斗 . The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" 
must not be used to endorse or promote products 
derived from this software without prior written 
permission. For written permission, please contact 
openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called 
"OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names 
without prior written permission of the OpenSSL 
Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain 
the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit 
(http: //WWW. 0 pen ss 1 .0 rg/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL 
PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. 

IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR 
ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT. 
INDIRECT. INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
冉 NY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY. OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE 
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 


This product includes cryptographic software written by 
Eric Young (eay@cryptsoft.com). This product includes 
software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

*/ 

Original SSLeay License 

r 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 
All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric 
Young (eay@cryptsoft.conn}. 

The implementation was written so as to conform with 
Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial 
use as long as the following conditions are sheared to. 
The following conditions apply to all code found in this 
distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not 
just the SSL code. The SSL documentation included with 
this distribution is covered by the same copyright terms 
except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 
Copyright remains Eric Young's, and as such any 
Copyright notices in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be 
given attribution as the author of the parts of the library 
used. 

This can be in the form of a textual message at program 
startup or in documentation (online or textual) provided 
with the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with 
or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the 
above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgement; 

"This product includes cryptographic software written 
by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines 
from the library being used are not cryptographic 
related : 

4. If you include any Windows specific code (or a 
derivative thereof) from the apps directory (application 
code) you must include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com) 
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN 
NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL 
SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORYOF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
"The licence and distribution terms for any publically 
available version or derivative of this code cannot be 
changed, i.e. this code cannot simply be copied and put 
under another distribution licence [including the GNU 
Public Licence.] 

□ Exhib け -G 

LibJPEG 

In plain English; 

1. We don't promise that this software works. (But if you 
fi nd any bugs, please let us know!) 

2. You can use this software for whatever you want. You 
don't have to pay us. 

3. You may not pretend that you wrote this software. 
If you use it in a program, you must acknowledge 
somewhere in your documentation that you've used 
the i」G code. 

In legalese: 

The authors make NO WARRANTY or representation, 
either express or implied, with respect to this software, its 
quality, accuracy, merchantability, or fitness for a particular 
purpose. 

This software is provided "AS IS", and you, its user, 
assume the entire risk as to its quality and accuracy. 

This software is copyright (C) 1991 -1998, Thomas G. Lane. 
All Rights Reserved except as spec け i ed below. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, 
and distribut this software (or portions thereof } for any 
purpose, without fee, subject to these conditions: 

(1} If any part of the source code for this software is 
distributed, then this README file must be included, with 
this copyright and no-warranty notice unaltered; and any 
additions, deletions, or changes to the original files must 
be clearly indicated in accompanying documentation. 

(2) If only executable code is distributed, then the 
accompanying documentation must state that "this 
software is based in part on the work of the Independent 
」PEG Group". 

口 } Permission for use of this software is granted only if 
the user accepts full responsibility for any undesirable 
consequences; the authors accept NO LIABILITY for 
damages of any kind. 

These conditions apply to any software derived from or 
based onthe IJG code, not just to the unmodified library. 
If you use our work, you ought to acknowledge us. 
Permission is NOT granted for the use of any IJG author's 
name or company name in advertising or publicity relating 
to this software or products derived from it. 
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This software may be referred to only as "the Independent 
」PEG Group's software". 

We specifically permit and encourage the use of this 
software as the basis of commercial products, provided 
that all warranty or liability claims are assumed by the 
product vendor. 

ansi2knr.c is included in this distribution by permission of 
L. Peter Deutsch, sole proprietor of its copyright holder, 
Aladdin Enterprises of Menlo Park, CA. 
ansi2knr.c is NOT covered by the above copyright and 
conditions, but instead by the usual distribution terms of 
the Free Software Foundation; principally, that you must 
include source code if you redistribute it. (See the file 
ansi2knr.c for full details.) 

However, since ansi2knr.c is not needed as part of any 
program generated from the !」G code, this does not limit 
you more than the foregoing paragraphs do. 

The Unix configuration script "configure" was produced 
with GNU Autoconf. 

It is copyright by the Free Software Foundation but is 
freely distributable. 

The same holds for its supporting scripts (config. 
guess, config.sub, Itconfig, Itmain.sh). Another support 
script, install-sh, is copyright by M.l.T. but is also freely 
distributable. 

It appears that the arithmetic coding option of the JPEG 
spec is covered by patents owned by IBM, AT&T, and 
Mitsubishi. 

Hence arithmetic coding cannot legally be used without 
obtaining one or more licenses. 

For this reason, support for arithmetic coding has been 
removed from the free JPEG software. 

(Since arithmetic coding provides only a marginal gain 
over the unpatented Huffman mode, it is unlikely that very 
many implementations will support it.) 

So far as we are aware, there are no patent restrictions on 
the remaining code. 

The l」G distribution formerly included code to read and 
write GIF files. 

To avoid entanglement with the Unisys LZW patent, GIF 
reading support has been removed altogether, and the 
GIF writer has been simplified to produce uncompressed 
GIFs. 

This technique does not use the LZW algorithm ： the 
resulting GIF files are larger than usual, but are readable 
by all standard GIF decoders. 

We are required to state that 

"The Graphics Interchange Format(c) is the Copyright 
property of CompuServe Incorporated. 

GIF(sm) is a Service Mark property of CompuServe 
Incorporated." 

□ Exhib け -H 

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE 

Copyright (c) 19% - 200 8, Daniel Stenberg, <daniel 感 haxx. 

s 白 >. 

All rights reserved. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this 
software for any purpose with or without fee is hereby 
granted, provided that the above copyright notice and this 
permission notice appear in all copies. 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND. EXPRESS OR IMPLIED. 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY 
RIGHTS. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR 
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, 
DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING 
FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name of a copyright 
holder shall not be used in advertising or otherwise to 
promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization of the copyright holder. 

□ Exhibit:-! 

に U License • に U 1.8.1 and later 

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE 

Copyright (c)1995-2010 International Business Machines 

Corporation and others 

All rights reserved. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any 
person obtaining a copy of this software and associated 
documentation files (the "Software"}, to deal in the 
Software without restriction, including without limitation 
the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, 
and/or sell copies of the Software, and to permit persons 
to whom the Software is furnished to do so, provided 
that the above copyright notice(s) and this permission 
notice appear in all copies of the Software and that both 
the above copyright notice(s) and this permission notice 
appear in supporting documentation. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND. EXPRESS OR IMPLIED. 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINF 阿 NGEMENT OF THIRD 
PARTY RIGHTS. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT 
HOLDER OR HOLDERS INCLUDED IN THIS NOTICE BE 
LIABLE FOR ANY CLAIM, OR ANY SPECIAL INDIRECT 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE. DATA 
OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING 
OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR 
PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name of a copyright 
holder shall not be used in advertising or otherwise to 
promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization of the copyright holder. 
All trademarks and registered trademarks mentioned 
herein are the property of their respective owners. 

□ Exhibit-J 

Alternatively, this software may be distributed, used, and 
modified under the terms of BSD license: 

Redistribution and use in source and binary forms, with 
or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the 


above copyright notice, tnis list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

3. Neither the name(s) of the above-listed copyright 
holder(s) nor the names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this software 
without speciTic prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND CONTR 旧 UT 曰 RS AS IS AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR 冉 NY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL 
SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIA 目 ILITY, 曰 R TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


□ Exhib け -K 

COPYRIGHT 

Copyright 1992, 1993, 1994, 1997 Henry Spencer. All 
rights reserved. 

This software is not subject to any license of the American 
Telephone and Telegraph Company or of the Regents of 
the University of California. 

Permission is granted to anyone to use this software for 
any purpose on any computer system, and to alter it and 
redistribute it, subject to the following restrictions: 

1. The author is not responsible for the consequences of 
use of this software, no matter how awful, even if they 
arise from flaws in it. 

2. The origin of this software must not be misrepresented, 
either by explicit claim or by omission. Since few 
users ever read sources, credits must appear in the 
documentation. 

3. Altered versions must be plainly marked as such, 
and must not be misrepresented as being the original 
software. Since few users ever read sources, credits 
must appear in the documentation. 

4. This notice may not be removed or altered 

□ Exhib け -L 

^* ************************************************ 
The author of tnis software is David M. Gay. 

Copyright (c)1991,2000, 2001 by Lucent Technologies. 
Permission to use, copy, modify, and distribute this 
software for any purpose without fee is hereby granted, 
provided that tnis entire notice is included in all copies of 
any software which is or includes a copy or modification 
of this software and in all copies of the supporting 
documentation for such software. 

THIS SOFTWARE IS BEING PROVIDED "AS IS", 
WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY. IN 
PARTICULAR, NEITHER THE AUTHOR NOR LUCENT 
MAKES ANY REPRESENTATION OR WARRANTY OF ANY 
KIND CONCERNING THE MERCHANTABILITY OF THIS 
SOFTWARE OR ITS FITNESS FOR ANY PARTICULAR 
PURPOSE. 


.*/ 



ソフトウエアなど巧ずる重要なおな6せ 


GPU LGPL ライセンスじついて 

本製品では、 GNU-General Public License (切下 GPL )、 
GNU Lesser General Public License 化(下 LGPL ) などが適 
用されるコードを一部のモジュールで使用しておりまず。 
これらのソフトウェアに関しては、各ライセンスじ基づきソー 
スコードを入手、改編、配布ずることができまず。 

当社のお客様ご相談センターにお間い合わせいただければ、実 
費にて GPL LGPL ライセンスに基づくソースコードをご提供 
させていただいておりまず。 

なお、提供しているソースコードは保証されていません。 

また、ソースコードの内容についてのお間い合わせは受け付け 
ておりませんので、あらかじめご了承ください。 
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DEMON 


デノンお客様相談センター 


巧 044-670-5555 

【電話香号はお間違えのないよろじおかけください。】 

受付時間9: 30〜12: 00、12: 45〜17:30 

(当社休日および祝日を除<、月〜金匿日） 

〒21 0-8569 神奈川県川崎市り I 崎区日進巧2番地1 D & M ビル 3 F 

故障-修理-サービス部品についてのお問い合わせ先（サービスセンクー）に 
ついては、次の当せホームページでちご確認いただけまず。 

http :// denon . ip / 出/ SU が 0 け/が呈 es / servicecenter.aspx 



後日のためじ記入しておいてください。 


購入店ち： 

電話 （ - 

) 

購入年月日： 

年月日 

J 


株式会社デイーアンドエムホールデイングス 







